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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　現場は六階建ての中高層ビル。出場指令から五分で現着。出火箇か所しよは三階の階段脇わきとの情報あり。行方ゆくえ不明者三名。指令書によれば一階から二階までが店てん舗ぽ、以降が住居となっている。

「行方不明者がいるとしたら、住居部分の可能性が高いですね」

「そういう考えは止やめろ。可能性のありそうな場所は全部捜さがすぞ」

　去年消防学校を卒業したばかりの新人を窘たしなめ、面めん体たいと呼ばれる空気呼吸器を着けて四階のベランダから中に入る。部屋の中は火がない代わりに、煙けむりで視界が悪い。すぐに人命検けん索さくを行うが、執しつ拗ように積み上げられた段ボールのせいで、楽に進むことはできなかった。

「安あ達だちさん、想像してたより、煙、凄すごい、ですね」

「何があるか分からないから、慎しん重ちように行動しろよ」

　段ボールに無む駄だな時間をとられながらも、やっとの思いで乱雑な部屋から廊ろう下かに出ると、そこに要救助者が一名、物もの陰かげに隠かくれるような形で倒たおれていた。新人が一通りの手順で彼に対して意識確かく認にんをするのを見守る。

「要救助者一名発見、はしご車まで連れていきます」

　無線に向かってそう伝え、俺達が乗ってきたはしご車に、新人と二人で要救を連れていく。

　バケットの隊員に彼を預けてから、再び室内に戻もどって同じフロアの他ほかの部屋を見回った。しかし要救の姿はない。下の階で別班が一人見付けたから、残るはもう一人だ。

　ろくに視認がきかない周囲を見回していると、ボンベが鳴りだした。残量が少ないのだ。

　しかし、気を付ければあと十分は保もつはずだった。緊きん張ちようしたり激しい運動をすると呼吸量はすぐに増えてしまうので、現場では落ち着いて行動することが大切だ。

　障害物の多い廊下を進み、奥にある階段を上がろうと試みる。けれど階段も段ボールで塞ふさがれていた。舌打ちをしたい気分でそれらをなぎ倒して先に進む。最初の部屋のドアには鍵かぎがかかっていた。それを蹴け破やぶったときに、ボンベの警告音が微び妙みように変化する。

　───大だい丈じよう夫ぶだ。帰り道の事を考えても、あと五分は保つ。

　手順としては引き返してボンベを交こう換かんすべきだと分かっていたが、強きよう迫はく観かん念ねんにかられるように足を上へ進める。

「安達さん！」

　濃のう煙えんで姿はろくに見えないが、「後発隊と交代しましょう」と言うくぐもった新人の声が、面体に着いたマイクを通して聞こえる。

「すぐ戻る」

「安達さん！」

『何やってる。撤てつ退たいしろ』

　無線から隊長の声が聞こえてくる。予想以上に時間がかかっているから、撤退指令を出したのだろう。

　そうだ。もう戻らなきゃいけない。

　ようやく冷静さを取り戻して踵きびすを返そうとしたときに、部屋の中で段ボールに埋うもれている要救助者を見付けた。仰あお向むけに倒れた姿が、以前工場火災で置き去りにしてしまった仲間の姿と重なり、一いつ瞬しゆん金かな縛しばりにあったように、体が動かなくなる。

　身動きできない仲間と、体に吹ふき付けた熱風、爆ばく発はつ音、耳がおかしくなりそうなボンベのアラーム。一瞬自分がどこにいるのか分からなくなった。

「時間がないですよ！」

　後こう輩はいから焦あせった声を投げかけられた瞬しゆん間かん、過去の映像が霧きりのように晴れていく。

　固まってしまった自分に舌打ちして膝ひざをつき、新人と二人で素す早ばやく要救助者を持ち上げる。その瞬間、図はからずも「ぐ」と呻うめき声が漏もれた。60㎏程度だと思っていたが、80㎏は優にある。

　急いで肩かたに担かついでベランダに出ると、はしご車は別の階で要救の救出に当たっていた。どうやら要救は当初の予定より多かったらしい。

　バケットの定員は二名、一度降ろしてからもう一度アームを伸のばしていたら、間に合わない。

「安達さん、まさか背負って降りる気ですか!?」

　ロープを手て摺すりに結ぶ間、渋しぶる新人に要救の体を俺に固定させる。意識がなければタンカを使うのが普ふ通つうだが、はしご車で救出するつもりでいたのだから、ここにそんな物はない。

　ビルの側面には直立梯子ばしごが設しつらえてあるが、それを使うより直接降下した方が早い。

　下にいる連中が、はしご車を使わない俺を驚おどろいた顔で見上げていた。

　彼らの視線を無視して、壁かべに足をかける。後は降りるだけだ。登とう攀はん訓練の成績は学生時代から上位だった。何も問題ないと、ロープを手の中で滑すべらせる。

　しかしろくに降下しないうちに、腰こし回まわりに結んだロープに異変を感じる。固定が完全じゃなかったのだと、気づいたときには遅おそかった。焦って確認を怠おこたったことを後こう悔かいした瞬間、背負った要救が落下する。慌あわてて伸ばした手をすり抜ぬけて、彼は地面に派手に叩たたき付けられた。

　どさ、という音を耳にした直後に、野や次じ馬うまが「うわぁ……」という非難とも呆あきれともつかない声を漏らす。苦い気持ちで降下し、地面に足をついた後で体にまつわりついたロープを外す。

　関節を有り得ない方向に曲げて横たわっているそれを呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、投げ出された手足に影かげが差す。

「要救助者、一名、消防士のミスにより死亡」

　影の主であり、消防学校の同期でもある新にい森もり水み隼はやが、俺の失態を笑った。

「死亡とか言うなよ、人形だろ」

　今回の訓練は指令書まで作り、訓練棟とうⅠを雑居ビルに見立てて、火災が発生したという想定で行われた。訓練では、要救は人形が担当する。

　よく使われるのはアダム、ベッカム、キャサリンだが、俺が落としたのは普段はあまり使用しない大だい五ご郎ろうだった。由来はＡＢＣＤの頭かしら文も字じから来ているが、何故なぜＤだけが日本名なのかは知らない。因ちなみに先せん輩ぱいの話だと廃はい棄きされたＥ人形の名前はエロイーヌだったらしい。

「訓練だから良かったようなものの、本番なら死んでる。相変わらず指示を無視して、仲間や要救を危険な目に遭あわせてるんだな。学習能力がないのか？」

　発はつ煙えん筒とうを惜おしみなく使い視界を奪うばったり、部屋の中を段ボールで埋め尽つくしたり、通常60㎏の砂人形にウェイトを巻いて重くしたりという凝こった設定は、恐おそらく敵番の仕し業わざだろう。

　今回は敵番と、救助時間や手て際ぎわを競きそう訓練だった。

　勝った方が県知事やお偉えらい方々が視察する救助大会に参加することになっている。大会に伴ともなう練習や訓練は面めん倒どうだが、大会当日は出勤扱あつかいになる上に家族にも誇ほこらしい姿を見せられるので、子供がいる家族持ちは参加を希望していた。

　なのに俺が要救を落下させたことで、タイムがどうであれうちの班の負けだ。

　しかし関係ない内勤の新森にまで責められるのは納なつ得とくがいかない。

「俺に構ってほしいからってわざわざ嫌いやみ言いにくるなよ」

「俺は新人が言えないことを代弁してるだけだ。できない上がいると、苦労するよな？」

　いつの間にか俺の背後に立っていた新人に、新森は同情するような目を向けた。

　苛いら立だちながら鬱うつ陶とうしい面体を外したときに「安達ぃ」と、まるで井い戸どの底から響いてくるような怒いかりと恨うらみが籠こもった声が聞こえた。

　はっとして、監かん視し役として訓練に参加していた司令の下もとへ走る。

　俺より背は低いが、威い圧あつ感かんは計り知れない。新人の頃ころに死ぬほど怒おこられたので、日に焼けた黒い顔を前にすると、条件反射で逃にげたくなる。

「てめぇ、今度同じことやってみろ。二度と俺の前に顔出せねぇようにしてやるからなぁ」

　体たい罰ばつが禁止されていることが不本意で堪たまらないと震ふるえる拳こぶしを見て、ごくりと唾つばを飲み込む。

　ひたすら直立不動のまま怒られていると、視界の端はしに妙みように機き嫌げんの良さそうな新森が映る。

　昔からこいつはそうだ。俺が怒られているとき、目め尻じりの上がった意地悪そうな黒目勝ちの眼めを、満腹の猫ねこみたいに細めている。

　消防学校時代に些さ細さいなことで迷めい惑わくをかけたのを境に、新森にとって俺は〝どうしようもない馬ば鹿か〟で、俺にとって新森はずっと〝嫌みな奴やつ〟だ。しかし残念なことに新森の評価は高い。

　見た目は狐きつね、腹の中は狸たぬきで、頭には猫を被かぶって、忠犬の仮面を着けている。上司や同どう僚りようは犬の仮面に騙だまされ、女性達は狐の見た目に惑まどわされていた。面めん倒どう見みが良くない割りに後輩には慕したわれているし、同僚からは頼たよりにされる存在のため、新森を嫌っている俺の方が窘たしなめられる。

「ボンベの管理もできねぇ、ロープもろくに結べねぇ。学校上がりの新人の方がよっぽど使えるだろうが。後輩に注意されてどうするんだ、ああ？」

　ロープを結んだのは俺じゃないが、充じゆう分ぶんな確認を怠ったのは確かなのでひたすら神しん妙みような顔で話を聞いていると、司令の背後に立つ新森の唇くちびるの端が上がってるのが見える。リードが届かないぎりぎりの距きよ離りでくつろぐ猫を見るときの、飼い犬の気持ちが分かった気がした。　>>>♥

　学校を卒業したときは消防士になれることも、訓練が終わったことも嬉うれしかったが、同じぐらい新森と離はなれられることが嬉しかった。なのに何の因果か同じ署に配属された。

　しかしそれはまだ耐たえられるとしても、不満なのはみんながこいつに騙されていることだ。

　新森は寮りようの布ふ団とんの配置を巡めぐって俺と殴なぐり合いをする器うつわの小さい男で、協調性にも著いちじるしく欠けている。その上、短気で情に薄うすい男だが、新森はその二つの欠点を上手うまく隠していた。

「聞いてんのかぁ！　安達!!　新人でもやらねぇミスしやがって、分かってんのか！」

「はい!!」

「それから、都つ野の！」

「はいっ」

　一階で検けん索さくを行っていた同じ班の後輩、都野にも怒ど号ごうが飛ぶ。

　一通り怒られた後で、ペナルティとして全すべての片づけを俺と都野でやることが決まった。

　落らく胆たんしつつ、アスファルトに仰向けに倒たおれている大五郎に向かって溜ため息を吐つくと、新森が「司令は甘いよな。俺だったら、今すぐに視界から消えて貰もらうけどな」と口にする。

「うるせぇな。大体指令室の人間がなんでここにいるんだよ。三階が住すみ処かだろ。出てくんな」

　指令室は署の三階にある。大方、窓から訓練中の俺達が見えて、からかうために出てきたのだろうが、休きゆう憩けい中も基本的に指令部の人間は三階のフロアに留とどまることになっていた。

　面めん体たいをヘッドセットに替かえた新森は現場に出ないせいか、以前よりも気が緩ゆるんでいるようだ。

　尤もつとも、焦って要救を落下させた俺は、他人の仕事ぶりに文句をつけられる立場じゃない。

　特に新森相手にそれをしたら、倍加して戻もどってくることは容易に想像できる。

「俺じゃなくて、お前が指令室に配属されるべきだったかもな。お前が現場にいたら、助かる命も助からない」

　新森は中に砂が詰つまっている人形を見下ろしてから、踵きびすを返す。

「っ、待てよ」

　口で勝てないと分かっていても、言われっぱなしでは俺の気が済まない。

　署の方に向かう新森を追い掛かけようとしたときに、「安達ぃいい！　てめぇどこ行く気だ、ああ!?」と司令の怒号が聞こえて、足が止まった。

　終わったとばかり思っていた説教が再開する。結局、後片づけだけでなく清せい掃そうも俺と都野でやることになった。本来なら新人の仕事だが、今回ばかりは仕方がない。

「これじゃ下の奴らに示しがつかないよな」

　煙けむりで満ちた訓練棟の窓を開けて換かん気きをしながら、敵番が持ち込んだと思おぼしき段ボールを片づける。近所のスーパーから調達したのか、側面には「フィリピン産バナナ」「美味おいしいさくらんぼ」「マカでマラ元気」なんて、商品名やキャッチコピーが書かれていた。

「要救落とした時点で示しとかもう、ないッスよ。先輩、マジで何してくれてんですか。清掃の件、俺は完全にとばっちりじゃないですか。まずはそこを謝りましょうか」

「……悪かったよ。そういやお前、なんで怒られてたんだよ」

　一いつ緒しよに片づけている都野に溜め息を吐かれて、普段から生意気な後輩といえど一応謝罪する。

「後輩が防火衣の襟えりをきちんとしてなかったのを指導しなかったからです。先輩みたいに要救落としたり、ボンベ鳴ってんのに脱だつ出しゆつしなかったり、はしご車救助の訓練なのにはしご車使わなかったからとかじゃないッスから」

「あっそ」

　今回の失敗はしばらく言われるだろうな、と数十分前にパニックに陥おちいってしまったことを悔くやむ。下手へたしたら駄だ目めな見本として来年度まで語り継つがれそうで怖こわい。

　何しろ意外と愛妻家の司令が、上司からのモーニングコールを寝ねぼけて妻からだと勘かん違ちがいして「愛してるからもうちょっと寝かせて」と言ったという新人時代の失敗談が、未いまだに語り継がれている。因みにその上司は今、ここの署長をやっている。

　しかし司令の失敗は笑えるからいいが、俺の失敗は笑えない。

「でも安達先輩、マジで最近おかしいですよ。現場ではまともですけど、書類や普段の業務はケアレスミス多いし。訓練中に焦あせるなんて、俺が新人の頃にもなかったじゃないですか」

　その台詞せりふに「うるせぇな」と返して、空になった発煙筒の缶かんを拾う。

　新人の頃どころか、火に対する恐きよう怖ふ心が薄いせいで、学生時代だって焦ることはなかった。

　だけど煙が充じゆう満まんした室内、仰あお向むけの要救助者、ボンベのアラーム、撤てつ退たい命令、それらが合わさると平静な判断ができなくなる。

「やっぱり、新森さんの件が絡からんでるんですか？」

　どう答えたらいいのか分からずに黙だまって作業を続ける。

　不意に都野が「新森さんも、心的外傷で指令室希望したっていう噂うわさ、本当なんですかね」と、独り言とも質問ともつかない呟つぶやきを漏もらす。

　俺は聞こえないふりで、途と切ぎれ途切れに蘇よみがえるあの日の記き憶おくから逃げるように、手を動かした。




〝安達光こう輔すけ〟〝新森水隼〟

　仮か眠みん室の前に二つ並んだ名前を見て、新森が顔を蹙しかめたのは署に配属された日のことだった。

　どこの職場も同じように、配属された一日目は簡単な自己紹しよう介かいと施し設せつ案内で終わる。

　一通り業務の説明が終わった後で、屋上のヘリポートや指令室を見学、オフィスで自分のデスクを確かく認にんして、食堂の使い方を聞き、それから仮眠室に連れていかれた。

　うちの署の場合、仮眠室は二人一組で一部屋与あたえられる。部屋といっても二畳じよう程ほどしかなく、そこで各自布団を敷しいて眠ねむる。収納は奥の上下に分かれた押し入れの片方を使うことが許されていた。消防士は二十四時間勤務なので、一日勤務したら翌朝まで空く。

　なので交こう互ごに部屋を使うことになり、同室の奴は相番と呼ばれる。基本的には階級や年ねん齢れいが近い者同士が組む。そういうわけで新米の俺と新森は、問答無用で相番にされた。部屋だけでなく、回転式のロッカーも共有だ。

『なんでまたお前と同じ部屋で我が慢まんしなきゃならないんだ』

　呟いたのは新森だったが、俺も心の中では同じことを考えていた。学校時代、半年間寮の六人部屋で一緒に生活して、別れられると思った矢先にこれでは落胆するのも無理はない。

　相番になったのは勤務形態の関係で一年だけだが、不快な思い出だった。相手がどんなに綺き麗れいに使っていたとしても、嫌きらいな奴と生活空間を共有するのは、かなりのストレスになる。

　しかも同じ署に配属された以上、腐くされ縁えんはまだまだ続く。

　競きそうのが成績から、訓練のできに変わっただけだ。登とう攀はんや渡過速度、トレーニングルームでのウェイトすら競った。普ふ段だんは冷めている新森が俺に対してはライバル意識を剝むき出しにするのが面おも白しろいらしく、そんな俺達を上司や同僚が茶ちや化かすのが日常と化していた。

　例えば俺が一ひと目め惚ぼれした保育士から、新森が言い寄られていたというような情報を、先輩達は逐ちく一いち教えてくれる。逆に俺が県から表ひよう彰しようされたときは、先輩達は新森を随ずい分ぶん煽あおったらしい。

『お前らは水と油というより、火と油だ。一緒にしておくと燃え上がって収しゆう拾しゆうがつかん』

　司令は俺達の関係をそう喩たとえたけれど、意外にも現場での連係は上手く取れていた。

　目を合わせるだけで意思は通じた。二人で組むと、わざわざ口頭で確認しなくても自然と役割分担ができる。例えば現場に無傷の幼児と大人の要救がいた場合、大人の救助に当たるのは強面こわもての俺で、子供を宥なだめるのは顔が優やさしげに見える新森だ。

　長い間競ってきたことで、お互たがいの長所や短所は熟知している。現場での新森の判断力は信しん頼らいしていたから、偉えらそうに指示を出されても逆らうことはなかったし、あいつも俺の技術に関しては信用してくれていたから、大事な局面を任せてくれた。嫌いやな奴には変わりないが、現場では頼りになる相棒だった。きっと、新森の方もそう思っていたはずだ。あのときまでは。

　関係が崩くずれたのは、昨年十月の隣りん県けんで起きた工場火災でのことだった。

　要救助者多数、複数の署から化学車やはしご車が出動する大規模火災だった。

　県内で起きた火事は県内の署で対応するのが普ふ通つうだが、規模や場所によっては協力要よう請せいが出される。今回のもそれだった。現着時に既すでに数名の死者が出ていたその火災で、俺達はまだ出火が確認されていない隣りん接せつの化学工場の検索に向かった。行方ゆくえ不明者を捜さがすため、迷めい路ろのように複雑な巨きよ大だい工場を数チームで巡じゆん回かいした。けれど施設内が広かったので、ろくに進まないうちにボンベのアラームが鳴り始めた。今思えばそのときに即そく退たい避ひすべきだった。

　しかし俺はどうしても管理室とプレートの付いた半開きの扉とびらが気になった。

『引き返すぞ』

　新森からの指示に、俺は首を振ふってドアを指した。

『あそこだけだ。あそこを見たら引き返す』

　そう口にして、ドアに手を掛けた。狭せまい部屋だったから、中に入るまでもなく人がいないということは確認できた。ほっとしながら振り返ったときに、突とつ如じよ爆ばく風ふうが体に吹ふき付けた。

『う、あっ』

　俺は部屋の中に飛ばされて、床ゆかに頭を強く打ち付けた。工場のタンクが爆ばく発はつしたと知ったのは後の話で、そのときは何が起こったのか分からなかった。

　頭の痛みを無視して慌あわてて起きあがり、外に出る。

　火は確認できなかったが、先さき程ほどよりもずっと濃こい煙けむりが、視界を濁にごらせていた。ドアのすぐ外に立っていた筈はずの新森が見当らず、嫌な予感に手て袋ぶくろの中がじっとりと汗あせばんだのを覚えている。

『新森！』

　声に顔を上げると、他ほかの隊員が手て摺すりから身を乗り出して、一階部分に向かって叫さけんでいた。

　震ふるえる足を叱しつ咤たして一階部分を覗のぞき込むと、新森が仰向けに倒れていた。

　ろくに考えず、即そく座ざに降下準備に入ろうとして、先輩に腕うでを摑つかまれる。

『馬ば鹿か野や郎ろう、降りてどうするんだ。残圧を見ろ』

『見捨てろって言うんですか!?』

　俺の発言を無視して、先輩は一階部分の検索を行っていた別の班に無線で連れん絡らくした。

『このまま俺達が行ってもどうにもならない。一度引き上げるぞ』

『新森を置いてはいけません』

『一度退たい避ひだ。別班を救助に向かわせた。俺達が行くにしても、ボンベを替かえてからだ』

　空気は残り少ない。今無理に救助に向かったとしても、復路の途と中ちゆうで空になる。

　理解はできたが、納なつ得とくがいかなかった。殆ほとんど無意識に、降下のためのカラビナを手にしたとき、新森と面めん体たい越ごしに目が合う。

　唇くちびるも首も一いつ切さい動かなかったが、新森の『来るな』という声が聞こえた気がした。

　隊長である針はり河かわさんから、『命令に逆らうな』と叱しつ責せきされて、葛かつ藤とうしながらも従った。

　結局新森は別班に助けられた。けれど救助されたときには、タンクから漏れた液体燃料を伝って、炎ほのおは新森のすぐ傍そばに迫せまっていたそうだ。

『俺を救助したのがお前でなくてよかった。お前に助けられたなんて、一生の恥はじになる』

　救急車に運ばれるとき、新森は俺に向かって皮肉げに笑った。

　しかし命は助かったものの新森は腰よう椎ついを骨折し、入院を余よ儀ぎなくされた。

　それから半年近くコルセットと通院で現場を離はなれ、四月からは人事異動で指令室に入った。

　体を休めるためという意図を込めた異動なのだろうが、通報を受けて救急車や消防車を手配する指令室には、経験を積んだ隊員が入るのが通例だ。新森の若さで入るのは珍めずらしい。

　だから都野を含ふくめた後こう輩はい達の間では噂が出回っている。内勤に回されたのは、心的外がい傷しようもしくは肉体的な後こう遺い症しようのせいではないかというのが、彼らの見解だった。

　心的外傷は悲ひ惨さんな現場を目にしたり、怪け我がをした消防士に多い。

　しかし新森はあの一件があってからも、俺に対する態度を変えなかった。

　だから俺も、新森が署に戻もどってからはそれまで通りの態度を貫つらぬいた。

　新森が本当に気にしていないのか、強がっているだけなのかは分からない。どちらにしても、新森は弱さを悟さとられたくはないだろうから、俺も普段通りに振る舞まっていた。

　けれど本当は、ずっと後こう悔かいしている。あのとき他の班が着くまで、見守っていてやれば良かった。いや、新森が『引き返す』と言ったときに大人しく従うべきだった。

　そうすれば新森は骨折なんてしなかったし、現場を去ることもなかった。

　仰向けに倒たおれた動かない要救を見ると、嫌でも思い出す。

　来るなと合図した新森の瞳ひとみに諦あきらめが浮うかぶ瞬しゆん間かんの顔が、どうしても忘れられない。

　あのとき新森は死を覚かく悟ごしていたし、俺もそれを知っていた。







「なーんか暗いッスよ、先輩」

　都野の言葉にはっと顔を上げると、向かいの席に座っていた見知らぬ女性が「どうかしたんですか？」と声を掛かけてくる。

「いや、別に……」

　都野はそれほど容姿が優すぐれているわけじゃないが、見た目が厳いかつい割りに女性の懐ふところにするする入りこめるという特技を持っている。

　今日も二人で飲む筈が、都野が声を掛けた女性達を交えて、気づけば四人になっていた。

「先輩は、この間ふられたばっかりなんですよ。だから慰なぐさめてあげちゃってください」

　懐に入るのが得意なのは、女性相手だけではない。先輩の俺に対しても遠えん慮りよなく踏ふみ込んでくる。ただ新森にはそんな態度を取らないから、相手を見み極きわめてやっているのだろう。

　都野は唯ゆい一いつ、俺の他に新森の本ほん性しようを知っている同どう僚りようだ。それというのも出身校が一いつ緒しよで在学期間が被かぶっていたらしい。学生時代の新森がかなり荒あれていたというのは、都野から聞いた。

「こんなに格好いい人をふるなんて、その女性は惜おしいことしましたね」

　社交辞令を口にして、目の前の女性がにこりと微笑ほほえむ。

「やー、でも相手が人妻だからむしろ成じよう就じゆしなくて良かったんですよね。ね？　先輩」

　都野の言ったことは本当だ。アパートの隣となりに住む女性に片かた想おもいをしていたが、失しつ恋れんした。

　消防士だと知ると、わざわざ健康祈き願がんの御お守まもりを旅行の土産みやげにくれたし、ときどき余った料理も貰もらった。気づけば隣りん人じん以上、友達未満の関係になっていたが、告白はなかなかできなかった。しかしもたついてるうちに、先日隣の部屋から喘あえぎ声が聞こえてきて、失恋が確定した。

　隣人は廊ろう下かで会ったとき、出張中だった夫が一時的に帰ってきたのだと教えてくれた。

　照れた顔で『ごめんなさい。うるさかったでしょ』と謝られて、つられて赤面してしまった。

　そんな最悪な状じよう況きようで失恋をして凹へこんでいないわけじゃないが、俺が今落ち込んでいるのは昨日の訓練で要救を落としたからだ。

　都野も怒おこられたはずなのに引きずっている素そ振ぶりはなく、知り合ったばかりの女性と「下着の色当てゲーム」というオッサン好みの、ゲームとは名ばかりのセクハラを繰くり広げている。

「先せん輩ぱいは何色だと思いますか？」

「何色でもいい。それより公共の場でそういう遊びはするなよ」

　ただでさえ昨今公務員の公こう序じよ良りよう俗ぞくに関する縛しばりがきつくなっているのだから、と後輩を思って注意を促うながし、ビールに口をつける。

「すいません、童どう貞ていには刺し激げきが強いですよね」

「噓うそ、安達さんてそうなんですか？　えー、おいくつなんですか？」

「やだぁ。冗じよう談だんですよね。そんな風には全然見えないし」

　後輩の軽口に、女性がそれぞれ違ちがう反応を見せる。

　昔から肉食系どころか野や獣じゆう系と呼ばれてきたが、都野の言った事は噓でも冗談でもない。紛まぎれもない事実だが、事実でもなんでこんなところで暴ばく露ろされなきゃならないんだと、異性の前で普ふ段だんより調子に乗ってる後輩の頭を摑む。

「都野」

　がしっと摑んだ頭を左右に振ると、都野が「むぎゃっ」と声をあげた。

　痛かったのか俺の手から逃のがれようとして、都野が持っていたジョッキからビールが零こぼれた。

　それがびしゃっと音を立てて、テーブルと都野の袖そでにかかる。

「もう、何やってくれるんですか、先輩。あーあ、服びしょびしょ。これ新森さんがいたら、先輩また罵ば倒とうされてますよ」

「新森は関係ないだろ。大体、あいつの話題は俺の前で出すな。酒がまずくなる」

　顔を蹙しかめながら、傍にあったお絞しぼりでテーブルを拭ふく。

「俺の台詞せりふだ」

　そのとき突とつ然ぜん降ってきた不ふ機き嫌げんな声に振ふり返ると、すぐ傍に新森が立っていた。

「文句があるなら直接言えよ。いつも迷めい惑わくかけられて文句が溜たまってるのは俺の方だけどな」

　署から離れた吞のみ屋なのに、プライベートでも新森に会うなんてついていない。

「仕事以外でお前に会うなんてついてないな俺も」

　新森が心底嫌いやそうな顔で俺を見下ろす。

　俺の台詞だと思ったが、先程新森が同じことを言っていたのを思い出して、言葉を飲み込む。

　こういう風にマイナス方向で息が合うのも、こいつを嫌きらう理由の一つだ。

「新森、絡からむなよ」

　新森の後から来た針河さんが、窘たしなめるように口を挟はさむ。

「こいつが」

「はいはい、分かったから。とりあえず座れ。それから飲め」

　針河さんが慣れた仕草で、新森を空いているカウンター席に座らせる。

　しかし残念なことに、その席は俺達のテーブルのすぐ横だった。

　気にしないようにしていたが、一緒に飲んでいた女性達は俺と都野よりも、新森に興味があるらしく、着き瘦やせする背中に何度も視線を向けては「知り合い？」「こっちのテーブルに呼んでも大だい丈じよう夫ぶですよ」なんて言ってくる。

「冗談だろ」

　あんな奴やつと一緒に飲めるかと思って吐はき捨てれば、新森の方も聞こえよがしに「空気悪いから店変えませんか？」と針河さんに提案する。

　その少し大きめの独り言のせいで、カウンターの向こうにいた店員が不安そうな顔で、忙せわしなく回っている換かん気き扇せんを振り返るのが視界に入った。

「新森」

　小さい子供を叱しかるニュアンスで針河さんが名前を呼ぶと、新森は渋しぶ々しぶ従い酒を注文する。

　針河さんは新森が大人しくなったのを確かめてから、馬ば鹿かみたいな量の料理を注文した。

　署員の殆どが平均より大飯喰ぐらいではあるが、針河さんの胃い袋ぶくろは異常だ。俺の二倍は食べる。

　注文を取る店員が伝票の二枚目を捲めくっているのを、感心と呆あきれ半々で眺ながめていると「安達さん」と声をかけられた。

「何？」

「何って、私の話聞いてました？」

「ごめん、聞いてなかった。何の話？」

　女性がむっとした顔で唇を尖とがらせる。

　中高一いつ貫かんの男子校に通い、大学は体育学部の中でも特に女子が少ない武道学科に進学、その後は消防学校、そして現在の職場に至る。お陰かげで、女性に対する扱あつかい方が全く分からない。

　ついつい男友達相手と同じ返答をして、いつも機き嫌げんを損そこねさせてしまう。

「もういいです」

　その結果、未いまだ童貞だ。

　事情を知る大学時代や地元の友人からは「金を払はらってでもいいから早く卒業しろ」「童貞は守るものじゃなく捨て去るもの」だと再三言われてはいるが、生しよう涯がい記き憶おくに残る最初の一回は、好きな相手としたい。しかし好きな相手なんて、出会い自体が少ないのだから滅めつ多たに見つからない。

　見つかったとしても、相手は隣人のように既すでに売約済みだ。

「なんかつまんない。帰ろうかな、私」

　都野が「そんなこと言わないでよ」と必死に取りなすのを、退たい屈くつな気分で聞き流していると「安達さんって失礼だよね。だから童貞なんだよ」と詰なじられる。

　詰られたことよりも今の話を新森に聞かれたかもしれないことが気になって、そちらに視線を向けたが、新森は針河さんと何やら「雪せつ舟しゆうが」「達磨だるまが」と教養高い話をしていた。

　俺達に関心を払はらっていない様子にほっとする。童貞だと隠かくしているわけじゃないが、新森に知られたらまたからかわれる材料になりそうだ。

「別にいいだろ」

　確かに彼女の話を聞いていなかった俺が悪いが、そもそも都野が勝手に声を掛けた見知らぬ女性と、賑にぎやかに飲む気分じゃない。

　女性特有の連帯感で、二人から非難めいた視線を向けられて、尚なお更さら帰りたくなる。

　こういうのは苦手だ。新森の傍そばで飲む気にもならないし、都野には悪いが先に抜ぬけようかと考えていたら、不意に携けい帯たいを片手に持った針河さんに「安達、都野」と声を掛けられた。

　振り向むくと、針河さんがカウンターに並べられていた料理を、俺達のテーブルに持ってくる。

「悪いけどこれお前達と新森で食べてくれ。嫁よめから召集命令がかかったから帰らないと」

「え？　隊長、どうしたんですか？」

「いや、なんか子供が具合悪いらしくてさ。新森一人じゃ食いきれないと思うから、お前らで片づけてくれ。あ、これ代金な」

　針河さんは大盛りのカタヤキソバの横に、一万円札を置くと、店員に「カウンターの会計、こっちにつけて」と声を掛かけた。

　断るつもりはなかったが、俺達が何か言う前に針河さんは焦あせった様子で店を出ていく。

「あ、じゃあ新森さんもこっちで食べませんか？」

　この機に都野が空気を変えようと新森に誘さそいをかけて、横のテーブルから椅い子すを一つ借りると俺達のテーブルに付けた。位置的に俺の横で、上座にあたる。

「いや、俺は」

「一緒に飲みましょうよ！」

「あ、料理運ぶのお手伝いしますね」

　拒きよ否ひする言葉を遮さえぎって、女性二人がカウンターに残っていた料理を俺達のテーブルに運ぶ。先さき程ほどまで不機嫌だったのに、新森と飲めると知った途と端たん、彼女達が華はなやかな笑え顔がおを浮うかべる。

　都野も「新森さんと飲めるなんて滅多にないんで、嬉うれしいです。いつも俺達が誘っても乗ってこないんですもん」と、俺の意見を無視して新森を促す。

「ああ、じゃあ」

　若じやつ干かん不本意そうではあったが、三人から誘われて新森は仕方なく席を移動してきた。

　こいつも男だから、女性に声を掛けられて満まん更ざら悪い気はしないのだろう。

　早さつ速そく女性陣じんから質しつ問もん攻ぜめにされている新森を見て、職場の飲み会と消防学校の打ち上げ以外で一いつ緒しよに飲むのは初めてだと気づく。

　新森は質問に淡たん々たんと答えた。ただ仕事に関しては「団体職員」と誤ご魔ま化かしている。知られると色々とややこしいことになるのが面めん倒どうなのだろう。

　公務員はときどき、変なのに絡まれる。見知らぬ人間にいきなり税金や、待たい遇ぐうの議論を吹ふっ掛けられるのは遠えん慮りよしたい。窓口業務ではないので滅多にないが、一度中年男性に絡まれたことがある。九州の方で、消防士が盗とう撮さつか何かで捕つかまった直後だった。

　あのときは勤務明けでちょうど署から出るところだったため、すぐ傍に新森もいた。

〝火事にしか働かないお前らを血税で養ってやってるのに、犯罪者なんか出しやがって！〟

　怒ど鳴なられた瞬しゆん間かん、新森の表情は変わらなかったが、滲にじみ出す怒ど気きは見えた。

　消防士は火事のときにしか仕事をしないと勘かん違ちがいしている人間がいるが、勿もち論ろん仕事はそれだけじゃない。だけど新森はそこには突つっ込まずに、「不満はその消防士を管かん轄かつする各自治体の窓口に伝えなければ意味がないから、二度と関係ないうちに絡んでくるな」という趣しゆ旨しのことを俺の代わりに上手うまくオブラートに包んで伝えて、そいつを追い払はらった。

　あのとき初めて新森の口が上手いことに感謝した。

　しかし感謝は長くは続かない。何故なぜなら、その口にいつも感情を逆さか撫なでされるからだ。

「安達は放ほうっておけばいい。こいつと付き合ってると苛いら立だつだけだ」

　先程俺が素そっ気なくしたことを蒸むし返して詰る女性に対し、新森が追従する。

「お前……いい加減俺に突っかかってくるの止やめろよ」

「俺はいつも、本当のことしか言ってない」

「総務に〝うちの署の苦情の七割が安達に関することだ〟って言ったのお前だろ」

「事実だろ。実際そのとき総務に来た苦情だって、お前が車を傷つけたのが原因だったしな」

　新森が言っているのは、去年の居酒屋での火災のことだ。

「あれはどう考えても不ふ可か抗こう力りよくだろ。そもそも消しよう火か栓せんの真横に車停とめてる奴が悪い。大体、俺達が火を消さなきゃその車だって火事に巻き込まれていたかもしれないだろ」

　その件で始末書を書くはめになったのでよく覚えているが、縦列駐ちゆう車しやされた車の脇わきを縫ぬってホースを出すのは困難だったし、後の対応まで考えていられるほど時間に余よ裕ゆうがなかった。

「持ち主の苦情に二時間も付き合った総務の奴に、そう言えよ」

「総務には確かに悪いと思うけど、消防士が仕事して何が悪いんだよ。もたついていたら、女の子を助けられなかった」

　そう反論してから「しまった」と、額に指を当てる。

　折せつ角かく新森が濁にごした職業を自分の口からばらしてしまい、苦い気持ちでいると、都野の横に座っていた女性が「消防士さんなんですか？」と聞いてくる。

「すごーい。でも新森さんって、あんまり肉体系に見えないですね」

　俺達の返答を待たずに、俺の横に座る女子が品定めするように新森を見た。

　元々新森は着瘦せする方だし、今日は長なが袖そでのシャツを着ているから体は殆ほとんど隠れている。

　それに筋骨隆りゆう々りゆうの都野と比べると、体力勝負の仕事をしているように見えないのだろう。

「じゃあ炎ほのおの中に飛び込んでいったりするんですか？」

「火事のときに現場に飛び込んでいくのはそっちの二人。消防にも色々仕事があるから」

　新森は誤ご魔ま化かすのは無理だと割り切ったのか、ビールに口をつけてから訂てい正せいする。

「新森さんも数ヶ月前までは現場に出てたじゃないですか。足は俺より速かったですよね」

「もう足の速さなんか意味ないけどな」

　それが今の部署にいる限りという意味なのか、それとも今後もそうなのか、ふと疑問を感じて新森の顔を見たが、真意は分からなかった。

「もう戻もどってこないんですか？　体は治ったんですよね？　早く帰ってきてくださいよ。現場で安達さん制せい御ぎよできるのは新森さんだけなんですから。安達さん、命令違い反はん上等なんですもん。巻き添ぞえ食って訓練生みたいにペナルティ喰くらうの嫌いやですよ、俺」

　生意気な都野の愚ぐ痴ちに対して言いたいことはあったが、黙っていた。

　新森がどんな返答をするのか、知りたかった。

「こいつがいなくなったらな」

　新森は不意に俺を指さして皮肉げに笑う。

　一瞬心臓を鷲わし摑づかみにされた気がした。

「それに、こいつは俺の言うことも聞かない。訓練生の頃ころはわりと素す直なおに聞いてたんだけどな。訓練生は自じ慰いが禁止されてるって言ったら信じて耐たえてたしな」

　シリアスな雰ふん囲い気きを消し去るように新森が過去の笑い話を持ち出し、それに乗じて俺も「そういう風に何度も騙だまされたから、信じられなくなったんだろうが！」と怒鳴る。

　実際それは本当の話だ。だけど新森の言うことを聞かないというのは、噓うそだ。今までは従ってきた。逆らったのはあの一回だけ。だけどそれが致ち命めい的てきな一回になった。

「お前と現場に出ると命がいくつあっても足りない。前回で懲こりたんだよ。本人は何にも懲りてないみたいだけどな」

「あのあと病院で土下座までして謝っただろ」

　入院先に行って頭を下げ、それだけじゃ足りないと思って膝ひざもついた。新森は同室の人間の目に耐たえられなくなったのか、単純に鬱うつ陶とうしかったのか「もういい」と俺を追い払った。

「今回の事故の件だけを言ってるんじゃない。それまでも散々お前のミスに巻き込まれてる。救助艇ていを転てん覆ぷくさせたのは、後にも先にもお前だけだろうな」

「学校時代の話まで持ち出してくるなよ！　あのときは絶対に負けられない状じよう況きようで……」

「お前がトイレ掃そう除じを他ほかの班の奴やつと賭かけて、授業をレースにしたせいだろ」

「だからあのときは責任とって掃除は一人でやっただろうが！　大体俺だってお前のせいで」

　消防学校の数少ない女子生徒にふられたんだからな、という言葉は都野に遮られた。

「そこまでです。今日は仲良く飲んでください！　女の子引いてます！　新森さんもいつもの冷静冷れい徹てつ冷れい酷こく指令官に戻ってください」

「誰だれが冷酷だ」

　新森に睨にらまれ、都野はびくりと一瞬硬こう直ちよくしたものの、すぐに気を取り直して酒を追加注文した。

「じゃあ仕切り直しで乾かん杯ぱいしましょうか。えー、ビールよし！　美女よし！　はい、乾杯！」

　都野はジョッキを無む理り矢や理り俺達に持たせた。

　俺と新森も仕方なく乾杯をすると「口くち喧げん嘩かなんてするぐらいなら、二人は飲み比べでもしていてください」と言って、運ばれてきた瓶びんビールをドンと俺と新森の前に数本ずつ置いた。




「お前、もしかしてペナルティのことや、雰囲気悪くしたことを怒おこって酒追加したのか？」

「違ちがいます。男が三人なんで先せん輩ぱい方のどっちか酔よわせて二人対二人にしたかったんですけど」

　都野が想定外だと言いたそうな顔で、ぽりぽりと鼻の頭を搔かく。

　午前一時、とっくにラストオーダーを過ぎて店内に残っている客は少ない。

「でも二人とも良い大人なんだから本当に〝潰つぶれる〟まで飲むとは思いませんでした」

　呆あきれたような眼まな差ざしに「二人ともってなんだよ。自己管理がなってないのは新森だけだろ。俺は平気だ」と返して、テーブルに突っ伏ぷしている同どう僚りように視線を落とす。

　新森の項うなじも耳も真っ赤に染まっていた。

　職場の飲み会ではこんな風になった姿を見たことがないので、意外と同時に新しん鮮せんだった。

　消防学校の打ち上げでは、新森も介かい抱ほう役だった気がする。騒さわぐ連中を止めるブレーキ役にもなっていた。

「先輩、責任もって連れ帰ってくださいね」

「はあ？　なんで俺なんだよ」

「俺、これから女の子探しに行くんで。それにペナルティのこととか雰囲気悪くしたことに責任感じてるならお願いします。大体新森さん潰したの先輩だし。放置して帰れないでしょ」

　意地で飲み比べしている最中に、気づけば女性二人はいなくなっていた。

　途と中ちゆうから都野と女性のことは一いつ切さい気にしていなかったので、いつ帰ったのかも分からない。

　また気づかないうちに、話しかけられても無視してしまったのだろうか。そうでなくても淡々と酒ばかり飲む詰つまらない男達に呆れて、帰ってしまったのかもしれない。

「……分かったよ」

　確かに下手へたに置き去りにして、急性アルコール中毒を心配した店員に救急車でも呼ばれたら、一いつ緒しよに飲んでいた俺と都野も、確実に署長に惨ざん殺さつされる。

「でも、こいつの家知らないんだけど」

「菅すが芽め町にある、でかいジムの真横の茶色いマンションです」

　緊きん急きゆう車両を操縦する機関員じゃないが、管かん轄かつ区域の周辺地域の地図は当然頭に入っている。

　マンションがどこにあるかは、すぐに分かった。ここからは車で二十分ほどだろう。

　もう一度、新森に視線を移す。

　意識なし、呼吸有り。軽く揺さ振ると「うー……」との反応あり。

　電車では帰れそうにないので、店員に頼たのんでタクシーを呼んでもらう。都野は終電の時間を気にして、タクシーを待たずに帰ってしまった。仕方なく、俺一人で新森を外に運ぶ。

　背後から脇下に腕うでを入れて引きずる。意識のない相手を一人で移動させるときには効率がいい方法だが、相手の靴くつの踵かかとがすり減るのが難点だ。尤もつとも、そこまで気き遣づかってやる義理はない。

　新森はタクシーに揺ゆられるうちに意識を取り戻したが、俺の肩かたに寄りかかってきた辺り、まだ正常な状態にはほど遠いようだった。カーブの際に体ががくんと揺れ、髪かみが頰ほおを掠かすめる。

　男の癖くせにやけにいい匂においがすると、思わず鼻を寄せた。しかしすぐにそれが誰か思い出す。

　慌あわてて新森から顔を背そむけた。自分も今日は珍めずらしく酔っているらしい。

　目的地に着くと、運転手から「待ってましょうか？」と聞かれる。

　腕うで時ど計けいを見ると、電車もバスももうとっくに終わっている時間だった。しかしここから家までは10㎞程度だ。歩くには少し遠いが、どうせ明日は非番だし、酔いを醒さますには丁度良い。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　料金を払はらってタクシーを降りる。正気に戻ったら半分払わせようと、領収書を受け取って、ふらふら歩いている新森の腰こしに腕を回す。素直にされるがままになっているのは、自力歩行が不可能だと自覚しているからか、正常な判断ができないからか。

「お前、酒弱かったか？」

「いつもはのまない」

　呂ろ律れつは辛かろうじて回っているが、やけに間延びした声に普ふ段だんとのギャップを感じた。

「部屋は？」

　マンションに足を踏ふみ入れてからそう訊たずねると「さんかい、みぎからごばんめ」と、眠ねむそうな声が教えてくれる。その後急に傾かたむいたので、慌ててもう片方の手も使って抱だき留とめた。

　エレベータに乗り込むと、新森はますます体重を俺に預けてくる。

　薄うすい布地越ごしに触ふれた体は引き締しまっていた。だけど指令室に勤務していたら、そのうち体力は衰おとろえてくるんだろうな、と少し寂さびしく思う。嫌みの応おう酬しゆうばかりで、仲が良いなんて冗じよう談だんでも言えない関係だが、新森が現場を離はなれるのは勿もつ体たいない。それが俺のせいなら、余計に。

　吞のみ屋で心臓を冷たい手に鷲摑みにされたように感じたのは、未いまだに残る罪悪感のせいだ。

　本当に新森はこのまま現場に戻ってこないつもりなんだろうか。

「新森」

　うつらうつらしていた新森に呼びかけると、小さな頭がゆっくりと持ち上がる。

「なんだよ」

　言いかけた言葉は、エレベータの到とう着ちやく音のせいで、タイミングを失う。

　だけどどのみち、酔った相手に聞くような内容じゃない。

「後でタクシー代払はらえよ」

　結局、考えていたのとは違ちがうことを口にすると、こくんと声もなく頷うなずく。

　素直な仕草に調子が狂くるう。廊ろう下かに出た後で新森の部屋を捜さがそうとしたものの、右から五番目なんて単純な説明で分かる構造ではないことに気づく。

　もう一度問い直そうとしたときに、新森が指で廊下の端はしを指す。

「あっちだ」

　指示に従って歩き、教えられた部屋の前で止まる。鍵かぎを開ける前からがちゃがちゃノブを動かしている姿を見て「鍵は？」と訊たずねると、新森はバックポケットから出した鍵を俺に渡わたした。

　開けろということらしい。

　お前が自分でやれと言いたかったが、酔っぱらい相手に押し問答するのも面めん倒どうで、仕方なく受け取った鍵で玄げん関かんを開ける。しかし僅わずかに内側が覗のぞいた瞬しゆん間かん、思わず「噓だろ」と呟つぶやいた。

　消防学校では、うんざりするぐらいに整理整せい頓とんを叩たたき込まれる。女性はともかく、男はそれに関して怒られることが多い。けれど新森は一度も注意を受けたことはなかったので、元々潔けつ癖ぺき症しようなんじゃないかと同期は噂うわさしていた。それにデスクの上も常に整っていて、ロッカーも驚おどろくほど綺き麗れいに使っている。仮か眠みん室を共同で使っていた頃は、塵ちり一つ落ちていなかった。

「ひでぇな……」

　しかし今俺の目の前に広がっている光景は悲ひ惨さんなものだった。

　玄関にはビニール傘がさと靴が散乱し、懐かい中ちゆう電灯が転がっている。廊下には段ボールが乱雑に天てん井じよう付近まで積まれていた。これが店てん舗ぽだったら、消防指導で確実に引っかかっている。

　その廊下の先にある室内を見るのが怖こわかった。本当ならすぐに帰ってしまいたかったが、急に尿によう意いを催もよおす。

　家まで歩くことを考えると、今のうちに済ませてしまいたい。

「トイレ借りていいか？」

　新森は意味を理解しているのかどうか、頷いてからずるずると玄関に蹲うずくまる。

　家まで連れてきたんだ。それ以上運ぶのは俺の役目じゃないと、靴を脱ぬいで玄げん関かん脇わきにあるドアを開ける。予想した通り、そこがトイレだった。そして予想した通り、そこも汚きたない。

「蜘蛛くもの巣す……」

　天井の隅すみに垂れ下がる巣の残ざん骸がいを見て、窓まど枠わくのところに仰あお向むけになっている虫の死し骸がいを眼めにして、つくづく新森の外見は中身を裏切っていると再さい認にん識しきした。

「掃そう除じしろよ」

　ここにいない男に呆れながら、ファスナーを下ろす。

　浴びるほどビールを飲んだので、普段より長めの排はい出しゆつを終えて、タンクの上に設しつらえられた手洗い器で手を洗ってからドアの外に出る。段ボールのせいでドアは最後まで開ききらなかった。

「お前、これどうにかしろよ」

　小言混じりに廊下に足を踏み出すと、新森が玄関の所でこちらに背を向けて何か話していた。

「おい、何やってんだよ」

　酔よって奇き行こうが始まったのかと思いきや、玄げん関かん扉とびらの外には誰だれかが立っている。

　常識的に考えれば人が来る時間ではないので驚いたが、それは向こうも同じだったらしい。

　俺の顔を目にした途と端たん、相手はみるみるうちに表情を強こわ張ばらせた。

「お前、誰だよ！　水隼！　もう次の相手がいんのかよ!!」

　訪問客が、新森の肩を摑つかんだ。扉とびらが大きく開き、男の体が目に入る。

　むっちりした胴どう体たいは、俺よりも横よこ幅はばがあった。鍛きたえられた体は、力士よりもプロレスラーに近い。Ｔシャツの袖そでから見える腕の筋肉は、女性の太ふと腿ももくらいはありそうだ。　>>>♥

「新森、俺帰るから」

　揉もめているようだし、下の名前を口にするということは、親しい間あいだ柄がらなのだろうと、そう申し出る。どのみち用を足したら帰るつもりだった。

「いい。いろ」

　素面しらふだったら新森は「まだいたのか？　とっとと帰れ」と吐はき捨てるだろう。

　酔うと性格が丸くなるらしい。それならいっそ、常に酔っていてもらいたい。

　しかしいろと言われても汚い部屋の奥に進む気にもなれずに、廊下に立ち尽つくしていると、急に男が新森の胸に顔を伏ふせて「ううぐうぐううぐ」と呻うめき始めた。いや、泣き始めた。

　いい男が手放しで泣くのを見て、ぎょっとする俺の前で「別れたくない」と男が懇こん願がんする。

「もう浮うわ気きしない。水隼が嫌いやだって言ったら、痛いことはもうしない。だから許してくれ」

　新森に縋すがり付く男を見て、俺の単純な脳のう味み噌そが混乱し始める。

　これはもしかしなくても、ふられた男が復ふく縁えんを頼み込みに来た場面なんだろうか。

　まさかプロレスラー擬もどきは女なのか。いや髭ひげも喉のど仏ぼとけもあるからそれはない。

「ねむい、かえれ、じゃま」

　状じよう況きようを理解できない俺を余所よそに、新森は泣いている男に心を動かした様子もなく、ばっさり切り捨てる。酔っているせいか、オッカムの剃刀かみそりが余計な言葉を完全に削そぎ落としていた。

　単語でしか会話をしていない新森に、男はますます大きな声で泣き始める。成人男性が号ごう泣きゆうする光景も珍しいが、俺以外の奴やつに新森がここまで冷たくするのも珍しい。

「別れたくないぃぃいぃ」

「めんどくさい、きえろ」

　涙なみだでべしょべしょにした顔を男が上げた瞬間、その肩を新森はトンと軽く押した。

　体勢を崩くずして深夜の訪問客が視界から消えた隙すきに、新森は躊ちゆう躇ちよなくドアを閉めて施せ錠じようする。

　眠そうに欠伸あくびしながら部屋の中に入ってくる同どう僚りようを、信じられない気持ちで見つめた。

　長い付き合いだが、男の恋こい人びとがいるとは知らなかった。ゲイだという噂すら聞いたことがないし、男相手に色目を使っている姿を見たこともない。

「新森」

「ねる、おまえもかってにねろ」

　俺の動どう揺ようを無視して新森は部屋の奥の方に歩いていく。

「おい、待てって。お前、ゲ、ゲイなのか？」

　その問い掛かけに、新森は立ち止まる。

　玄関と廊下だけで辟へき易えきしていたが、リビングはもっと酷ひどい。その光景に自分がした質問も忘れて啞あ然ぜんとしていると「おまえにはてをださない」と返事があった。

「べ、つに、俺はそこを心配して聞いた訳じゃねぇよ！」

　否定しないところを見るとどうやら、確定らしい。

　家主の許可は出たし、自分の身が心配なわけでもないが、泊とまることには抵てい抗こうがあった。

　しかし部屋の外からは時折呻き声が聞こえる。どうやらまだ泣いているようだ。

　今、玄関から出ていく勇気はない。新森の新しい男だと思われて揉め事に発展するのは遠えん慮りよしたい。そもそも同僚相手に失しつ恋れんしたばかりの男の扱あつかいは、俺の手に余る。

　ロープさえあればベランダから降下したかった。

「なあ、あいつあのままでいいのか？　近きん所じよ迷めい惑わくなんじゃないか？」

　新森は聞こえなかったのか、聞こえないことにしたのか、何も答えずにリビングの隣となりの部屋に消える。開いたままのドアからはベッドが見えた。そちらが寝しん室しつらしい。

　泊まるにしろ帰るにしろ、どのみち男がいなくなるまでは家から出られそうにない。

　仕方なく部屋を見回す。寝ねるどころか、座るスペースすらない。よくこれだけ散らかせると感心するほどに、部屋の中は混こん沌とんとしていた。寝室は片づいているのだろうかと、期待して足を踏み入れるが、そちらも酷い有様だった。体を休められそうなのは、ベッドぐらいしかない。

　新森はキングサイズのそれに、着き替がえもせずに横たわっていた。

　一人暮らしなのに大きなサイズの理由は、先さき程ほどの男の体型を考えれば問わずとも分かる。

「おい」

　声を掛けても反応はない。迷いながらも、ベッドの片かた隅すみに座った。

　すると急にじわっと疲ひ労ろうと眠ねむ気けが押し寄せてくる。随ずい分ぶん飲んだから、体が怠だるい。真横で新森が気持ちよさそうに目を閉じているのも、眠気が増した原因の一つだろう。

「まぁ、いいか」

　横にいるのは苦手な同僚でゲイでここは汚お部屋だが、一晩だけなら耐たえられる。

　けれどいざ横になってみると、疲つかれているのに脳だけがやけに冴さえていて、一向に眠ねむれない。

　つい、背を向けたままの新森がこのベッドで先程の男に押し倒たおされているところを想像し、何とも言えない気分になる。自分の認めた相手が、仮に合意の上であっても男に好き勝手されているなんて想像は、楽しいわけがない。

　けれど同時に、そのとき新森がどんな顔をしているのか、無む性しように知りたくなった。




「で、あれから新森さんのこと、ちゃんと送り届けたんですか？」

「ああ、最高に不ふ愉ゆ快かいな体験だった」

　非番を挟はさんで出勤すると、まず先日の建物火災の現場調査に行くはめになった。

　そのため火災原因調査が専門の調査員と一いつ緒しよにこうして現場に出向いて、出火原因特定のために各部屋をカメラを手に見て回っている。

「不愉快って……何があったか知らないですけど、先せん輩ぱい達って本当に仲悪いですよね」

「あいつが俺にばっかり突つっかかってくるからだろ」

「それは先輩が主に新森さんにばかり迷めい惑わくかけるからでしょ。消防学校のときに先輩が新森さんに向かって放水して吹ふき飛ばした話、俺らの代にも伝わってますよ」

　事実だが、俺のせいだけじゃない。口径の大きいホースを使った放水訓練で、補助の奴が足を滑すべらせた。予想外に高い水圧のホースを一人で支えきれずに、真横で同じ訓練をしていた新森に頭からぶっかけた。ただびしょ濡ぬれにはしたが、吹き飛ばしたわけじゃない。

「新森が俺に登とう攀はんで負けたって話は伝わってないのかよ」

「いや、それは聞いてないですね」

　都野はあっさり答えると、どこも彼処かしこも輻ふく射しや熱ねつで黒く焼やけ爛ただれている室内を見回した。

　消防士の仕事は火を消すだけじゃない。鎮ちん火か後の原因調査も仕事の一つだ。原因は様々だ。子供の悪戯いたずらや寝ね煙草たばこ、漏ろう電でん。しかし不明を除けば住宅火災の原因で一番多いのは放火だ。

「心しん霊れい写真になってたら嫌だなぁ」

　都野がそう呟つぶやくのは、この家が有名な化ばけ物もの屋や敷しきだからだ。

　実際に見たという人間はいないが、よく肝きも試だめしに子供が訪おとずれている。土地の所有者は取り壊こわしたいらしいが、建物の権利者が行方ゆくえ不明なため、長い間廃はい墟きよのままで放置されていた。

「もっと恐おそろしいものなんていくつも見てきただろ」

「先輩は他ほかの人間も自分と同様のメンタルだと思わない方がいいですよ」

　その言葉に肩かたを竦すくめてから、焦こげ臭くさい匂においに顔を蹙しかめる。

　窓まど硝子ガラスが弾はじけるように割れたのを見ると、フラッシュオーバーが起きたらしい。

　通報が遅おそかったので、消防が到とう着ちやくした頃ころには炎ほのおはピークを過ぎていたが、築年数自体は浅いため、延えん焼しようを防げたようだ。俺が生まれる前にあった大規模なホテル火災以降、建物の設計には延焼を防ぐための措そ置ちがとられている。

「やっぱりこの部屋が一番燃え方が酷ひどいですけど、火の手があがるようなものはないですね」

　都野は調書に参考資料として何枚か写真を添てん付ぷするために、カメラを構えた。

「景気が落ち込むと放火が増えるんだよな」

　都野は「案外土地の所有者が犯人だったりして」と呟くと、シャッターを押した。

　放火でストレスを発散する連中の気持ちは理解できない。だけど美しい炎が圧あつ倒とう的な力で何かを消し去る光景を見たいという気持ちは、俺にも分かる。

『それ、絶対に教官の前で言うなよ。また連帯責任で俺達まで怒おこられる』

　学校時代に見せられた燃焼実験では、様々な炎の特とく徴ちようを教え込まれた。緑、青、赤、オレンジ。液体燃料の上を一いつ瞬しゆんで燃え広がる炎は神秘的で、やけに綺き麗れいだった。

　そう思ったら声に出ていたらしく、すぐ傍そばにいた新森に咎とがめられた。消火する人間が、火に見み惚とれているなんて確かに不ふ謹きん慎しんだと気づいて、珍めずらしくあいつの言う通りに口を噤つぐんだ。

　しかし現場に出れば感じ方は変わるだろう、炎を恐れ憎にくむに違ちがいないと思っていたが、相変わらず俺の目には、火が神こう々ごうしいくらいに美しく映る。

　要救が取り残されていたり、延焼の可能性があれば危機感は覚えるが、恐きよう怖ふはない。

『お前、消す方じゃなく、つけるほうになってたかもな』

　何度か現場に出た後で、火を恐れない俺に向かって、新森は煤すすで汚よごれた顔を皮肉げに歪ゆがめた。

『燃えた後はとても綺麗だと思えないから、それはねぇよ』

　石油由来の壁かべ紙がみは黒くなっているが、蠟ろうが溶とけたように一部がつるつるしている。それに手をすべらせていると、写真を撮とり終わった都野が傍に来た。

　調査を終えて外に出ると、建物の外を回っていた隊長や調査員が「９０２」と言っているのが耳に入る。

　消防の通話コードだ。自治体ごとに違うが、うちの場合「９０２」は「放火の疑い」を指す。

　やっぱりその線が濃のう厚こうだろうな、と嫌いやな気分で署に戻もどった途と端たんに、館内放送が入る。

『出火報、浦うら宇う良ら一丁目、一いつ般ぱん建物火災』

　予備指令を聞いてすぐに、防火衣に着替えてポンプ車に向かう。

　四人が乗り込んだ直後に出場指令が入った。

『出火報、浦宇良一丁目二十三、一般建物火災、第一出場』

　合成音声の予備指令と違って、走り出した車の中で聞こえる指令は新森のものだ。

　先日、酔よって間延びしていたときの声とはまるで違う。

　滑かつ舌ぜつの良い聞き取りやすい声を耳にして、蹴けり落とされた朝の記き憶おくが蘇よみがえる。

　───酔っぱらいを介かい抱ほうした人間に対して、あの態度はないだろ。

　澄すました声を聞いて苛いら立だちを覚えたが、今は同期に腹を立てている場合ではない。

　しかし消防車が現場に急行したものの、火災が起きている気配はない。

　指揮車も火災は確かく認にんできない様子だった。

　出動したものの、悪戯いたずらの通報で空から振ぶりということは間々ある。昨年度は総受理件数のうち、〇・五割が悪戯だったが、今年に入ってからその割合はかなり高くなっているように感じた。

「目視で確認できませんね。通報は一件だけですか？」

　上司が指令室とやりとりする間、俺達は俺達で外に出て付近を回る。

　サイレンの音で集まってきた住民に聞き込みを行ったが、通報者も火災の目もく撃げき情報もない。

　しばらく付近の捜そう索さくを行ったが、隊長の指示でポンプ車に戻った。

　結局通報も一件だけで、通報者とは連れん絡らくが取れないと聞き、悪戯の線が色いろ濃こくなる。

　署に戻り防火衣を脱ぬいでいると、隊長が「どうも最近、悪戯と放火が多すぎるね」とぼやく。

「うちの管内だけじゃないですよね」

「その件で指令室長と司令が会議してるよ。狼おおかみ少年と放火魔まには早く改心してもらいたいね」

　いつでも緊きん張ちよう感かんに欠ける隊長の口調に頷うなずきながらも、今年になってから増えた悪戯通報と放火の間には、何か共通点があるような気がしたが具体的に何とは分からないまま、もやもやした気持ちで夕食を終える。俺が見付けられなかったその共通点が、会議で明らかになってはいないかと、気になって休きゆう憩けい時間に指令室のあるフロアに立ち寄った。

　丁度新森が硝子ガラス張りの指令室から出てくる所だった。どうやらこいつも休憩時間らしい。

　目があった途端に嫌な顔かおをする同期に、「今日の悪戯って、携けい帯たいからか？」と問い掛かける。

「いや、公衆電話からだ」

　指令室の人間は直接通報者とやりとりを行う。当然、通報者の声も直接聞く。

「最近悪戯通報多いよな。いい加減特定して、注意できないのか？」

　そう訊たずねると、新森は「その件で会議している」とあっさりと口にした。

「悪戯の通報者は何人かいるが、頻ひん繁ぱんにかけてくるのは二人だ。機械で声こわ音ねを変えてるけどな」

「機械で？」

「今はアプリで簡単にできるからな。だけど声のパターンは限られてるし、喋しやべり方や選ぶ単語で同じ人物だっていうのは分かる。会話は全部録音されてるから、警察が解かい析せきすれば特定はできるだろうけど、問題はただの悪戯通報に警察が協力してくれるかってことだな」

「相手はどこからかけてきてるんだ？」

　公衆電話でも携帯でも指令室に入った通報は、位置情報が取得できる。通報された瞬しゆん間かんに画面上のマップにフラグが立ち、通報者がどこにいるのかが分かるようになっていた。

「毎回違うな。隣りん県けんだったり、市内だったり。今回のはコンビニ前の公衆電話からだから、警察を通せば防犯カメラの情報が手に入るだろうな。上手うまくすれば、指し紋もんも」

　公衆電話から消防に通報する際には、赤いボタンを押す必要がある。緊きん急きゆう回線を使う人間は滅めつ多たにいないので、はっきりとした指紋が残っていればそれは恐らく通報者のものだろう。

　悪戯通報は業務妨ぼう害がいで罰ばつ金きん刑けいだ。悪質でない限り適用されることはないが、俺は一度でも悪戯通報があれば罪に問うべきだと思っている。

　ただ消防士には逮たい捕ほ権がないので、捜そう査さも逮捕も警察にしてもらうしかないが。

「声を聞いたときに悪戯の可能性を疑ってたなら、現場に教えろよ」

　硝子越ごしに指令室を見やる。モニタの横の掲けい示じ板ばんには管かん轄かつ区域内の本日の予定や、現在の気温、風速、などが並んでいた。そこには今月の出動件数も出ている。

　悪戯通報と放火のせいで、先月と今月の出動件数はかなり多い。このまま放火が収まらなければ、今年は昨年の出動件数を上回るだろう。

「確証はなかった。実際通報も現場の近くだったしな。火災がなかったなら、それに越こしたことはないだろ」

「いいよな、お前は実際に出向くわけじゃないんだから、楽で」

　冷れい房ぼうの利きいた室内で働くのと、狼少年とありもしない火災現場を探し回るのでは大分違う。

　しかしすうっと新森の眼めが細められたのを見て、失言をしたと気づく。

「そうだな、確かに椅い子すに座ってるだけの楽な仕事だよな」

　指令室の仕事を馬ば鹿かにするつもりはなかった。新森相手だと憎まれ口を叩たたいてしまうだけだ。

　いや、それも問題なんだろうけど、いつも喧けん嘩か腰ごしのこいつにも責任がある。

「だからこっちに来られて嬉うれしい。何せ、足を引っ張る目め障ざわりな同期がいないしな。今は後こう輩はいの足まで引っ張ってるんだろう？　不出来な先せん輩ぱいがいると、都野も大変だよな」

「お前、この間俺に世話になったの忘れたのかよ」

　失言を反省したばかりなのに、新森に挑ちよう発はつされてつい言い返す。

　会議のことや悪戯いたずら通報のことが知りたくて声を掛けたが、気づけばまたいつもと同じパターンに嵌はまっている。新森と穏おだやかな会話を楽しむことは、何年経たってもできないに違ちがいない。

「世話になんかなったか？　勘かん違ちがいじゃないのか？」

　馬鹿にするような声を聞いて、新森を部屋に送り届けた翌朝、ベッドから蹴り落とされたことを思い出す。バサバサと音を立てながら、床ゆかに詰つまれた雑誌が倒たおれ、自分がどこにいるのか把は握あくした。振ふり返ると、マグカップを片手にした新森が俺を見下ろしていた。

　向こうは出勤日だったらしく、腕うで時ど計けいに目を落とした後で『五分以内に出ろ』と命令した。

　仕し事ごと柄がら、寝ね起おきは良い方だ。声を掛けてもらえれば、起きられた。蹴ることはないだろうと、アイロンの掛かったシャツを着た新森を睨にらんだが、向こうは平然としたものだった。

　結局、身み支じ度たくが整わないうちに、部屋を追い出された。礼の一つも言われなかった。

　その自分勝手な態度を思い出して、むっとする。

「じゃあゲイの恋こい人びとが押し掛けてきたのも俺の勘違いか？　ゲイだってばらされたくなきゃ、〝ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません。ありがとうございました〟ぐらい言えよ」

　俺はどちらも口にしたことがあるが、新森からは感謝も謝罪も貰もらった記憶がない。

　吞のみ屋もタクシーも新森の分を負担した上に、家に連れ帰ってやったんだから、一言ぐらいあっても良いはずだ。たとえ新森が潰つぶれた原因が、俺との飲み比べにあるとしても。

「言いたきゃ言えよ。針河さんは知ってる」

　そういえば後輩や先輩からの誘さそいを断る新森が、あの日は針河さんと飲みに来ていた。基本的に他人に心を許さない奴やつだが、普ふ段だんから隊長とは異様に仲がいい。

「おい、まさか……針河さんと？」

　もしそうなら針河さんは結けつ婚こんしているから、奥さんと新森の三角関係だ。

　プロレスラー擬もどきも入れれば四角関係になる。複雑な恋れん愛あい事情に、思わず口元が引きつった。

「まさか。職場では一応上司だから針河さんって呼んでるけど、あいつは俺の従兄弟いとこだ」

　あっさり否定されて、ほっとする。

　高校も大学も学校は男ばかりだったから、それなりに色々と目にしているが、男同士の修しゆ羅ら場ばは男女間のそれよりも暴力的で複雑だ。そんな光景を職場で見たいとは思わない。

「俺があいつの家に居い候そうろうしていた時期に別れた男が押し掛けてきて、知られた。刺さされそうになったところも見られたこともあるしな」

「……駄だ目めな男が好きなのか？」

　粘ねん着ちやく質しつな奴ばかりじゃないか。刺されそうになるなんて、どんな奴と付き合っていたんだ。

　プロレスラー擬きも「痛いことはもうしない」と言っていたことを思い出して呆あきれる。

　不意にＤＶ被ひ害がいで頻繁に救急に通報してくる癖くせに、一向に暴力亭てい主しゆと切れる気配のない女性の話を思い出す。最低でも月に一度は自宅に行く救急救命士が、以前辟へき易えきした顔で「あの夫ふう婦ふに別れてほしいと一番願ってるのは、彼女の身内じゃなく私よ」と愚ぐ痴ちっていた。

　家庭内暴力の被ひ害がい者しやと加害者は依い存そんし合っていることが多いと聞いたことがある。針河さんと従兄弟同士だというのは初耳だったが、人に懐なつかない新森が慕したっている理由が分かり、納なつ得とくした。ただ新森がＤＶの共依存タイプだというのは腑ふに落ちない。

「…………そう言われてみれば、みんな駄目な奴らだな」

　しばし考えた後で認める新森を見て、ますます呆れる。

「辛かろうじて顔は良いんだから、もっとましな奴らを選べよ。そのうち本当に刺されるぞ」

　珍めずらしく俺が苦言を呈ていすると、それが可笑おかしかったのかふっと目の前の唇くちびるが上向きに歪ゆがむ。

「ドーテーに理解して貰おうとは思ってない」

「は？　な、なん……」

　一体どうして知っているんだと驚おどろく。やっぱりあの会話は聞こえていたのだろうか。

「その年まで純潔守ってどうすんだよ。守るべきものは他ほかにあるだろ」

「う、うるせぇな。お前に関係ないだろ！」

　新森は「お前の方がうるさい。俺はこれから昼食なんだ。付いてくるなよ」と鼻で笑うと、指令室の隣となりに設けられた専用の休憩室に入っていく。流石さすがにそこまでは追い掛けられない。

　結局、悪戯通報のことも、新森からの感謝の言葉も聞けなかった。

　収しゆう穫かくもないままただ新森に気分を害されたことが腹立たしい。用のなくなったフロアから立ち去ろうとしたときに、硝子越しに見える指令室の巨きよ大だいなモニタが六分ぶん割かつから三分割に変わった。

　普段は気象予報や、定点カメラの画像などが映っているが、一いつ旦たん通報が入ると画面は該がい当とう地域の地図、それから受台情報が表示される。

　毎日救急と消防合わせて何十件も通報があるが、その半分近くは緊急性に乏とぼしい。

　出先で足をくじいたからと救急車を呼ぶ人もいるし、子供に虚きよ偽ぎの通報をさせて実際に来るかどうか、実験する非常識な親もいる。

　そういう連中には憤いきどおりを感じるし、迷惑だと苛いら立だつが、それでも放火と比べればまだましだ。

　館内に響ひびく予備指令に落ち着かない気分になりながら、この一報が放火でないことを願った。










「ない」

　勤務時間が終わり、着き替がえていたときに漏もらした独り言に、針河さんと都野が「脳のう味み噌そが？」「緊きん張ちよう感かんが？」と、反応する。

「いや、御お守まもりです」

　都野だけだったら「ふざけんな」で済ますが、隊長まで絡からんでいるので、一応訂てい正せいする。

　隣の奥さんに貰った御守りは、普段はロッカーに入れていた。

　作業着に着替えて仕事に取り掛かかるとき、フックに吊つるしたそれを見て気合いを入れていたが、人妻だったと知って取り外した。その後どこかに仕し舞まった気がするが、見当たらない。

「持って帰ったんじゃないですか？　誰だれも他人の御守りなんて盗ぬすみませんし」

　そういえばそんな物をロッカーに置いているから忘れられないのだと、持ち帰った気がする。確かパンツのバックポケットに入れた。しかし洗せん濯たくするときに確かく認にんしたが、入っていなかった。

「そういえば、お前と飲んだ日に持ち帰ったんだ」

「ああ、先輩が女の子二人を怒おこらせて帰らせちゃった上に、新森さん潰した日のことですか」

　嫌いやみがましい都野の台詞せりふに針河さんが「新森が潰れたのか？　珍しいな。人前じゃ滅多にそんなことにならないのに」と好こう奇き心しんの籠こもった目で俺を見てくる。

「新森はお前が絡むと、良い意味でタガが外れるよな」

　潰れているんだからむしろ悪い意味で外れているだろうと思ったが、上司に突つっ込むことはできずに、曖あい昧まいに頷うなずいてあの日の記き憶おくを手て探さぐりする。

　勤務を終えて、着替えて家に帰り着いたのは昼の十一時頃ごろだった。仮か眠みん中に出動があったせいで睡すい眠みん不足だったため、帰宅後は着替えもせずにソファで眠ねむってしまい、夜に都野に呼び出されてそのままの格好で吞のみ屋に向かった。その後は新森を家に送っていき、翌日までそこで過ごした。あの日の行動を考えると、一番落とした確率が高そうな場所は、新森の家だ。

「でもその御守りって、失しつ恋れん相手から貰ったものでしょ？　まだいります？」

「お前、罰ばち当あたりだな。誰に貰ったものとか関係ないだろ。御守りがなくなったままなんて、縁えん起ぎが悪い」

　針河さんが顔を蹙しかめて都野を見た。

　だけど俺も信心深い方じゃないので、失恋相手から貰ったものでなければ気に留とめなかっただろう。縁起云うん々ぬんは捜さがすための口実だ。まだ未練があると思われたくない。

　どうせ聡さとい都野は勘かんづいているだろうが、認めたら負けだ。

「そんなものッスか？」

　いまいち納得できない様子の都野を見て針河さんは「俺のは嫁よめがわざわざ秋田まで行って買ってきてくれたんだぞ。いいだろ」と車の鍵かぎに付けている御守りを手に惚のろ気け始める。

　そんな上司に声を掛けてから、一足先に更こう衣い室を出て、裏から駐ちゆう車しや場に向かった。

　駐車場は敷しき地ち内にあるが、訓練棟とうを挟はさんだ向こう側なので、道路を通って行く方が近い。一度歩道に出ると、俺達と同じく丁度勤務明けで私服姿の新森を見付けた。

「新森」

　同期は立ち止まることなく聞こえないふりですたすた歩いていく。本当に嫌な奴だ。

「おい、待てよ。話がある」

　無視している相手を追い掛けて横に並ぶと、心底嫌そうな視線を向けられた。

　俺が失敗すると上じよう機き嫌げんで絡んでくる癖に、こちらから絡むと途と端たんに嫌な顔をする。

　自分勝手にもほどがある。

「話？　童どう貞てい卒業用に男でも紹しよう介かいしてほしいのか？」

「お前と一いつ緒しよにするな」

「俺は童貞じゃない」

「そっちじゃねえよ！　男云々の方だよ！」

　怒ど鳴なってから、いつもこのパターンで揉もめることを思い出して、落ち着け、と自分に言い聞かせる。こいつのペースに嵌はまったら負けだ。

「そうじゃなくて、お前の部屋に御守り落ちてなかったか？」

「そんな小物が目に付くと思うのか？　俺は三年前から照明のリモコンを捜してるんだぞ？」

「なんでちょっと自じ慢まんげなんだよ！　片づけろよ！　お前、整理整せい頓とん得意だったろ」

　消防学校では整理整頓ができないと、連帯責任で全員が腕うで立たてやスクワットをさせられた。

　ある意味体たい罰ばつだ。しかし精神と体力強化だと言われたら、従わざるをえない。寮りようも囚しゆう人じん並みにチェックされ、問題があれば同室の者は全員連帯責任だ。だから嫌でも清せい掃そうには気を付けるようになる。そんな中で新森は最初から整理整頓ができていたので、チェック係だった。

　新森が教官より先に該当者に指導を行ったお陰かげで、寮室内における整理整頓の罰ばつからは逃のがれられた。その能力を是ぜ非ひとも自分のために使って貰もらいたい。

「仕事とプライベートは別だろ」

　当たり前だと言わんばかりの新森の台詞に呆れながらも「もし見つかったら」と口にして、三年間リモコンの見つからない部屋で、５㎝程度の御守りが見つかるわけがないと考え直す。

「いや、これから……捜しに行っていいか？」

「お前をまた家に入れるなんて冗じよう談だんだろ。それに御守りなんて、何の意味もない」

　奥歯をぎりぎり嚙かんで、もう少しで声になりそうだった悪態を磨すり潰す。

　俺だって好きであの汚お部屋に行きたいわけじゃない。

「大事なものなんだよ。お前だって、現場にいたときは掌てのひらに〝人〟みたいなの書いてただろ」

　やってるのを見たのは初めての現場だけだが、随ずい分ぶん古典的で効果の無さそうな方法だと思ったことと、大凡おおよそ緊きん張ちようなんてしそうにない新森がやっていたのが意外で強く印象に残っている。

　新森は自分の幼よう稚ちな行動を俺に気づかれているとは思わなかったらしく、驚いた顔をした。

　不満げな様子ではあるものの、それ以上その話題に突っ込まれたくないのか、渋しぶ々しぶ俺が家に行くことを了りよう承しようした。

「すぐに帰れよ」

「俺だってあんな部屋に長居はしたくない。お前の傍そばにいるだけで、ライフが減るしな」

　俺がそう言うと、新森は何か言いたげだったが、結局唇を開かなかった。

　恐おそらく自分でもあの部屋が汚きたないという自覚はあるのだろう。

　消防士は朝八時頃に出しゆつ勤きんして、翌日の朝九時頃に業務を終える。そこから翌日の朝八時まで非番になる。勿もち論ろん災害時にはそのサイクルが狂くるうが、そうでなければ比ひ較かく的に自由になる時間が多い職業ではある。掃そう除じをする時間はたっぷりあるのに何故なぜ部屋がああなるのか。

　そんなことを考えている間に、新森はさっさと自分の車に乗り込む。

　俺に声をかけることもなく出発する車の横で、ヘルメットを被かぶってバイクに跨またがる。

　もし御守りが見つからなかったら、それを啓けい示じだと受け止めて、そのときは人妻のことはすっぱり忘れようと決めながらバイクを走らせる。

　途と中ちゆう幾いくつか信号に引っかかったので、新森は先に着いているだろうと思い、駐ちゆう輪りん場の横にバイクを停とめて新森の部屋に向かうと、想像した通りに向こうは先に着いてドアの前に立っていた。

　しかし新森は一人じゃない。例のプロレスラー擬もどきと、ドアの前で揉めている。

「また、この間の奴やつか……。新森があっさりしてる分、粘ねん着ちやく質しつなタイプに好かれるのか？」

　早く用事を済ませて家に帰りたいが、それ以上に他人の恋れん愛あい事情にはかかわりたくない。

　だから「別れない」「帰れ」のやりとりを見て、どこかで時間を潰つぶしてこようかと迷っていると、不意に男が新森の肩かたを摑つかんで強く揺さ振ぶった。途端に、新森が痛そうに顔を歪ゆがめる。

「おい、止やめろよ」

　その瞬しゆん間かん、気づけば男の手を摑んでいた。咄とつ嗟さの行動に自分でも驚おどろきながら、新森が一いつ般ぱん人と揉め事を起こしても困ると、内心言い訳をして「そいつから手を放せ」と口にする。

　新森が眉まゆ根ねを寄せたのを見て、手を出してしまったのは、未いまだに仰あお向むけに横たわる姿が脳のう裏りに焼き付いているせいだろう。

　プロレスラー擬きが恨うらみと憎にくしみが籠もった目を俺に向けた。

「なんだよ、放さないとてめぇもぶち殺してやる。どうせ一回だけの関係で、付き合ってるわけじゃないんだろ！」

「いや、付き合ってる」

　口にした直後に、売り言葉に買い言葉で馬ば鹿かな返答をしてしまったことを後こう悔かいする。

　しかしこういう経験に乏しいので、他ほかの台詞は思いつかなかった。それに吐はき出した言葉はなかったことにできない。

「噓うそだ！　お前なんか、水隼の好みじゃない！」

　強ごう引いんに男の手を新森の肩から外して二人の間に割って入る。よくドラマとかであるあれだ。

　ドラマと反するのは登場人物が全員男だってことと、ちらりと目に入った庇かばわれている立場の新森が、俺の背後でこの展開をにやつきながら楽しんでいることだ。助けなきゃ良かった。

「嫌がってるんだから、帰れ。俺の恋こい人びと……？　に、もう構うな」

　恋人、という言葉の舌した触ざわりの悪さに、身内という設定にすれば良かったと残念な脳のう味み噌そを恨む。身内が暴力を振ふるわれていれば、割って入っても不自然じゃない。噓でも新森が恋人なんて言ったのは間ま違ちがいだった。後々からかわれることを考えると、もう今の時点で憂ゆう鬱うつだった。

　しかしプロレスラー擬きは俺が自分の台詞に胸焼けしているとは気づかず、突とつ然ぜん戦意を喪そう失しつしたように、その細い眼めから涙なみだをほろほろと流した。

「もう、本当に終わりってことなのか」

　問い掛けというより確認するように悄しよう然ぜんと呟つぶやく。男はさきほどとは別人のような悲しげな顔をすると、それ以上縋すがることもなく、肩を落としてとぼとぼとエレベータの方に歩いていく。

　悲ひ哀あいを背負った姿につい同情心が沸わき上がり、罪悪感が胸の中に満ちる。

　しかし当事者の新森は男や俺に声も掛けず、玄げん関かんを開けると一人で中に入った。

「お前、ありがとうぐらい言えよ」

　施せ錠じようされないうちに、慌あわてて扉とびらに手をかけて中に入る。部屋の中は先日と変わらない酷ひどさだ。

　できる限り物を踏ふまないようにという気き遣づかいは、三歩目で早くも無む駄だになる。

「恋人のお前が勝手にやったんだろ？　で、いつ俺はお前の恋人になったんだ？」

「う……うるせぇな。それ以外に思いつかなかったんだよ！　俺はさっさと御お守まもりを捜して帰りたかったんだ！　お前らの痴ち話わ喧げん嘩かが終わるのを待つのが嫌いやだったんだよ！」

　自分でも馬鹿なことを言い出したのは自覚していたため、顔が赤くなりそうだった。

　唯ゆい一いつの救いは、この場に俺をからかうことを生き甲が斐いにしている後こう輩はいの都野がいないことだ。

「今度恋人を名乗るときはちゃんと俺に許可を取れよ」

「二度とねぇよ……！」

　あってたまるか、という思いで吐き捨てると、新森は楽しそうに唇くちびるの端はしを持ち上げて「俺はシャワーを浴びてくるから、勝手に捜せ」と言った。

　新森は床ゆかに散らばる物を躊ちゆう躇ちよなく踏みつけて、トイレの隣となりのドアの向こうに消えた。

　こんな部屋じゃ見つかるものも見つからないと、廊ろう下かから寝しん室しつまで物を拾って道を作りながら進む。クリーニング屋の店名が入った袋ふくろが散らばっていたので、それをゴミ袋ぶくろにして空き箱やペットボトルを詰つめた。俺が歩いたと思われる場所を一通り捜していたら、クラブの会員証、車のワックス、乾かん電でん池ち、空のスプレー缶かんなどが、雑誌や汚よごれたタオルの下から出てくる。

「キノコや虫が出てきてもおかしくなさそうだな」

　辟へき易えきしながら、黴かびたタオルを袋に放り込んでいたら、照明のリモコンが出てきた。

　寝室に到とう達たつしてから、先日蹴けり落とされた辺りを探さぐっていると、オモチャの手て錠じようを見付ける。

「あいつどういう趣しゆ味みだよ。大体、一体どうやって使うんだこれ？　吊つるすのか？」

　衝しよう撃げきを受けながら鎖くさりの部分を摘つまんで目の前に持ち上げる。

　直接手首に当たる部分は黒いファーで保護され、本物の手錠と違ちがって輪同士は１ｍ程度の長い鎖で繫つながれていた。これだけ長さがあれば、仮に繫がれていたとしても、不自由は感じなそうだ。手錠の意味を成さないんじゃないかと思いながら、ベッドの上に放ほうり投げる。

　不意に嫌きらいな同どう僚りようの部屋を勤務明けに掃除している不毛さに気づいたが、御守りを見付けるには掃除をするのが一番手っ取り早い。しかし手錠の近くに転がっていた避ひ妊にん具の空き箱を見付けた瞬間に、脱だつ力りよく感に襲おそわれる。

「せめてこういうのだけでも、見えないところに片づけとけよ！」

　苛いら立だち紛まぎれにそれをゴミ袋に乱暴に突つっ込んでから、他人の持ち物を勝手に捨てることに今いま更さらながら罪悪感を覚えて一応中身を確かく認にんする。中にはまだ何枚か残っていた。

　これをさっきの男と使ったのかと考えると、寝室の中央のベッドが急に生々しいものに感じられる。しかし充じゆう分ぶんすぎるほど女性にもてるのに、どうして好んで男を選ぶのか理解できない。

「しかもあんなむさ苦しいタイプの何がいいんだか」

「でかいのがいいんだ」

　即そく物ぶつ的な返答に顔を上げると、新森が下着姿で部屋に入ってくる。

　そんな格好は今まで何度も見ているし、学校の風ふ呂ろは共同だった。裸はだかを見たこともあるのにカーテンで光が遮さえぎられた薄うす暗ぐらい寝室で目にすると、いけないものを見ている気分になる。

　けれど新森はそんな俺に構わずクローゼットを開けると、シャツを取り出して羽織った。

「それで見つかったのか？」

「お前が捜さがしてたリモコンはな」

　シャツのボタンを留とめずに振り返った新森は、ベッドの上に置いたリモコンと、店の会員証を見付けると「この部屋にあったのか」と意外そうに口にした。

　それほど喜んでいる様子がないことから、積極的に捜していたわけではないのだろう。

「〝見付けてくれてありがとう〟」

　手本を示すように言うと、新森が首を傾かしげる。濡ぬれた髪かみがはらりと動いた。

「見付けてくれなんて俺が言ったか？」

「ああそうだな。俺が勝手にやった。勝手にお前に付きまとっていた男を追い払はらって、勝手にリモコンを捜してやったんだ。本当に性格悪いな」

「お前は頭が悪いけどな」

「座学の成績は似たようなもんだろ」

　よく意外に思われるが、座学は新森と常に上位を争っていた。中高生時代の成績は平均程度だったが、消防学校では新森に負けたくない一心で努力したので、成績は良かった。

「テストで分かる頭の良さと、実際の頭の良さは別だろ」

　確かにこうして口論すると、いつも言い負かされるし、実際機転が利きくのは新森の方だ。しかしそれを認めるのは癪しやくに障さわる。やっぱりこいつと現場以外で顔を突き合わせるべきじゃない。

　思わず睨にらみ付けると、引き締しまった腹が目に入った。割れた腹筋を見て、ふと疑問を覚える。

「さっきの奴、なんでさっさと追い払わなかったんだ？　いくら背が高くてウェイトがあっても、お前がその気になれば簡単に追い払えるだろう？」

　訓練生の頃ころに想定問題の回答で新森と揉もめたことがある。「重傷の仲間」と「軽傷の民間人」、一人ずつしか助けられない場合、どちらを先にすべきかという問題だった。教官はこうも付け加えた。『その民間人は放火犯だ』と。

　授業自体は滞とどこおりなく終わったが、寮りように戻もどってから話題が想定問題に及およんだときに、新森が『もし俺が一人でその場にいたら、放火犯なんてわざわざ救わない。職務責任を問われずに済むなら見殺しにする。自分がつけた炎ほのおで焼け死ねばいい』と酷く冷たく吐き捨てた。それに反感を覚えて新森に突っかかり、熱くなった俺達はいつのまにか殴なぐる蹴るの肉にく弾だん戦に突とつ入にゆうした。

　最終的には俺達の剣けん幕まくに怯おびえた年下の訓練生に諫いさめられて、決着がつかないままお互たがい拳こぶしをおさめたが、あのときに新森は喧嘩馴なれしていると体感した。思い返すと、俺達が犬けん猿えんの仲になったのは、あれがきっかけだった。

意外と短気な新森が敢あえて手を出さなかったということは、プロレスラー擬もどきは見た目以上に強いのだろうか。

「それとも、まだ怪け我がが治ってないのか？　まだ……痛むのか？」

　指令室に移ったのは心じゃなくて、体に後こう遺い症しようがあるからなのか？

　返事を神しん妙みような顔で待っていると、新森は「もう一発ぐらいできると思った」と言った。

「は？」

「あいつとは体の相あい性しようが良いんだ。浮うわ気きした以上別れるのは決定だけど、この間やったら少し惜おしくなった。復ふく縁えんをちらつかせれば、なんでもさせてくれるしな。喧けん嘩かするとすぐ暴力を振るうけど大して痛くはないし、その後のセックスが燃えるんだよな」

「………………は？」

「男なら据すえ膳ぜんは食うだろ」

「あれ饐すえ膳だろ！　浮気と暴力とストーカーでトリプル役満の何がいいんだよ。大体、そういう奴やつって、もう一回したら余計に酷く付きまとうんじゃないのか？」

　童どう貞ていなりに考えて問い掛かけると、新森は鼻で笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだろ。あいつはああ見えて小心者だからな。今日も簡単に引き下がっただろ？　お前みたいな怖こわい顔の奴に凄すごまれたら、もう二度と来ないだろうな、勿もつ体たいない」

　残念そうに言う新森に口くちの端はしが引きつる。本当に助けなきゃ良かった。

　男に肩かたを摑つかまれて揺さ振ぶられた新森を見たとき、認めたくないが心配した。

　力ずくで追い払わないのを見て、コルセットを着けて病院のベッドに横たわっていた姿が脳のう裏りに蘇よみがえった。しかし新森は燃えるようなセックスができるほど、回復しているらしい。

「俺が馬ば鹿かだった」

　こんな奴を心配するなんて、最も無む駄だな時間の使い方だ。

「今いま頃ごろ気づいたのか？　お前以外はみんな知ってるけどな」

　思わず手の中でぐしゃっと薄うすい箱を握にぎり潰つぶす。ゴムの箱を握ったままなのを忘れていた。

　新森は俺の手元を見て「それ、中身まだ入ってるだろ」と咎とがめてきた。

　リモコンの場所は把は握あくしていなくても、ゴムの枚数は把握しているらしい。

「お前が追い払わなきゃ、今日使ってたかもしれないのに」

「俺が追い払わなきゃ、今度は家じゃなく職場まで来てたかもしれないだろ。どのみち暴力振るうような奴とは別れて良かったんだ。次はもっとましな奴を選べ」

　新森のことは嫌いだ。一生分かり合えないに違いない。

　だけど長らく張り合ってきて、能力の高さは認めている。競争相手にはそれなりの相手と付き合って貰もらいたいと思うのは、俺のエゴだと分かってはいるけれど。

「例えば？」

「知るかよ。そっちの世界はお前の方が詳くわしいだろ？　どうせ男相手にももてるんだろ」

　これ以上話題を続ければ、また経験値の低さをからかわれるのは分かっていたから、早めに切り上げたくて投げやりに吐はき捨てた。

「なんだその言い方。もしかしてお前、嫉しつ妬としてるのか？」

　不意に床に座り込んだままの俺を見下ろす新森の眼めが、普ふ段だんと違う色を帯びる。

「はあ!?」

　もてないからといって、暴力的なゲイに好かれている奴に嫉妬なんてしない。

　相手が美女ならまだしも。いや、せめて性別が女ならまだしも。

「どうして俺がお前に嫉妬するんだよ！　冗じよう談だんでも止やめろ」

「俺じゃなくて、さっきの奴に」

「余計に意味がわかんねぇよ」

　言っていることは分からないが、本能的な危機感を覚えて、ゴミが詰つまった袋ふくろを置いて立ち上がろうとすると、中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢のときに肩を押されてベッドに転がるはめになった。

「っ、おい！」

「本当に意味が分からないのか？　それともお前なりの駆かけ引きか？」

　無様に倒たおれたが力ちから業わざではなかったし、痛みもないから何かコツがあるのかもしれない。

　そんなことを考える尻しりの下で、リモコンがパキと小さな音を立てた。

　しかし三年間使わなかったなら、壊こわれても支障はないだろう。支障があるのは、俺の体勢だ。

　俺が体を起こすより早く、新森が腹の上に乗ってくる。

「な、んだよ」

　見かけの割りにずっしりと重い体に、肝かん臓ぞうを圧あつ迫ぱくされて苦しかった。一番ダメージがかかる所に体重を掛けてくるところが、こいつらしい。いや感心してる場合じゃない。

「お前は趣味じゃないけど、ドーテー食うのも楽しそうだな」

「はあ!?」

　起きあがろうとしたところを押さえられる。どうにか逃のがれるために膝ひざで新森の背中を蹴けると、ドスッと良い音がすると同時に新森が「っ」と咄とつ嗟さに息を吸い込んで、顔を蹙しかめた。

「悪い……っ」

　本気で痛そうな表情を見て、反射的に謝った瞬しゆん間かん、手首に何か柔やわらかい物が触ふれる。

「あ？」

　同時に抱だきつくように体を寄せた新森に焦あせっていると、もう片方の手首にも何かが触れてカチンと音がする。見れば両方の手首には先さき程ほど俺が見付けた手て錠じようが嵌はめられていた。

　長い鎖くさりをどう使うのか分かった。アール・デコ風の幾き何か学がく的な木き枠わくのヘッドボードに、鎖を通すことで動きを制限するらしい。無理に腕うでを引くと、ミシリと嫌いやな音がした。

「それ、イタリア製の特注で百万するから、壊したら弁べん償しようしろよ」

　忠告か脅おどしか分からない台詞せりふに驚おどろく間、新森は素す早ばやく俺のパンツのファスナーを下ろす。

「にいも、……ってぇ」

　制止のために名前を呼ぶが、新森は躊ちゆう躇ちよなく人の性器を力強く握った。痛みが走ったのは一いつ瞬しゆんだった。すぐに手の力は弛ゆるめられ、安あん堵どしたのかぶわっと毛穴から汗あせが噴ふき出す。

「なに、すんだよ」

　抗こう議ぎの声に返事はない。何故なぜなら、新森の口はすぐに塞ふさがれたからだ。俺の物で。

「ふ……そ」

　ふざけんな、噓うそだろ、と言いたかったが言葉にならない。

　ぬめぬめした温かな舌が亀き頭とうに触れる。先せん端たんを口内に咥くわえ込まれると、触れた所は全すべて溶とけそうになった。あまりの快感に、一瞬舌の持ち主が男だってことを忘れそうになる。

　二十数年間生きてきて、これほど気持ちの良い経験は初めてだった。

　だけどそれに身を任せるには相手が悪い。新森は先程まで握りつぶされる恐きよう怖ふで縮んでいた陰いん囊のうに指を這はわせると、指先で円を描えがくようにそれを擽くすぐった。弱い刺し激げきが快感に繫つながってびくびくと内うち腿ももが震ふるえたが、一度口の中に溜たまった唾だ液えきを嚥えん下かしてから、はあと息を吐く。

「新森、からかってるんだよな？　本気じゃないだろ？」

　びびりすぎだと爆ばく笑しようされても良いから、冗談だと言ってほしい。

　失態を晒さらす前に止やめさせたくて新森の肩に右手を掛けるが、鎖の長さは限られている。肘ひじを伸のばしきらないうちに、ミシリとヘッドボードが新森の代わりに俺を窘たしなめるように鳴った。

「冗談でフェラまでするか」

　左手をヘッドボード間ま際ぎわまで上げても、右手の鎖はせいぜい肘が伸びきる程度の長さしか確保できず、突つき飛ばすには至らない。もし仮にヘッドボードが壊れたとしても、悪いのは新森だ。弁償する謂いわれはないが、ナチュラルボーン庶しよ民みんだから、金額を考えると無む闇やみに壊せない。

「っ、お前、マジで止めろって」

　舌の先で擽るように皮との境を舐なめられて、ぞくりと背中が震えた。

　あっという間に熱を持って、新森の口の中を突き上げようと限界まで反りかえる。

　男に舐められて反応している自分も信じられないが、それをしているのが新森だというのも信じられない。犬みたいに舌を出して、洗ってもいない場所を平然と舐める同期の姿に、目を開けたまま悪夢を見ている気分で「頭がおかしくなったのかよ」と訊たずねる。

「俺相手になにやってんだよ」

「お前だって、俺相手に勃たってる」

　嘲あざけりと欲よく情じようが混じった声で俺が必死に目を逸そらしている事実を指し摘てきすると、新森は喉のど奥の方までそれを招き入れて、ぴたりと押し付けた舌を波打たせた。口こう蓋がいと舌で擦こすられて狭きよう窄さくになった喉の方で先端が擦こすれると、入れているのが口だなんて思えなくなる。もっとずっといやらしい器官に受け入れられているような、このまま食われてしまいそうな感覚に息が震える。

　口の中は充じゆう分ぶん過ぎるぐらいに濡ぬれて、温かくて柔らかだ。新森は二度と蹴られたくないからか、片方の腕と肘を使って俺の足を押さえているが、今蹴ったら歯で急所を傷つけられそうだ。

「……う、あ」

　一人でするときとは圧あつ倒とう的に違ちがう。窄すぼめられた唇くちびる、時折触れる歯、濡れた舌、ごりごり固い上うわ顎あご、柔らかな内うち頰ほお、独特の感覚の喉奥。それらが同時に先端や根本に擦れて、先程飲み込んだ唾液がまた口の中に溢あふれて、もう一度嚥下するとごくりと喉が鳴った。

　忙せわしなく息を吐き出しながら新森の肩を摑み、やばいと危機感を覚える。

　新森が頭を動かす度たびに、まだ湿しめっている髪かみが肌はだに触れてくすぐったい。

　音を立てて唇で扱しごかれると馬鹿みたいに恥はずかしくて気持ちよくて、気づけば新森の小さな頭を摑つかんで動かしていた。手の中で濡れた柔らかい髪がくしゃりと潰れる。

「う、ぅ」

　苦しげな声が聞こえたが、ぐっと頭を摑んで引き寄せても、嚙かまれたりはしなかった。

　下半身だけじゃなく頭の中も熱くなる。小さな耳の形を指先で無意識に辿たどると、新森が嫌がるように僅わずかに首を振ふった。その拍ひよう子しに新森の口くちの端はしから唾液が零こぼれて、足の内側を濡らす。

「ん」

「新森」

　名前を呼ぶと視線が向けられた。無理に喉を使わせたせいか、その眼が揺ゆれているのを見て慌あわてて手を離はなす。新森は俺の物を吐き出すと「ふざけんな、童どう貞てい」と咳せき込んでから毒づいた。

　悪態を吐つかれたのに俺を睨にらみながら唇を手の甲こうで拭ぬぐう仕草が、やけに艶なまめかしくて目が離せなくなる。しかし新森は再び俺の物を飲み込もうとはしなかった。

　中途半端に高められたまま、まさか今いま更さら冗じよう談だんで終わりにしないだろうなと窺うかがっていると、新森は俺の顔を見てにやりと笑った。

「口でされたのも初めてなのか？」

　嘲る口調にむっとしながらも、つい新森の唇ばかり見つめてしまう。

「続きをしてほしいか？　してほしいなら強請ねだってみせろ」

　視線に気づいた新森の意地悪な要求には、応える気になれない。

　いくら極ごく上じようの快感が待っていると知っていても、こいつ相手に醜しゆう態たいを晒すのは嫌だ。改めてそう思ったときに、ようやく頭が冷える。

「これ、外せよ」

　手錠が外れたら、トイレを借りて一人で抜ぬく。いや、蜘蛛くもの巣すを見ながら抜く趣しゆ味みはないから、風ふ呂ろを借りた方がいいかもしれない。風呂も汚きたなくなければの話だが。

「いったらな」

　どっちの意味でだよ。

「〝俺の粗そ末まつで汚い物を舐めてください〟って言えよ」

「ふざけんな、誰だれが言うか！」

「言わないならそのままだぞ」

「ならお前が飽あきるまでこのままでいい。ベッド占せん領りようされんのも、ヘッドボード壊されるのも嫌なら、そのうち外すだろ。お前が短気で面めん倒どくさがりだってことは知ってるしな」

　交こう渉しようは得意じゃないが、新森との付き合いは長い。「俺をいたぶること」と「俺に居座られること」を天てん秤びんにかけたら、こいつがどちらを取るのかは明白だ。

　さっさと熱を治めて、局部のみ丸出しの無様な格好から脱だつしようと、学校時代の鬼おに教官の〝自分の身すら守れない奴やつは、誰も助けられない〟という怒ど号ごうを思い出す。

　ランニング中に、グラウンドで倒れた訓練生に向けられた言葉だった。消防士になってからも、度たび々たび脳のう裏りを過よぎったが、まさかベッドの上で思い出すはめになるとは思わなかった。

「……っ、てぇ、何」

　萎なえそうなことを考えていると、いきなりぐっと性器を腹の方に押された。

　新森が、素す足あしで俺のそれを踏ふみつけてくる。

「言う通りにすれば優やさしく舐めてやった」

　まるで俺が悪いと言わんばかりに、新森は詰なじってきた。

　踏まれて痛いはずなのに、熱を集めた場所は粗そ雑ざつな刺激ですら心地ここち良いらしく、先走りを垂らして喜ぶ。足で擦られるたびに濡れた音がした。固い皮ひ膚ふから、土つち踏ふまずの僅かに柔らかい部分まで使って器用な足で扱かれる。踵かかとで根本の所をぐっと押されると、意図せず声が漏もれる。

「口使わなくても、こっちでいけそうだな。足でいけ」

「変態すぎんだろ、くそ」

　新森はやけに楽しそうだ。もしかしたら無む理り矢や理り喉奥を使った仕返しなのかもしれない。

　しかし元はと言えば全部こいつのせいだ。足でいくなんて、どう考えてもまともじゃないのに、ぬめりを帯びた足の指が気持ちよくて、いけるならもう何でも良いような気がしてくる。

「っふ」

　これが終わったら新森を殴なぐる。もしくは力ずくでも同じことをしてやろうと考えていると、足の指が先端にかかった。先走りのせいでぬるっと指が滑すべり、爪つめが皮に引っかかった。

　固い爪に痛みを感じながらも、目を開けると赤い顔でうっとりと俺のそれを見ている新森の顔が目に入った。その瞬しゆん間かん、胸の内側がぐわっと熱くなって、耐たえることができずに射精する。

「ん……はぁ」

　白はく濁だくした液体が服に飛んで、余計に新森に殺意が芽生えた。同時に羞しゆう恥ちも蘇よみがえる。

「もう、いいだろ、外せよ」

　俺が切れ切れに言葉を吐はき出すと、新森は「今外したら仕返しされそうだからな」と笑って、達したばかりのそこに指を這わせた。

「っ、ぅ、わ」

　敏びん感かんな先端をいじられて思わず前まえ屈かがみになると、鎖くさりが絡からんだヘッドボードがギシッと鳴る。

「好みじゃないが、いき顔は悪くないな」

　見れば新森のそれも、下着を押し上げるほど固くなっていた。俺の物を舐めて足でいたぶることで、触ふれもしないうちにそんな状態になるなんて、気の毒な変態だ。　>>>♥

「本当は一回いかせて終わりにしようと思ってたけど、続きしたくないか？」

　掠かすれた声でそう言った後、新森の指が手て錠じように這わされて、その唇が俺の耳に触れた。

「やらせてくれたら、また舐めてやってもいい」

　指は手錠から離れて、まだ硬こう度どが落ちきらない性器を撫なでた。それだけで愚ぐ息そくが反応する。

　蠱こ惑わく的な表情に、欲よく望ぼうが簡単に理性の垣かき根ねを飛び越こえそうになった。

　だけど最後の一線をこんなに簡単に越えて良いのだろうか。周囲から馬ば鹿かにされながらも理想の恋こい人びとと理想のセックスを夢見ていたのに、こんな所で嫌きらいな同期に面おも白しろ半分で奪うばわれることには納なつ得とくがいかない。ただ、頭に反して体は続きを求めていた。

「男同士なんだから、深く考えるなよ。責任取る必要もないし、ただの性せい欲よく処理だと思えばいい。気持ちよかっただろ？」

「男同士だからこそ深く考えろよ。なんて……ゲイに言っても無む駄だだろうけど」

　目の前の男は笑いながらまだ敏感な先せん端たんを指で擽くすぐる。奥歯を嚙みしめないと声が漏れそうだ。

　相手は新森だ。最悪だが、最悪だからこそ関係の悪化を懸け念ねんする必要がない。それに偉えらそうな新森を組み敷しくのは魅み力りよく的だった。誘さそう唇が、濡れていやらしく光るせいだろう。

「…………じゃあ、外せよ」

「それはなしだ」

「別に逃にげねぇよ。俺が噓うそ吐ついてるかどうかなんて、お前なら簡単に分かるだろ」

　抱だくと決意したら現金にも、再び熱が集まる。新森は俺の顔を見ながら、手錠に指をかけた。

　鍵かぎが要いるとばかり思っていたが、手錠は金具の部分を軽くスライドさせるだけで外れる。

　自力で外すことはできなそうだが、こんな簡単な仕組みだと思わなかったので拍ひよう子し抜ぬけした。外されてみれば鎖も細く、ヘッドボードが駄だ目めなら鎖を引きちぎることを考えるべきだった。

　俺がそんな後こう悔かいをしていると、新森が「脱ぬげよ」と命令してくる。

「それともやっぱり止やめるか？」

　動かない俺を薄うすら笑いで挑ちよう発はつする同どう僚りようの前で、着ていた服を脱ぐ。俺は一度割り切ったら、悩なやまずに突つき進む方だ。だけど流石さすがに自分と同じ物を見たら萎えるんじゃないかと懸念したが、新森が自ら下着を引きずり降ろして顕あらわになったそれを見ても、気分は高こう揚ようしたままだった。

　雄おすとして雌めすの中に入るために作られたその器官は、薄うす赤あかい色をしている。

　陰いん茎けいは本人の冷静さを無視するように張り詰つめて反り返っていた。屹きつ立りつしていると生々しくて、自分達がこれからセックスをするのだと再さい認にん識しきさせられる。

　しかし脱いだはいいが、どう始めたらいいのか分からなかった。

　固まっている俺を余所よそに新森は「ローションどっかにあったか？」と聞いてくる。

「見てねぇけど」

「じゃあ新しいの開けるか」

　がさがさと予備を探す後ろ姿を見ながら、初めては夜景の綺き麗れいなホテルで可愛かわいい女の子と付き合って三ヶ月目ぐらいにするのが理想だったんだよな、と思い出す。勿もち論ろんそのときはムードを作るつもりだった。以前それを地元の友人に言ったら「お前何時代の人なの？」と笑われた。

　それが昼間の汚お部屋で口と性格の悪い同期を相手に、成り行きでやることになるなんてと苦い気分でいると、業務用サイズのローションを手に新森がベッドに戻もどってくる。

「そんなにでかいの使い切るのかよ」

「ドーテーのお前と違ちがって使う機会は多い。潤じゆん滑かつ剤ざい以外の用よう途とでも使うしな」

　潤滑剤以外の用途は思いつかなかったが、むっとして新森の手からローションを引ったくる。

　キャップを外して手の中にそれを零こぼすと、想像していたよりもさらさらしていて、すぐに指の隙すき間まから溢あふれてシーツの上に糸を引くように落ちた。

「自分でするのか？」

　新森の言葉に「それぐらいできる」と口にすれば、目の前の男がにやにや笑うのが視界に入ったので、相手の体を押し倒たおしてからもう一度ボトルの中身を掌てのひらに零す。

　ベッドに押さえ込んでから「初めてなのに上かよ」と笑っている新森に「普ふ通つうは上だろ」と返して、濡ぬれたローションを自分の性器に擦こすり付けてから、その長い足を摑つかんだ。

「え」

　膝ひざを折り曲げさせて、陰茎の先を穴に合わせると今いま更さら新森が焦あせったように「安達？」と俺を呼ぶ。冗じよう談だんだったと笑うつもりだったのかもしれないが、もう止まれない。

　だから何か言われる前に、滑すべるそれに手を添そえて照準を合わせると一気に突っ込んだ。

「──────っ」

　思い切り新森が喉のどを反らすのが見える。俺と新森の体の間にある足が、びくびくと震ふるえた。

「力抜ぬけよ、全然入らねぇ」

　もしかしてローションは、俺じゃなくて新森につける物だったのかと思ったが、訊たずねたりしたら「これだからドーテーは」とか「やっぱりダメだなドーテーは」と馬ば鹿かにされそうだ。

〝童どう貞てい〟をわざわざ伸のばして〝ドーテー〟と嘲あざける所に、新森の性格の悪さが出ている。

　先端の部分は指で穴を開いたら辛かろうじて入ったが、締しめ付けがきつくて萎えそうだ。

「新森……」

　声を掛かけると膝がひくりと跳はねる。

「ぬ、け」

「まだ全部入れてねぇのに抜けとか言うなよ」

　無理にでも進もうとすると「あ」と声が新森の口から漏れる。今まで一度も聞いたことのない引きつって怯おびえた声だった。その声がもっと聞きたくて、痛いのを我が慢まんして腰こしを押し付ける。

「お前、何、して」

「いや、なんかむらっときて」

「っ、ふ……そ」

　ふざけんな、クソ野や郎ろうって顔で気に食わない同期が俺を見上げる。

　穴はきついがそのきつさが癖くせになりそうだった。目が合うと、新森が普ふ段だんより赤く色づいて見える唇くちびるを何度かぱくぱくと動かしてから「なんで、お前が挿いれてるんだ……っ」と言った。

「は？」

　どういう意味か分からないまま、中ちゆう途と半はん端ぱは辛つらいので、残りの分も埋うずめるために新森の腰を摑んで引き寄せて奥に進もうとすると「っ、馬鹿か！　どう考えてもこれ以上は無理だろっ」と怒ど鳴なられると同時に頭を叩たたかれた。そのせいか新森の腹の奥がぐうっと狭せばまる。

　痛くないが叩かれていらっと来たので「いけんだろ」と強ごう引いんに、突き進んだ。

「っあ、ああぁ……っ」

「喘あえいでるじゃん」

「ち、が、………、あ」

　言葉を嚙かみ殺すように、新森が歯を食いしばるのが見えた。

　腰を抱かかえていた手がぬるぬるした物で滑すべり、それが目の前の男の脂あぶら汗あせだと気づく。

「死……ね、それ以上、入ら、ね………って」

　途と切ぎれ途切れの息の合間に、新森は余り力の入らない震える手で、俺を押し遣やろうとした。

　その仕草を見て「もしかしてお前も初めてなのか？」と問い掛ける。

　新森は肯こう定ていするように瞬まばたいた後で、悔くやしげに俺を睨にらみ付けてくる。

「マジかよ、だってさっきの男はどう見ても」

「俺は……俺よりでかくて、偉そうな奴やつを、組み敷くのが、す、き、なんだ、よ……っ」

「そんな特とく殊しゆな性せい癖へきに気づくかよ！」

「やらせろって、言っただろ……っ」

　やらせろは「抱く」「抱かれる」じゃなくて「性せい行こう為いをする」「しない」だと思っていた。

　もしかして俺が自分が抱く方だと疑いも抱かなかったように、新森もそうだったのだろうか。

　変なところで似ているからな、と頭の中で冷静な自分が誤解の経けい緯いを分ぶん析せきする。

「は、もう、いいから、抜け」

　新森は苦しげに息を吐き出した後で、腕うでで顔を隠かくす。

　見下ろされるのが嫌いやなのか、それとも男に抱かれて引きつっている顔を見られたくないのか。

　すっかり元気を失っている性器が気の毒になって思わずそこに手を伸ばすと、目に見えて新森の腹筋が波打つ。軽く擦こすってやると、徐じよ々じよに硬かたさを取り戻してくると同時に、俺の雄を包み込んだ内ない壁へきが、ぎゅうぎゅうと締め付けてきた。

「止やめろって、言ってんだ、ろ」

　口内とは別の快感だ。舌とは違って、新森が動きを制せい御ぎよできないようなのが良い。経験値で劣おとるとはいえ、こいつに良いようにされるのはあまり面白くない。こっちなら、こいつも初めてだから主導権は渡わたさずに済む。それにこの気持ちいい場所からは、そう簡単に出ていけない。

「あ、だち、……ざ、けっ……んな！」

　性器をいじりながら、残りも埋めて息を吐はくと、新森が「まだ、全部入ってなかったの……かよ」と泣き言めいた愚ぐ痴ちを零す。

　さっき口に含ふくんでいたのだから長さぐらい分かりそうだが、本当に予想外だったらしく、苦しげに浅い呼吸を繰くり返す。新森の穴は呼吸とは異なるリズムで、締め付けてくる。

　意識して動かしているというよりは、まるきり体の反射でしているようだった。

「そんなに痛いのか？」

　予期せず甘い声で問い掛けると、新森は腕で顔を隠して「早く抜けよ」と言った。

「お前が仕し掛かけたんだから、責任もって最後まで付き合え、よ」

　言い終わるときにぐっと奥を突けば、開かせた足先が跳ねた。肌はだと肌がしっかりと触ふれ合うと、新森の体が俺よりも熱いことを知った。固い尻しりに手を這はわせれば、目の前の体が震える。

　きっと終わったら「下手へたくそ」だの「最悪」だのと罵ののしられるのだろう。どうせそうなるのだから最後まで気持ちよくさせて貰もらおうと、きつい体の内側をゆっくりと擦り上げた。

「は、……っ」

　息を吐き出したときに、新森が唇をきつく嚙んでいるのを見て、思わずそこに指を滑らせる。

　嫌がるように嚙み付いてくるが、力が入っていないせいかろくに痛みはなかった。

　表情が知りたくて新森の腕を顔から強引に引き剝はがすと、額には汗あせを搔かいている。

　新森は頑かたくなに俺と視線を合わせようとしないが、先さき程ほどよりも辛そうな顔をしていた。流石さすがに罪悪感が芽生えて抜こうとすると、「う、ごかすな」と焦った声で止められる。

「じゃあ、どうすればいいんだよ？」

　質問に答えは返ってこない。強こわ張ばった体を見下ろして、「新森」と声を掛けた。

　筋肉の乗った胸が、ゆっくりと上下している。一度も触れていない乳ち首くびが、凍こごえたときのように上を向いて尖とがっていた。思わずごくりと唾つばを飲み込む。柔やわらかそうに見えないのに、無む性しように触さわりたくなって指を伸ばす。新森は拒きよ否ひすらせずに、荒あらい呼吸を漏もらしながら、どうにか痛みを意識の外に追いやろうとしている。

　止められないのをいいことに、屈かがみ込んで屹立している胸の先に唇を落とすと「やめろ」と鬱うつ陶とうしそうに新森が咎とがめた。だけど罵ば声せいには耐たい性せいがついている。胸は触っても痛くないだろうと、無視して口に含んで舌で押すと、「っ、ん」と嬌きよう声せいが漏れた。　>>>♥

　強めに吸ってやれば、身み動じろぐ。柔らかくもない胸なのに離はなしがたくて、つい夢中になって先せん端たんやその周囲をしゃぶっていると、新森の吐と息いきが微び妙みように変化し始めた。

　簡単に嚙み切れそうな頼たよりない乳首を舌で愛あい撫ぶされて感じているのだと分かったら、余計に楽しくなる。もう片方の乳首も指先で円を描えがきながら押し込むと、穴の奥が締まった。

「感じてんのか？」

「燃えて灰になれ」

　先程より余よ裕ゆうが出てきた様子に安あん堵どして、ゆるく中を擦る。

「っ、うごくなっ……ぁ」

「充じゆう分ぶん待っただろ」

「は、後で……っ、絶対殴なぐる、から、な……っ」

　抑よく止し力には弱い台詞せりふを無視して腰を揺動させると、新森は唇を固く嚙みしめて、切れ切れに吐息を漏らす。しかし辛いだけなのかと思ったら、腹が濡れているのが目に入る。

　とろとろ零こぼれた透とう明めいな粘ねん液えきは、新森が快感を得ている証しよう拠こだ。それを見たら、抑おさえていた衝しよう動どうが沸わき上がって、最初よりはスムーズに動くようになった内側を、強引に突つき上げた。

「っ……あ」

　一ひと際きわ高い声が漏れて、新森が唇を嚙むのが目に入る。俺に声を聞かれるのは嫌らしい。

　だったら余計に出させてやろうと意地悪な気分で、より深く穿うがった。ぎりぎりまで引き抜いて、奥へ奥へ。肉と粘ねん膜まくがぶつかる音を聞きながら、柔らかできつい内側を肉棒で擦る。普段、俺を小こ馬ば鹿かにしている相手を快感で鳴かすのが楽しくて、ますます止まらなくなる。

「く……、ぁ、う………っ」

　腕の隙すき間まから見える顔が赤くなっているのを見て、背中にぞくぞくと快感が走った。あまり日焼けしない肌が、赤く染まっている様子に目を奪うばわれる。

　どんな表情をしてるのか、顔が見たい。いつの間にかまた顔を隠している新森の腕を摑つかむ。

　意図に気づいた相手に抵てい抗こうされたが、俺よりも細い手首は易やす々やすと捕つかまえられた。普段だったら、これほど簡単にはいかなかっただろう。摑んだ手を強引にシーツに縫ぬいつけると、先程とは違ちがって溶とけた顔が視界に飛び込んでくる。生理的に潤うるんだ目と赤い頰ほおに、背筋が震ふるえた。

　意地でも眼めは合わせたくないのか、視線は逸そらされたままなのが、余計にくる。

「放せよ」

　きつく嚙んでいたせいで赤くなった唇から吐き出された声が、やけに腰に響ひびく。

「無理だろ」

　考えるまでもなく拒否すると、ようやく視線が俺に向けられた。必死で険しい顔を作ろうとして無む駄だな努力に終わっている相手に、「なんか、すげぇかわいい」と感じたまま口にする。

　新森が目を瞠みはった瞬しゆん間かん、何を言ったか理解する。だけど撤てつ回かいはしなかった。酒も入っていないのに酔よったような、変な気分だった。頭の芯しんが熱を持って、目の前の体しか見えなくなる。

「なんか……お前がやらしいせいで、頭がすげぇぼうっとするんだけど」

「な、……お……」

　何言ってんだお前、って言いたいんだろうな、と思いながら新森の唇に自分のそれを重ねる。

　実際俺も「こいつ相手に何言ってんだ」と思わなくはないけれど、驚おどろきすぎてろくに言葉を紡つむげない新森が、やたらとかわいく見えるのだから仕方ない。

「あ、……っ、はな、せ……っ、は」

　吐息と一いつ緒しよに舌も吸い込む。想像していた以上に柔らかくて、びっくりした。

　腰こしを揺ゆらしながら、今度は新森の口の中に俺のそれを入れる。　>>>♥

「ふ、ふっ、ん……ぁ」

　必死に逃のがれようと拙つたない抵抗を繰り返す小さい頭を手で押さえ込むと、背中を拳こぶしで叩たたかれたが気にならなかった。軽い抵抗なんて煽あおる要素にしかならない。全部分かってわざとやっているんじゃないかと思うほど、目の前の体に発情する。

　足を抱え直して、ぐっと奥まで入れると新森の腰が跳はねた。気持ちよくて呻うめき声が漏れる。

　やり返すように性器の裏を突いてやると、新森が「うー……っ」と嫌そうな声を出す。

　真っ赤な顔を不本意そうに歪ゆがめるのがかわいくて、声を上げた場所を、何度も突き上げていじめる。そのうち組み伏ふせた体からは強張りが取れて、ただされるがままに投げ出された。

　下の穴も上の口も全部俺で一いつ杯ぱいになっているのを見下ろしながら大きく突き上げると、新森は「くぅ」と鼻にかかった声を漏らして、達する。

　けれど俺の方はまだ治まらず、足を抱え直してその体を突き上げた。

「あっ……あ」

　油断していたのか、今までで一番大きく甘い声が上がる。

「も、ぬけ、いったから、ぁ……あだち、ぬけ、とまれ、ばか、童どう貞ていっ」

「もう童貞じゃねぇし。俺はまだ終わってないから、もう少し付き合え」

「っ、あぁ、う、……下手、くそ」

　悪態を吐くのを無視して腰を動かして、最後は奥に全部注ぎ込むと、新森は背中を反らしながら「あ───……っ」と、馬ば鹿かみたいにかわいい声を上げてから「殺す」と呟つぶやいた。




「うわ、どうしたんッスか、先せん輩ぱい」

「新森にやられた」

　更こう衣い室で作業着のベルトを留とめていると、どす黒い紫むらさき色いろになっている俺の頰を見て、驚きよう愕がくに眼を開いた都野が「マジッスか。先輩何したんですか？」と聞いてくる。

「なんで俺が悪いのが前提なんだよ。話聞いてから判断しろよ」

「でも、どうせ先輩が悪いんでしょ？」

「……まあな」

　歯が折れなかったのは奇き跡せきに近い。今朝けさも食事をするのが億おつ劫くうでならなかった。

　今でも、喋しやべるたびに歯が内頰に当たって痛い。

「あんまり怒おこらせない方がいいですよ。新森さん、今でこそ人当たりいいですけど、中学時代相当荒あれてましたからね。未いまだに地元じゃ新森さんのこと怖こわがってる奴やつ多いですよ」

「それは前にも聞いたけど、新森が怖いとか意味分かんねぇよ」

「まぁ先輩は同期だし、学校も一緒でしたからね」

　新森は高卒で消防学校に入った。それでも大学出の俺と同期なのは、新森に四年間の社会人経験があるためだ。前職では警備会社に勤めていたようだ。

　消防学校に入るとまず基き礎そ訓練といって、ひたすら体力強化をさせられる。相当きついので吐はいたり、メニューがこなせずに挫ざ折せつする奴がいるなかで、一見細身の新森が淡たん々たんとこなしていたのは、すでに警備会社の研修で似たようなことを経験していたせいらしい。

　俺も最初はきつかったが、体育大学だったので元々基礎体力は標準以上ある。だから新森が消防ホースを含ふくめて約15㎏の装備でグラウンドを百周走るのに、最後まで併へい走そうできた。

「別に同期じゃなくても怖いなんて思わねぇよ。嫌いやな奴だとは思ってたけど。でも、この間気づいたんだけど、あいつ見ようによってはかわいくないか？」

「眼もやられたんじゃないですか。いや脳なのかな。大だい丈じよう夫ぶですか？　１１９します？」

「新森が受台したら、お前も同じ目に遭あうぞ」

　ただでさえ指令室はぴりぴりしているのに、署内から悪戯いたずら通報があったと分かれば、都野は船首像のようにポンプ車に縛しばり付けられ、市中引き回しの刑けいに処せられるだろう。

　何せ、今の新森は俺が知っている中で一番機き嫌げんが悪い。その原因の九割は俺だが。

　昨日、セの付く行こう為いが終わった後で引き抜ぬいたら、白はく濁だくに血が混じっていた。

　処しよ女じよ膜まくが破けたら血が出るとは聞いていたが、男も同じだとは思わなかった。冷静に考えれば、いきなりあんな物を突っ込まれて切れない方がおかしい。途と中ちゆう、滑すべりが良くなったのは切れたせいだったと気づき、青くなって『責任は取る』と口にした瞬間、新森は静かにベッドを降りるとゆっくりと腰を捻ひねって、世界を獲とれるような鋭するどく重い回し蹴げりを放った。

　踵かかとが頰にめり込み、俺は放物線を描えがいて床ゆかに落ちた。蹴り落とされるのは二度目だった。

『殴るんじゃなかったのかよ』

『殴ってほしいのか？　どこを殴ってほしいんだ？』

　しかしぎらぎらした眼で拳を握にぎったものの、新森はすぐにぺたんとベッドに座り込んだ。

『確かに切れたのは悪かったけど、誘さそってきたのも、強ごう引いんに始めたのもお前だろ』

『やらせるつもりはなかった。仮にやらせたとしても、慣らしもせずに突っ込むかよ、普ふ通つう』

『いや、だって慣れてると思ったから。実際無む理り矢や理りでも入ったし』

『切れたから入ったんだろ。慣れてたとしても慣らすだろ童貞』

『そんなに辛つらいなら病院行くか？』

　思い遣やったつもりだったが、無言で睨にらまれた。鎌かま鼬いたちのような視線に、熱を持っていた頭と体が急速に冷えるのを感じて、頰の痛みすら忘れていると『さっさと服を着て出ていけ。二度と俺に触ふれるな』と、殺したくて堪たまらないという凶きよう悪あくな顔で吐き捨てられた。

「でもマジで先輩何したんですか。新森さんがそこまでするって相当じゃないですか」

　興きよう味み津しん々しんの都野に「言えない」と口にして、支し度たくを整えて朝礼に出る。

　申し送りの後で掃そう除じと器具の点検をして、乾かわいた消防ホースを巻き取った。メス金具とオス金具を見ていると、余計に蹴られた部分が痛む。

「いや、まぁ俺が悪いよな」

　血が出ているのに気づかずに無む茶ちやをしたことは反省すべきだ。今日、新森が非番だってことだけが唯ゆい一いつの幸いだろう。

　そんなことを考えてぼんやりしていると「しっかりしてくださいよ」と、都野が口にする。

「分かってる。現場ではへまはしない」

「確かに先輩は本番に強いですけど、最近妙みように抜けてるから心配なんですよね」

　事実なので反論しようがない。しかし午前中の訓練でも、特に都野が心配するようなことはおきなかった。ただ午後になっても、頭の中は新森のことでいっぱいだった。

　あんなに深く誰だれかと触れ合ったのは初めてで、あれほど気持ちが良かったのも初めてだ。

　昨日のことを思い出すだけで、頭と下半身に集まりそうになる血を散らすために、業務終しゆう了りよう後にトレーニングルームで汗あせを流ながしていると、針河さんに声を掛かけられた。

　最近の不調を叱しかられるのだと思い、慌あわててベンチプレスから立ち上がる。

「ああ、いいから、続けて」

　針河さんはそんな俺に苦く笑しようすると、横にあるアームカールマシンに腰こし掛かける。

「レスキューの試験、もうすぐ締しめ切りだが受けないのか？　年数は今年でクリアだろ？」

　叱られるとばかり思っていたので、予想外のことを聞かれて驚く。

　レスキュー隊は各地域によって試験内容や試験時期が異なる。受験資格も地域によって違う。

　消防士を数年やれば自動的にレスキュー隊に推すい薦せんされる地域もあれば、体力テストとペーパーテストの成績、それから上司の推薦が必要な地域もある。

「前に将来はハイパーレスキューになるって言っていたのに、申し込んでないから」

　うちの場合は消防士経験が規定年数以上あり、本人が希望し、かつ上司の選考を通り、消防学校で一ヶ月訓練を行って合格した者に、レスキュー隊の資格が与あたえられる。だからといってすぐにハイパーレスキューになれるわけではないが、そこに至るためには必要なステップだ。

「新森は、受けませんよね」

「そりゃ、新森は指令室勤務だからな。少なくとも今年は無理だ。仮に本人が希望しても推薦できない。そういえば、新森もハイパーレスキュー希望だったな」

　口に出さずとも競きそっていた。俺と新森のどちらが先になるか、賭かけている同期すらいる。

「俺、来年でいいです」

「あのなぁ、来年新森がこっちに戻もどってくる保証なんてないぞ。来年も指令室勤務かもしれないだろ。お前、去年の事故のことまだ引きずってんのか？　それで訓練にも身が入らないんじゃ、いつか現場でまたやらかすぞ」

　頭では分かっているが、簡単には割り切れない。

　新森を指令室に追いやった元げん凶きようが、先にステップを上がるのは卑ひ怯きように思えた。

「……針河さんは、新森の従兄弟いとこなんですよね？」

「あいつから聞いたのか？　珍めずらしいな、あいつがそんなことを言うのは。仲悪く見えるけど、やっぱりお前ら仲良いんだな」

「え、あ、でもそっちの仲良いじゃないですよ。ただの同期です」

　思わず弁解してから、いや、そっちの仲良いでもあるのか、と先日のことを思い出して赤くなっていると、針河さんはますます意外そうな顔で「なんだ、そっちも知ってるのか」と呟く。

「はあ、……付き合ってる相手を偶ぐう然ぜん見たので」

　というよりも流れでやってしまっている。

「まだあの駄だ目め男と付き合ってるのか？　毎回駄目なのを選ぶんだよな、あいつ」

「……なんでそういうのばかり選ぶんですかね」

　肯こう定ていの代わりに質問をすると、「あれは一種のトラウマだよ」と、複雑そうな顔で言った。

「新森は、自分のところから離はなれていくような、離れていってもいいと思えるような奴としか付き合わないんだよ。たぶん、無意識だろうけどね」

「どういう意味ですか？」

　針河さんは逡しゆん巡じゆんする様子を見せてから、「まぁ、お前になら言ってもいいか」と、普ふ段だん何があってもにこにこしている表情をひどく真しん剣けんなものに変えて、「実はな」と語り出した。

「新森の父親は消防士だ。中学のときに殉じゆん職しよくしてる」

「そうなんですか？」

「昔からあいつは消防士志望でさ、でも、息子むすこが殉職したのに孫まで消防士にさせたくないってことで、父方の祖母が泣きながら反対したんだ。それで一度は別の仕事に就ついたんだよ。ああ、因ちなみに俺は新森の母方の従兄弟な。その母親も、あいつが子供の頃ころに亡なくなってる」

「聞いたことないです。新森の親が消防士だったなんて」

　新森は元々自分のことは話さない奴やつだった。ゲイだと知ったのも、住んでいる場所を知ったのも最近だ。針河さんと従兄弟だと知ったのだって、ついこの間の話だ。

「あいつは他人に心を開かないからな。開いた後で失うのが怖こわいんだろう」

　それは何となく分かる。新森は自分のことに関しては、異様に諦あきらめが良い。

　張り合うのは俺といるときぐらいだ。要救や仲間のためには頑がん張ばるのに、自分のことになると途と端たんに投げやりだ。去年の事故のときだって、そうだった。

「でも、お前には心を開いてるよな。あいつがお前に突つっかかるのは、無茶して死んでほしくないからだろうな。お前、いつも無理しようとするからな。あいつにとってお前は特別だよ」

　そう言われて、胸の奥がざわりと動く。温かくも居い心地ごこちが悪い、同時に締め付けられるような気分になったのがどうしてなのか自分でも分からず、誤ご魔ま化かすように唇くちびるを曲げる。

「そうですか？　どちらかというと目め障ざわりだから突っかかってきてるだけだと思いますが」

「目障りなのは、お前のことをよく見てるからだろ」

　針河さんは良い方に捉とらえているらしいが、新森は俺に向けて扉とびらを開いてるわけじゃない。

　俺が偶然、扉の隙すき間まから中身を覗のぞき見てしまっただけだ。けれどまるで自分の子供に初めて友達ができたように、柔やわらかい笑え顔がおを浮うかべている隊長を見て、それ以上否定できなくなる。

「まぁ、ゲイだってことは一応内ない緒しよにしてやってくれよ」

「身内なのに止めないんですか？」

「性的嗜し好こうなんて止めようとして止められるものじゃないだろ。それにゲイでも恋こい人びとを作るようになったのは、前進なんだよ。過去の自じ暴ぼう自じ棄きになっていた頃に較くらべればな」

「……………でも、何も熊くまみたいな相手を選ばなくても」

「……確かにいつも雪せつ舟しゆうの描えがく達磨だるまか閻えん魔ま大王みたいな奴ばっかりだけど、そこは……個人の趣しゆ味みだから」

　針河さんは「お前が気味悪がらなくて安心した」と笑った後で「レスキューの件と新森の件は別だよ。自分でしっかり考えて、後こう悔かいのない選せん択たくをしなさい」と隊長らしいことを口にする。

　何と答えるべきか迷っていると、いつものように前まえ触ぶれなくスピーカーがオンになった。

『応おう援えん要よう請せい　下しも町ちよう四番地にて、火災発生。延えん焼しよう拡大中』

　突とつ然ぜんの出動予備指令に、トレーニングルームを出て針河さんと一いつ緒しよに階段を駆かけ上がる。

　先さき程ほどまで話していた件については、ひとまず頭の隅すみに追いやって、意識を仕事に切り替かえた。

『出動司令　下町四番地ホテル愛あい王おう国こくにて、火災発生。第一出場』

　本指令が下る頃には防火靴ぐつに足を突っ込んで、防火用ズボンを引き上げて上うわ衣ぎを羽織っていた。前後に名前の書かれたヘルメットを手にして、ポンプ車に乗り込む。

　走り出した車内では、周囲の道路状じよう況きように気を配った。

　サイレンを鳴らして交差点に侵しん入にゆうすると、殆ほとんどの車や通行人はその音を聞いて道の脇わきにどくか通行を止やめるが、体が不自由で緊きん急きゆう車両が近づいてきても、すぐに反応できない人もいる。そして時には悪意を持って道を塞ふさぐ輩やからも。まさか緊急車両が事故を起こすわけにはいかないから、後部座席の消防士は周囲に視線を配り、事故を起こさないように神経を尖とがらせる。

「ホテル名からして、ラブホテルですよね」

　都野は嫌いやそうに呟つぶやく。その手のホテルは消防法を守っていないことが多い。その上意図的に廊ろう下かを暗くしたり、部屋に窓がない場合もある。その上ただでさえ日本人は異状を察知してから避ひ難なんに至るまでの時間が長いのに、ラブホテルの場合裸はだかの客は服を着ることを最優先する。

　更さらに料金を払はらうまでドアが施せ錠じようされるタイプのホテルは最悪だ。従業員より先に客が異状を察知していても、ドアが開かなければ逃にげられない。閉じ込められた人間はパニックに陥おちいるから、ドアのロックが解除された途端、冷静な行動が取れずに暴走する。

「放火の可能性、ありますかね」

「都野、余計なこと考えるな」

　針河さんが叱ると、都野は窓の外から視線を動かさずに「はい」と答えた。

　現場が近づくと、警察車両が見え、拡声器の声が聞こえる。先に到とう着ちやくしていた警官が、野や次じ馬うまをどかして車両を誘ゆう導どうしてくれる。窓の外には黒こく煙えんが上がっていた。

　収納庫からホースを取り出し、消しよう火か栓せんの蓋ふたを開けてメス金具を差し込む。

　消火には時間がかかったが逃げ遅おくれた客はいないと聞いていたし、救急車で運ばれる客もほとんどが軽傷に見えた。

　残火処理を終えて建物を出ると、その頃には野次馬は随ずい分ぶん数が減っていた。

　こっちは命を賭けている。要救も同じだ。なのにまるで珍しいショーに足を止めるように、通りすがりの人間が好こう奇き心しんで火事場を取り囲むのを見る度たび、苛いら立だちを覚える。

　中には燃えている建物や、救助される人間の顔を無神経に写真に撮とる奴までいる始末だ。

「なんだもう終わりか」

　詰つまらなそうに駆かけつけてきた見物人の一人が言うのを聞いて、胸の奥で芽生えた怒いかりを飲み込みながらホースを片付けていると、パチと電子的なシャッター音が聞こえる。

　一体何を撮さつ影えいしているのかと木の陰かげに見えたカメラの先を追うと、貰もらい火で罹り災さいした隣となりのアパートの住民がいた。泣いている女性を、他ほかの住民が慰なぐさめている。

　悲劇に見み舞まわれた人間を撮影するなんて、どういう神経をしているんだと腹が立った。

　新森ほど上手うまくはできないだろうが、無神経な撮影者を追い払おうと近づく。

「あの」

　声を掛かけると、黒いキャップを目ま深ぶかに被かぶり、撮った写真を確かく認にんしている男が顔を上げる。

　目が合ってぎょっとした。

「お前、何してんだよ」

　困こん惑わく混じりにそう口にすると、新森は「仕事中だろ、さっさと持ち場に戻れよ」と偉えらそうに言って、また野次馬を撮影した。

「おい」

「話しかけるな」

　昨日のことを怒おこっているのかと思い、言い訳とも謝罪ともつかないことを口にしようとしたら、新森は「野次馬の顔を撮ってる。放火犯がいるかもしれない。だから消防士の知り合いだと思われたくない。話しかけるな」と早口で言った。

　ますます「お前、何してんだよ」と思ったが、追つい及きゆうする前に背後から仲間に呼ばれる。

　返事をした後で再び向き直ったときには、新森は既すでに踵きびすを返していた。




『俺達は自分の仕事をすればいい。他のことにまで構うな。それは俺達の仕事の範はん疇ちゆうじゃない』

　新森から叱しつ責せきされたのは、居酒屋火災のときだった。

　一階が店てん舗ぽ、二階と三階が住居になっていた。店主が接客のために少しの間厨ちゆう房ぼうを離れて戻もどったら、鍋なべから立ち上った火柱が壁かべに燃え移っていたらしい。消火器を使っても火の勢いが治まらなかったので、客と共に外に避ひ難なんして通報を行ったという話だった。中には誰だれもいないと言われて消火活動を行っていたら、三階の窓が開いた。突とつ如じよ、煙けむりがもうもうと吐はき出された。

　狭せまい道で、位置的にもはしご車からの救助はできなかった。俺と新森が中に入り、窓のある部屋に向かったら、そこでは塾に行った筈はずの高校生の長女が倒たおれていた。塾をさぼって、こっそり裏口から家に入ったのだと後で聞いた。煙の中を新森と二人で救助して、外に出た。

　心配が怒りに変わったのか、外に出た途端に娘むすめを責めた両親を「今は怒らないであげてください」と宥なだめて、彼女を励はげましながら救急車に運んだ。そのときに彼女から「お願い。病院まで手を握にぎっていて」と震ふるえながら頼たのまれたものの、仕事が残っていたから断った。

　それでも残火処理の間、火事に怯おびえた彼女を無下にしてしまったことを気にしていたら、新森は馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言わんばかりに『俺達の仕事じゃない』と吐き捨てた。

　確かに心理的なケアは俺達の仕事じゃない。新森の言っていることは正しいが、冷たい言い方だと思った。むかしからあいつは妙みように冷めている。〝正義感〟や〝熱血〟といった言葉とはほど遠いところにいる。なのに非番の日に火災現場で放火犯を捜さがすなんて、らしくない。

　───放火犯捜しは、俺達の仕事の範疇じゃないだろ。

　食堂で朝食をとりながら、昨日見た新森のことを考えていると、向かいに座る都野が不意に、「勿もち論ろん申し込みますよね？」と聞いてきた。

　一体何のことか分からずに首を傾かしげると、「レスキューですよ」と補足される。

「いいなぁ。俺も申し込みたいですよ。東京なら一年消防士やれば受ける資格があるのに」

　都野が麦茶の入ったコップを片手に愚ぐ痴ちる。

「そもそも都内はいいですよね。指令センターも都が一いつ括かつ管理するから、システムも統一されてるし、絶対向こうの方がいいですよ」

「そうとも言えないだろ。大体都内は倍率も高いし、出動件数も多いしな」

「でもその分採用人数も多いですよ。給料だって……」

　都野がぐちぐち言っていると、傍そばで新聞を読んでいた三十代の女性の救急救命士が「そんなに言うなら東京の子になっちゃいなさい！」と、都野を一いつ喝かつする。

「よそはよそ！　うちはうち！」

「は、はい」

　迫はく力りよくに気け圧おされるように都野は頷うなずくと、それ以上先さき程ほどの話題を引き延ばすことはなかった。

　申し込まないと言い難がたかったから、内心ほっとした。話せば絶対に理由を聞かれる。

　新森に悪い、狡ずるい気がすると本音を語れば、都野は針河さんと同じ表情で俺を窘たしなめるだろう。

　新森本人ですら「お前の人生の選択の言い訳に俺を使うな」と怒りそうだ。そういうのは手に取るように分かるが、昨日の行動の理由はまるで理解できない。

　何を企たくらんでいるのかは知らないが、あんな風にこそこそ嗅かぎ回っているのを犯人に目をつけられたらどうするんだと心配になる。新森が強いのは認める。しかし相手は複数の可能性があるし、放火をするような卑ひ劣れつな人間に単身で立ち向かうべきじゃない。

「やっぱり止やめさせるべきだよな」

　ぽつりと呟いたら救急救命士がこちらを見たので、つい「口で敵かなわない相手に言うことをきかせるのって、どうしたらいいんですかね」と問い掛けた。すると彼女ははっきりと「弱みを握って脅おどせばいいのよ」と、毎日修しゆ羅ら場ばを見ている人間らしい過激なアドバイスをくれた。

　それを実行するつもりはなかったが、朝食が終わってから新森が出しゆつ勤きんしているか確かめる。

　確認は簡単だ。駐ちゆう車しや場に新森の車が置かれているか窓から見るだけで済む。

　新森が乗っている黒のＳＵＶは、駐車場の端はしに置かれていた。

　だから申し送りが済んでから、勤務明けの新森を駐車場で待ち伏ぶせして話をしようと思ったが、俺が着き替がえて署を出る頃ころには新森の車はなかった。

　仕方なく新森の家に向かう。

　今まで一度も行ったことがなかったのに、ここ数日で新森の家に行くのは三回目だ。

　歓かん迎げいされないのは分かっていたから、家に着いて呼び鈴りんを押した後、ドアを開けた新森が不ふ機き嫌げんな顔で「何の用だ」と睨にらんできたときも、怒りは湧わかなかった。

　勤務明けに苦手な同期が家に押し掛けたら、そんな反応になるのは仕方ない。

「聞きたいことが色々ある」

「こっちはない」

　さっさとドアを閉めようとする新森に「嗅ぎ回ってることを上にばらす」と、救命士の助言通りのやり方で交こう渉しようすると、ただでさえ俺に対しては愛あい想その良くない顔を歪ゆがめる。

　今にも舌打ちしそうな顔で「少し待ってろ」と言った。玄げん関かん先さきでするような話題じゃないから、俺を中に通すために部屋でも片づけるのかと思いきや、新森は車の鍵かぎを持って出てくる。

「どこに行くんだ？」

「話ができる場所だ。お前を家に上げるのはもう懲こりた」

　先日のことを言っているのだろう。平然としているように見えて、意識しているらしい。

　不意に、あの日の記き憶おくが蘇よみがえる。途と端たんに痴ち態たいが音声付きで脳のう裏りを掠かすめ、思わず頰ほおが熱くなった。

　幸いなことに新森は俺に背を向けているので気づいていないだろうが、ついその服を透とう視ししてしまいそうになる。背中から腰こしに続くなだらかなラインや、固い筋肉の上に柔やわらかな肉が乗った尻しりの感かん触しよくを思い出してごくりと喉のどが鳴る。

「おい」

「な、なんだよ」

　階段を降りきったところで声をかけられた。邪よこしまな考えを読まれたのだろうかと身構える。

　元々感情は素す直なおに顔に出る方だ。その上新森は人の頭の中を読み取るのが上手い。続く言葉を待っていると、「俺は車で行く。お前はバイクで勝手に付いてこい」と口にした。

　気取られなかったことにほっとしている俺を後しり目めに、新森がさっさと車に乗り込んだので、俺も慌あわててバイクを取りに向かう。何度か見失いそうになりながらも車の後ろに張り付いた。

　ようやく新森が車を停とめたのは川沿いにある広いグラウンドの駐車場だった。

　炎えん天てん下かのせいで誰もいない。新森は傍の自じ動どう販はん売ばい機きで飲み物を買ってから木こ陰かげのベンチに腰こし掛かけた。俺も飲み物を買うと、早さつ速そくプルトップを開けて炭酸を喉の奥に流し込む。

　日の下に出れば直射日光に焼かれ、木陰に入っても反射光がある。

　アスファルトが溶とけ出してしまいそうな暑さに、どこかの店に入れば良かったんじゃないかと不満を覚えたが、新森は近場で人目がないところに行きたかったのかもしれない。

「それで、何の話がしたいんだ？」

「非番の日の件だ」

　新森は最初からその話だと分かっていたのだろう。動じた様子もない。

「放火犯は確かにむかつくけど、お前が現場に出て調査することはないだろ。警察に任せろよ。そもそもお前が写真を撮とって分かるようなことは、警察だって分かってるだろ」

　俺の言葉に、新森は反論しなかった。その意味深な沈ちん黙もくに嫌いやな予感がして「もしかして、目星がついてるのか？」と問い掛ける。それに対して新森は「まだ」と口にした。

「そもそも、どうして現場にいたんだよ」

「勘かん」

「はあ？」

　非科学的なことを嫌きらう新森にしては、意外な返答だった。

「……何かあったらどうするんだよ。大体お前の仕事じゃないだろ。警察と調査員に任せろ」

　現場に出れば新森は常に冷静だ。追い込まれた状じよう況きようでも、焦あせらずに最良の手段の判断ができる奴やつだ。組んでいたとき、俺はいつも困ったときは新森を信用していた。

　だからこんなこと、俺が言わなくても分かっているはずだ。

「俺が非番に何してようが、お前には関係ないだろ？……一応、話には付き合ったんだ。面めん倒どうだから、誰にも言うなよ。言ったら、俺もばらすぞ」

　新森はそう言うと、話は終わりとばかりにベンチから立ち上がる。結局、大した話はできなかった。これだけのやりとりなら、玄関先でも問題なかったはずだ。

「何をだよ。もう童どう貞ていじゃねえし、ばらされて困ることなんかないぞ」

「ばらすもなにも、童貞は周知の事実だっただろう」

「……マジか」

　都野ぐらいにしかばれてないと思っていたから、青せい天てんの霹へき靂れきだ。

「顔に書いてあるしな」

「適当なこと言うな。書いてねぇよ！　書いてあったとしても、もう消えただろ！」

　それとも経験値一回ぐらいじゃまだうっすら残っているのか、と考えていると「俺と寝ねたことはばらされたくないだろ？」と言った。

「は、お前の方がばらされたくないだろ？」

「ああ、だから諸もろ刃はの剣つるぎだ。でも、これ以上俺の休日の行動に関して文句を言われたくないし、邪じや魔まもされたくないからな。お前が干かん渉しようしてくるなら、隣となりの人妻にばらす」

　邪魔をされたくないというのは、上に報告されたくないということだろう。新森が独自に動いていると知れば、上が良い顔をするはずもない。

「……別に、ばらしたいならばらせ。俺は全然、困らねぇよ」

　そもそも、もう気持ちの整理はついている。

　隣の部屋の旦だん那なは単身赴ふ任にん先に戻もどったようだが、だからといって彼女に手を出す気は起きないし、ここ数日は壁かべ一つ向こうの彼女のことではなく、新森のことばかり考えていた。

「は？　強がるなよ。困るだろ？」

「いや、全然。だからそれは抑よく止し力りよくにはならねぇよ」

　にやっと笑うと、「それなら御お守まもりはどうだ？　返してほしくないのか？」と聞いてくる。

「どうせ見つかってないんだろ？　それにお前の部屋の中で埋うずもれてるだけで、捨てたわけじゃないから、きっと罰ばちも当たらないだろ。三年後あたりに発はつ掘くつしたときは捨ててくれていい」

「……なら、永久歯全部抜ぬかれたくなかったら黙だまってろ」

「脅し方が怖こわいんだよ！　そんなんだから都野ですらびびってんだろうが」

「あれは調子に乗るから、びびらせるぐらいが丁度良い。消防なんて縦社会なのに、お前は後こう輩はいに舐なめられすぎだ。都野はまだしも、新人に現場で舐められたら、事故に繫つながる」

　今日は窘たしなめるつもりで来たのに、結局普ふ段だん通りに俺が叱しかられているのがおかしかった。

　だけど新森の懸け念ねんは杞き憂ゆうだ。現場で指示すれば、後輩はちゃんと従う。流石さすがにそこまでは舐められていない。だけど、彼らは従うだけだ。都野はまだましだが、新森ほどやりやすくはない。こんなにそりが合わないのに、現場では新森と組むのが一番合っていた。

「なあ、そんなに現場が気になるなら戻ってこいよ。俺もお前がいた方が、楽に仕事できる」

「お前を楽させるために戻るわけないだろ」

「楽っていうか、安心っていうか。お前が後ろに立ってると、心強い」

「……どっちも結局お前のためだろ。大体心細いと思うような繊せん細さいなタイプじゃない癖くせに何言ってんだ」

　相変わらず嫌みが返ってきたが、どこか歯切れが悪かった。俺がストレートに新森に戻ってきてほしいと告げたことに、戸と惑まどっているらしい。

　視線が合わないように目を伏せているのを見て、胸に込み上げてくるものがあった。

　先日、新森を抱だいた日から時折去来する感情の名前はよく分からない。けれどそれはまた触ふれたいという強い衝しよう動どうを伴ともなっていて、新森の首筋を伝う汗あせすらいやらしく見えた。

「安達？」

　黙り込んだ俺を不ふ審しんがる新森に、「お前、今付き合ってる奴いないんだよな？」と訊たずねる。

　新森は薄うす気き味み悪そうに眉まゆ根ねを寄せてから、肯こう定ていした。

「お前が嗅ぎ回ってることを黙るには、条件が二つある」

「都野だけでなくお前も調子に乗ってるのか」

　苛いら立だったように新森が吐はき捨てる言葉は聞かないふりで「一つは、非番の日の行動で放火の件に関かかわるなら、俺と情報を共有化すること。それから一人で危ない場所に行くな」と告げる。

　後半は小さな子供に向けるような内容だが、この件に関する新森は小さな子供よりも危あやうい。

「二つ目は？」

　偉えらそうに顎あごをつんと反らして聞かれる。

「一回……俺とデートしろ」

　そうすれば新森のことばかり考えてしまう理由も、胸に込み上げる感情の名前も分かる気がする。ただ童貞卒業の相手として気になっているのか、単純にゲイセックスが良かったのか、それとも俺があれをきっかけに新森に惚ほれてしまったのか、分かるはずだ。

「……は？」

　新森はしばし固まってから、限界まで眉まゆを寄せて「脳が茹ゆだったのか？」と、吐き捨てた。

　予想はしていたが、デートの誘さそいを断られるのは、相手が新森でも胸が痛む。

　いや、もしかしたら相手が新森だからこそ、なのかもしれない。

「一回デートってなんだよ童貞。ストレートに体を要求された方がまだ、納なつ得とくできる」

「それ、無む理り矢や理りだろ」

　どうせそういう要求をしたとして、新森が素直に抱かせてくれるわけがない。

「この間のあれが無理矢理じゃなかったとでも思ってるのか？」

「見解の相そう違いがあっただけで、無理矢理じゃないだろ？　お前から仕し掛かけてきたわけだし」

　新森は何か言いかけて止やめた。この件に関しては分が悪いのを理解しているのだろう。

「それに、お前も最後の方は気持ちよさそうにしてた……」

　ペシッと音がして、台詞せりふが遮さえぎられる。新森の手の中でまだ開けていない缶かんが、凹へこんでいた。

「大体、俺とデートって……何のために」

　不審げな視線に、仕方なく「俺がお前のこと好きかどうか見み極きわめたい」と答えると、新森は大きく瞬まばたきをしてから「安心しろ。デートなんかしなくても分かる。勘かん違ちがいだ」と口にした。

「お前が勝手に決めるなよ」

「初めてセックスして舞まい上がってるだけだろ。しばらく待てば落ち着くから早まるな」

「なんで断言できるんだよ。本気で好きになったかもしれないだろ」

「一発やったら好きになるなんて、どれだけ単純な精神構造してるんだ。いくらお前でもそれはない。一時的な風邪かぜみたいなものだ。一ヶ月後には確実に抹まつ消しようしたい過去になるから、血迷って俺に馬ば鹿かな要求するな。大体、巨きよ乳にゆうが好きだって昔都野と馬鹿な話してただろ」

「……お前、もしかして俺とデートするのが怖いのか？」

　早口で言い募つのる新森の様子に、感じたことをそのまま伝えると新森の顔が更さらに剣けん吞のんになる。

「どうしてそうなる」

「じゃあいいだろ？　デートぐらい。嗅かぎ回ってることは誰だれにも知られたくないんだろ？」

　どうして新森がこの件に関して肩かた入いれしているのかは知らないが、黙っていることが交こう渉しよう材料になるなら、有効に活用してやろうと手にしたばかりの秘密を引き合いに出す。

　新森は至し極ごく嫌いやそうな顔をしたが、それでも渋しぶ々しぶ俺の提案を了りよう承しようする。

　それでも最後に「後々、消したい記き憶おくになっても俺に文句を言うなよ」と釘くぎを刺さすことは忘れなかった。










　遠出をする際は、一応上司への報告義務がある。

　それほど厳密なものではなく、非番の日に連れん絡らくがつくように、行き先を提出するのだ。

　とりあえず申しん請せい書しよは貰もらったものの、遠出といっても特に思いつかなかった。

　雑誌で特集される場所は殆ほとんどが東京かその近きん郊こうだったので、行き先に「東京」と記入したが、具体的に目的地は決めていない。そもそも誘さそったものの、これといって行きたいところがない。

　強しいて挙げれば久ひさし振ぶりにボルダリングジムか登山に行きたいが、以前同期と登山に行くことが決まった際に、新森は幹事に「休日まで訓練したくない」と不参加を告げていた。

　いくら考えても相応ふさわしい場所を思いつかないので、仕方なく夕食の食事当番の際に横で米を洗っていた都野に相談すると「相手、誰ですか？」とにやついた顔で聞かれた。

「いいだろ、誰でも」

「何してる人ですか？　どこで会ったんですか？　美人ですか？　画像は？」

「画像はない。団体職員だよ。それでいいだろ」

「もっと詳くわしく教えてくださいよ。相手の情報がないと的確なアドバイスできませんよ」

「同い年で、前からの知り合いだよ」

　思った以上に食いついて来る都野を、適当に誤ご魔ま化かす。まさか上のフロアでヘッドセットを着けている男だとは言えない。都野に喋しやべったことがばれたら、新森に殺される。

「じゃあ、アドバイスできるのは基本的なことだけですけど、初デートで遠出はしない方がいいですよ。あと行列に並ぶのも駄だ目め。アウトドア系は初デートでは避さけた方がいいですね。あとスポーツ観戦も。それから焼き肉とかラーメンとか、匂においが服につく店も駄目です」

「それが基本なのか？　なんか駄目なのが多いな。具体的にはどこが良いんだよ」

「映画とか、花火とか、ドライブとか？　まぁ、一回目なら無難な場所で、二人で楽しめるようなことをするのが良いと思いますよ。あと絶対にがっついちゃだめですよ」

　しかし生憎あいにく、新森と二人で楽しめる場所が一つも思いつかない。そもそも俺はあいつの性的嗜し好こうは知っているが、映画の好みは知らないし、どんな趣しゆ味みがあるのかも分からない。

　俺が考え込んでいると、都野は「結果報告楽しみにしてます。なんなら携けい帯たいで実じつ況きようしてくれてもいいですよ」と、米のとぎ汁じるをシンクに捨てながら言った。

「やらねぇよ」

　こいつに相談したのが、そもそもの間ま違ちがいだったかもしれないと後こう悔かいしながら、なおも相手の情報を聞き出そうと誘ゆう導どう尋じん問もんする都野をいなして、食事の支し度たくを続けた。

　結局悩なやんでいるうちに新森と摺すり合わせた日程が来てしまい、手元にあった雑誌を参考にして、普段は弟に貸している車で都内まで出で掛かけた。

　迎むかえに行ったときも、高速に乗ってからも、新森は言葉少なだった。話しかけなければ話さない。俺も色々考えていたから、車内ではラジオだけが饒じよう舌ぜつだった。非番でも交通情報や気象情報が気になるのは職業病みたいなもので、運転しながら柔やわらかな女性の声に耳みみを傾かたむける。

　正直に言えば、助手席に座る新森に対してどういう態度をとっていいのか分からなかった。「好きかどうか見極めたい」というのが今いま更さらながら「告白もどき」だと気づいて、尚なお更さら何を話していいのか分からなくなる。新森は新森で、本当に俺が迎えに来たことに戸惑っているらしく、居い心地ごこち悪そうに助手席に座っていた。

　行き先すら聞いてこないということは、乗り気じゃないんだろう。

　脅おどしに乗ったことを後悔しているんだろうな、と思いながらアクセルを踏ふんだ。結局、新森と出会って以来初めてじゃないかと思うほど、お互たがい大人しく目的地に向かう。

　最初の行き先であるボート乗り場に辿たどり着くと、新森はそこでようやくいつもの調子を取り戻もどして「なんでこうなるんだ？」と口にした。

「何が？」

　新森が何か言おうとしたときに、貸しボート屋の男性に声を掛かけられた。しかし使い方の説明を聞きながら料金を払はらって向き直ると、新森は何も言わずに口を噤つぐんだ。

　ボートに乗り込んで池の中央を目指して漕こぎ出してからも、新森は浮うかない顔で黙だまっている。

「お前が漕ぎたかったか？」

　そう問い掛けると、新森は俺の顔を見てあからさまに溜ため息を吐ついた。

「そうじゃない。俺は湖でお前とボートに乗っている理由が知りたい」

「なんだよ。デートしてくれるって言っただろ？」

　意図せず不安げな声になった。しかし新森はからかうでもなく、「男二人でボート乗ってる奴やつ見たことあるか？　普ふ通つうは家族か女連れだろうが！」と、珍めずらしく声を荒あららげた。

「つまりデートスポットとして正しいってことじゃねえの？」

「絶対ゲイだと思われてるぞ」

「事実だろ」

　平日の午前中なので他ほかにボートに乗っている人間がいないため、確かに目立っている。

　池を取り囲む遊歩道は散歩をしている人間が多いので、余計に居たたまれないらしい。

　居心地が悪そうなので、木が茂しげってあまり人目につかない方にゆっくりとボートを漕ぐ。

「俺に嫌がらせしたいのか？　そういうつもりだったなら、最初からそう言え」

　今日も日差しは強く、池に浮く蓮はすは丁度開花時期を迎えている。

　ボートを楽しむには最適のロケーションだが、新森はどこか傷ついたように俯うつむいたままだ。

　人目を気にするような奴じゃないと思っていたから意外だった。

「ナイトクルージングの方が良かったか？」

「船から離はなれろ。もしそれがヘリだったとしても無理だけどな」

「いや、だって何が良いとか分からないから。ボート演習好きだったよな？」

「お前が転てん覆ぷくさせるまではな。だけどボートが好きとかそういうことじゃないだろ」

　呻うなるように呟つぶやいた新森を見て「お前が行きたい所があるなら、そこでいい。どこにも行きたくないなら、帰るか？」と切り出す。

　居心地が悪い思いをさせたいわけじゃないが、結果的にそうなってしまった。人の目を気にして小さくなっている新森を見たくはない。

「……嫌がらせしなくていいのかよ」

　本気で疑っていたらしい。そんなに嫌だったのかと、少し落ち込む。

「デートだって最初に言っただろ。その理由だって説明した」

「……長い付き合いなんだから、こんな風に会っても、今更分かることなんてないだろ」

「俺はお前が嫌な奴だってことしか知らない」

　途と端たんに先さき程ほどまで居心地が悪そうだった新森が、剣吞な眼めをして立ち上がった。

　鋭するどい回し蹴げりを再び喰くらうのも、新森と一いつ緒しよに転覆するのも御ご免めんなので「違ちがう。そうじゃなくて、俺は仕事中のお前しか知らないんだよ」と言い直す。

「俺はライバルとしてのお前しか知らない。そうじゃなくて……もっと普通のお前が知りたいんだよ。笑ってる顔とか、喜んでる顔が見たいんだ。そしたら……」

　もっとお前のことを好きになる気がする、と言いかけて新森が驚おどろいた顔で俺を見下ろしていることに気づいた。俺も、自分が吐はいた台詞せりふに驚く。

　俺はこいつのことが好きなのか？　と自問自答しながらも顔が赤くなるのが分かる。

　それを知るためのデートだったのに、一工程目で早くも目標が達成されてしまった。

「と、とりあえず座れよ。二回も転覆したくねぇだろ」

「……前回転覆したのはお前のせいだろ」

　そう言いながらも、新森は素す直なおに座り直す。

「お前、隣となりの家の人妻に片かた想おもいしてるんだろ？　そっちにはふられたのか？　女にふられて男に乗り換かえるって、どうかと思うけどな」

「人妻はもういいんだよ。乗り換えるとかじゃなくて、俺は今お前のことが知りたいだけなんだ」

　頑かたくなに俺の本気を認めない相手に苛いら立だちながらも、ここで喧けん嘩かをして帰られるのも困る。

　けれど口論を切っ掛けに新森はそれなりに吹ふっ切れたらしく、急に肩かたの力を抜ぬいた。

「帰らなくていいのか？」

「今日一日付き合えば、上司に黙ってるって約束、守れよ」

　新森は偉えらそうに念を押すと、今まで大人しかったのが噓うそのように「そういえばお前、もしかしてデートも初めてなのか？」と、都野のようににやにやした顔で聞いてきた。

「悪いかよ」

「このままじゃ、全部俺が初めてになるんじゃないか？」

「だから、それの何が悪いんだよ？」

　平然と言い返すと、新森は先程までのにやついた顔を引っ込める。

　それから困っているのと怒おこっているのが半々になったような顔で、俺を見た。

「……悪いとは言ってないだろ。で、次は？」

　その態度を不ふ審しんに感じながらもボートから降りて予約していた店に行くと、雰ふん囲い気きのせいか立地のせいか、客は女ばかりだった。男の二人連れは俺達しかいないので、再び文句を言われるかと懸け念ねんしたが、新森は何も言わずに案内された席に座り、メニューについて店員に質問する。

　結局勧すすめられるままにコースを頼たのんでから、午後の予定を考えた。当初は水族館に行って、その後は夕食を食べて帰ろうと思っていたが、水族館に男二人も場ば違ちがいかもしれない。

　水の傍そばにいると落ち着くというのは職業病だと思っていたが、昨夜何気なく都野に話したら「先せん輩ぱいだけでしょ」と笑われた。それでもビルや大きな施し設せつに入ると、脱だつ出しゆつ経路の確かく認にんをしてしまうのは、職業病で間違いないだろう。店は美術館や劇場が併へい設せつされた高層ビルの中にあったが、足を踏み入れた途端に新森も誘ゆう導どう灯とうに視線を向けていた。

　それを見て本当に現場に未練がないのか聞こうとしたときに、店員が一皿目を運んできた。

「……鍋なべ？」

　色とりどりの野菜が並ぶ皿の中央に、鉢はちのようなものが置かれていた。小さな濁にごったスープの入った鉢の下には、着火された固形燃料が入っている。

　コースに鍋が含ふくまれるなんて店員は言ってなかった。そもそもイタリア料理に鍋があるのか。

　それに鍋にするには野菜の量と鉢の大きさが合わないと訝いぶかしんでいると、新森が「バーニャ・カウダ。サラダだと思って食え」と呆あきれた顔で助言をくれた。

「サラダ？」

　食べ方が分からずにいる俺の前で、新森が直じかに手で野菜スティックを摑つかみ、素す焼やきの器うつわに入っているソースを掬すくって口に運んだ。こういうときに、つくづく新森は得だと思う。

　手づかみで食べても下品な印象がない。いや、もしかして手づかみで食べる料理なのか？

「最初のデートに初めて行く店を選ぶなよ。不慣れな場所だと失敗しやすい。特にお前はな」

　確かにこういう雰囲気の店は不慣れだ。そもそも先程見せて貰もらったメニューブックだって、内容を半分も理解できなかった。

「次からは気を付ける」

　一口食べて、濁ったスープがときどきピザにかかってる癖くせのあるソースと同じだと分かり、微び妙みような気分になった。残すのは好きじゃないので全部食べるが、魚臭くさい味に気分が落ちる。

「次は、女と来いよ。お前も一回女とすれば、二度と馬ば鹿かなことは言わなくなる」

　デートの最中に他の相手を薦すすめられるなんて完全に脈がないなと、多た難なんそうな前ぜん途とに溜め息を吐いて残りの野菜にはソースを付けずに口に運んだ。新森が「女と」なんて言うから、メインディッシュも砂を嚙かむような気分で食べ終える。

　会話の少ない食事を終えてから、店を出ると新森は「次は？」と、聞いてきた。

「水族館に行こうと思ってた」

「新しくできたところか？　それなら地下鉄の方が早い」

　ルートに詳くわしいのは、よく都内を訪おとずれるからかもしれない。

　デートもそれなりにしているんだろうと思ったら、顔も知らない相手に嫉しつ妬とした。

　先程自覚したばかりの恋こい心ごころを傷つけられながら、歩き出す新森を追いかけていると、歩道の脇わきを前まえ屈かがみになって、ふらふら歩いている女性に気付いた。

「新森」

　声を掛かけて、新森が振り向むくのを待たずにその女性に近づく。

　その体が丁度ぐらりと前に向かって傾かたむいたので、慌あわてて肩を摑んで抱だき寄せる。

　体に腕を回した後で女性の腹が妙みように膨ふくらんでいるのが目に入り、彼女が妊にん婦ぷだと分かった。

「どうしました？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ……はい、あの」

　彼女の肩にかかっていた大きな鞄かばんが道の上に落ちる。

　すぐ傍を通りすぎる通行人はちらりとこちらに目を向けたが、立ち止まりはしなかった。

　近づいてきた新森が、落ちた鞄から飛び出た手帳や財さい布ふを拾う。

「気分が、悪くて、お腹なかが、すごく張っちゃってて」

「救急車を呼びましょうか？」

「いえ、すぐに、落ち着くと思うんですが……」

　そこまで言ってからはっとしたように、女性が周囲を見回す。

「あの、近くに息子むすこがいませんでしたか？　四歳ぐらいの」

「服の特とく徴ちようと名前を教えて貰えますか？」

　新森が周囲に眼を向けながら口にする。

　しかし取り乱した女性は「どうしよう」と慌てて歩き出そうとして、バランスを崩くずした。

　目眩めまいを感じたのか、崩れそうになった体を両手で支えると、「お母さん」と新森が穏おだやかな口調で呼びかけた。俺達には絶対に向けない、新森が要救や罹り災さい者にかけるとき特有の声だ。

「落ち着いてください。代わりに捜さがしますから。お子さんのお名前と特徴を教えてください」

　女性は不安のせいか泣き出しながらも、聞かれたことには全すべて答えた。

　けれど話している最中も辛つらそうに何度か腹を押さえて、屈かがみ込みそうになっている。

「新森、俺が捜してくるから、お前は彼女を頼む」

　取り乱した相手を落ち着かせるのは、新森の方が向いている。

「分かった」

　女性はひどく具合が悪そうだった。

　だけど必要があれば新森が救急車を呼ぶだろうと判断して、二人と別れて子供の名前を呼びながら周囲を捜そう索さくする。しかし駅前は人通りが多く、なかなか見つからない。子供が行きそうな場所を中心に捜していると、不意に救急車のサイレンが聞こえた。

　先程までいた歩道の傍で停とまったから、新森が呼んだのだろう。

　こうなったら一人で捜すよりも警察にも協力してもらった方が早いと、携けい帯たいを取り出したときに、駅前の歩道橋の上で柵さくの隙すき間まから救急車を見つめている幼い男の子に気づく。

　着ている服は女性に聞いた特徴通りのキャラクターＴシャツだったし、周囲に保護者がいるようにも見えない。すぐに信号を渡わたって階段を上がると、男の子はまだ同じ場所にいた。

「こんにちは」

　近づいて怖こわがらせないようにしゃがみ込んで名前を呼ぶと、俺に気づいた子供が振り向く。

　以前、保育園の避ひ難なん訓くん練れんに協力したときに、子供を泣かせた。その際に新森から「怖がらせたくないなら、できる限り視線を合わせろ。それからゆっくり話せ」と、叱しかられたことを思い出す。だから話し方に気を配って、もう一度名前を確認すると、男の子はこくりと頷うなずいた。

「良かった。ママが捜してたんだよ」

　ほっとして微笑ほほえみかける。

　男の子はようやく母親が傍にいないことに気づいたのか、急にそわそわし始めた。

「ママ、どこ？」

「連れていってあげるよ。一いつ緒しよに行こうか」

　小さく柔やわらかい手をとって来た道を戻もどる。しかし歩道橋を降りたとき、救急車は走り出してしまった。元の場所に戻っても、新森はいない。連れん絡らく役のために、救急車に同乗したのだろう。

　仕方なく電話をかけると、新森が出るまでは少し時間がかかった。

　背後の雑音から判断すると、予想した通りに救急車の中にいるようだ。

『子供が見つかったのは伝えておく。搬はん送そう先がまだ決まってないから、決まり次し第だい連絡する。それまではひとまず待機だ』

『了りよう解かい』

　デートだというのに、まるで職務中のようなやりとりに苦く笑しようして、携帯を仕し舞まう。

　手を繫つないでる男の子を見下ろすと、泣きそうな顔をしていた。

「ママは？　ねぇ、ママは？」

「ママのところにはすぐに連れていくから、ちょっとお兄ちゃんと遊んでようか」

「やだ！　知らない人と、遊んじゃだめなんだよ」

　どうやら男の子は、俺に不信感を抱いだいているせいで、不安を感じているらしい。

「いや、手、いや！　離はなせ！」

　急に暴れ出した男の子に慌てて「お兄ちゃんは怪あやしくないから」と口にすると、子供が大声で「いやー！　ママのとこに帰る！」と叫さけんだ。

　名前を呼んで落ち着かせようとしても、両手両足を使って暴れ出す。

「あらあらボク、パパのこと困らせちゃ駄だ目めよぉ」

　あまりに大声で泣きわめいたせいか、通りかかった年配の女性が子供を窘たしなめた。

　思わぬ助け船にほっとした瞬しゆん間かん、子供が「違ちがう！」とぼろぼろ大おお粒つぶの涙なみだを流して泣き始める。

　それから先さき程ほどよりもずっと大きな声で「知らない人だもん！　パパじゃないもん！　ママのところに行くって言ったのにママいないもん！　お家うちに帰りたいよぉ！」と絶ぜつ叫きようした。




「は……っ　お前……本当についてないな」

　新森は人ひと気けのない待合室のソファに座りながら、まだ笑いの残る口元に手を当てた。

　こんなに笑っている新森を見るのは初めてだ。しかし嫌いやみのない笑顔を見ても純じゆん粋すいに喜べないのは、病院に至るまでの道程が馬鹿みたいに大変で長かったからだ。　>>>♥

「笑い事じゃない」

　駅前に交番があったお陰かげで警察が来るのは早かったが、誤解を解くのに時間がかかった。

　年配の女性が「誘ゆう拐かい」として通報したせいと、「はなしてぇ！」と泣なき叫ぶ男の子が再び逃にげ出して迷子にならないように抱き上げていたせいで、余計に疑ぎ惑わくを深めてしまったのだろう。

　やってきた警官に、自分は非番の消防士で迷子を保護しただけだと説明したら、「消防士が誘拐」「怖いわぁ」と周囲に囁ささやかれて、俺の方が泣きたくなった。

「迷子を保護したのに通報される奴やつ、初めて見た」

　警察も警察だ。これが身内なら「誤解」ですぐ解放するくせに、一いつ切さい信用して貰えないまま交番に連れていかれて、一から全部話すはめになった。

　男の子は母親とはぐれた上に男に連れ回され、交番で見知らぬ大人に囲まれたことでパニックに陥おちいり、名前すら言えずにどんな質問をされても黙だまってずっと泣いていた。

　消防士だというのは署に照会されたので信じて貰もらえたが、明日出しゆつ勤きんしたら一応署長には身分照会の事情説明をした方が良さそうだ。恐おそらく笑われるだけだろうが。

　誘拐犯でないことを証明してくれる筈はずの、新森や妊婦と連絡がつかなかったのも長引いた理由の一つだが、新森の方も受け入れ拒きよ否ひで搬送できる病院が見つからず、大変だったらしい。

　ようやく電話が繫がったときは、心底ほっとした。子供と警官と一緒に病院に行って無事な妊婦の顔を見たときよりも、平然とした新森を見たときの方が安心した。

　しかし、薄はく情じような同期は警官と一緒に来た俺を見ると、遠えん慮りよなく笑った。

「役割を逆にすれば良かった。お前なら、子供も泣かなかっただろうしな」

「悪役顔だからな」

　今回の一件で、俺が子供からヒーロー扱あつかいされるのは、防火衣を着ているときだけということがよく分かった。今までは楽しんで行っていた保育園の避難訓練が、憂ゆう鬱うつになりそうだ。

「母親も男の子も無事だったから、それでいいんだけどな」

　先程父親も駆かけつけ、土下座せんばかりに頭を下げられて、迷子を保護した上に救急車を呼んで病院まで付き添そったことの礼を言われた。男の子はまだ俺が「誘拐犯ではない」とは信じられないようで、父親の陰から不信感たっぷりの眼めで俺を見ていた。

　もう病院に用はないが、精神的にかなり疲つかれたので、こうして外来のソファに沈しずんでいる。

「俺が警官に囲まれて尋じん問もんされてる頃ころ、どうせお前は救急救命士とでも仲良くしてたんだろ」

「そんな暇ひまない。確かに看護師とは色々話したけどな。お前が来るのを待つ間」

　冗じよう談だん混じりの愚ぐ痴ちに意外な返答が返ってきて、思わず隣となりに座る新森を振ふり返る。

「看護師って女？」

　俺の質問に新森は「男」と簡潔に答える。安心しかけて新森がゲイだったことを思い出す。

　自分のことを棚たなに上げて忘れていた。プロレスラー擬もどきに対する発言を聞く限り、新森は相手に求めるハードルが異様に低い。放って置いたらすぐにでも相手を見付けそうだ。

　仲の悪かった俺を襲おそおうとしたところを鑑かんがみても、理性より性せい欲よくの方が強そうだ。

「なんかむかついてきた」

「はあ？　話しただけだろ。そもそもお前にそんな権利ねぇよ」

「今日はあるだろ。デート中なんだから」

　看護師ってどいつだ？　ベッド脇わきに立っていた奴か？　と渋しぶい顔で記き憶おくを手て探さぐりしていると、新森がゆっくりとソファから立ち上がった。いつまでも病院にいても邪じや魔まだろう。

　俺も重い腰こしを上げると新森は「水族館、何時まで開いてるか知ってるか？」と聞いてきた。

　時計を見ると、閉館の一時間前だった。

　移動時間を考えると、入ってすぐに追い出されることになりそうだ。週末や祝日ならもう少し開館時間が長かったのにと、世間のカレンダーとは連動していない勤務形態を恨うらめしく思う。

「夜はどこか考えてたのか？」

　新森が何時まで付き合ってくれるのか分からなかったから、夕飯のことは予約してこなかった。水族館が入っているビルの中で済まそうと思っていたが、あくまで移動距きよ離りが少ないから選んだだけで、ここから動くなら別にどこでも構わなかった。

「俺が決めていいか？」

　失敗してばかりなので、むしろ新森に任せた方がいいと思い頷く。

　新森は病院を出るとタクシーを捕つかまえた。

　いくつか信号をくぐり抜ぬけた辺りで、随ずい分ぶん走るんだな、と窓の外に眼を向ける。

　遠くに行くなら停とめたままの車を取ってくるべきだったと思ったが、再び駐ちゆう車しや場を探すことを考えると、それはそれで面めん倒どうだった。

　普ふ段だん、東京には滅めつ多たに来ない。用事は地元で事足りるし、男友達と遊ぶときは海や山に行くことが多いから、私用で都内に出るのは数年ぶりだ。改めて背が高いビルが多いことに気づく。

「あの高さじゃ、火事があったときにハシゴが届かないよな」

「耐たい火か建築物だから、一区画が燃え切れば、延えん焼しようはしない」

「分かってるけど、例えばあの辺りのベランダに人が取り残されてた場合、室内が燃えてたら屋上からロープしかないよな。ビル風も強そうだ」

　訓練では色々な想定を行うので、普段から最悪なパターンを想像することには慣れていた。

　目の前にある背の高いビルの場合、最悪なのは個性的なデザインで出っ張ったベランダの部分に、人が取り残されているケースだ。

「それはもうレスキューの仕事だろ」

　新森は背の高いビルに視線を向けてから、その目に俺を映した。

「レスキュー、申し込んでないみたいだな」

　指し摘てきされて苦い気持ちになる。

　オレンジの服は憧あこがれだった。子供の頃、見学に行ったイベントで、ヘリから格好良くロープで降下するオレンジ服の隊員を見た。周りの子供はヘリコプターや消防車に夢中だったけど、俺はそのオレンジ服の男に夢中で、親に窘たしなめられてもその人を質しつ問もん攻ぜめにしていたらしい。

　あまり詳くわしく覚えていないが、結局その気持ちが大きすぎたのか、こうして消防士を選んだ。

「受けろよ。たぶん、お前なら受かる」

「……お前は？」

「俺は指令室勤務だからな」

「お前の歳としで指令室の辞令が下るのは早いだろ。自分で希望して、配属して貰ったのか？」

　忘れられない事故の光景が網もう膜まくに蘇よみがえる。あのとき置いて逃げた判断は正しかった筈だ。

　実際別班がすぐに駆けつけて救助したので、新森は今も俺の横に座っている。だけど、それは結果論だ。別班の到とう着ちやくが少しでも遅おくれれば、炎ほのおに巻かれて死んでいたかもしれない。

　置き去りにされた記憶があるから、新森は現場を遠ざけたんじゃないのかと、ずっと胸の奥にその考えが引っかかっている。デート中にしたい話題じゃないが、新森と落ち着いて話せる機会は少ない。今聞かなければ、いつ聞けるか分からない。

「本当に、俺がいなくなれば、戻もどってくるのか？」

　以前吞のみ屋でそう言っていたのを思い出して訊たずねる。

「あれは……冗談だ。それに、どうせお前はいなくならない。非番の日にまでビル火災のシミュレーションしてる奴が、自分から仕事を辞やめるわけがない」

　ふっと笑った新森に「非番の日に仕事をしてるのはお前もだろ」と返す。

　火事現場に現れて放火犯を捜さがすなんて、馬ば鹿かなことをしている奴に言われたくない。

　結局犯人に目星はついたのか訊ねようとしたとき、タクシーが見慣れた看板の前で停とまる。

「ここか？」

「何か文句があるのか？」

　新森が俺を連れてきたのはただのファミレスだった。地元にもある全国展開の店に、わざわざタクシーを使ってまで来る理由が分からない俺を置いて、新森が先に店に入る。

　昼間の女性密度の高い店がそんなに嫌いやだったのかと、凹へこみながらハンバーグを頼たのむ。

　確かにここなら気を遣つかわずに食事ができるが、デートというより同どう僚りようと食事をしているだけの気分だ。尤もつとも、新森は最初からそのつもりなんだろうけれど。

　夕食には早い時間なので、店内はまだ空席が目立っている。食事を終えたら後は帰るだけだ。

　がっつくなと都野に釘くぎを刺さされていたので、それ以上のプランは考えていない。

　黙ったまま向かいで食事を続ける男を見つめる。食事の仕方は相変わらず綺き麗れいで優ゆう雅がだ。

　それを見ていたら、不意に昔の出来事が頭を掠かすめる。

「俺は意味ない行動ばっかりだけど、お前は意味ないことはしないんだよな」

「何の話だ？」

「寮りようで夕食を食べるときに、普段は綺麗に食うお前が、珍めずらしくがっついてるときがあっただろ。何なんだろうな、って思いながらも理由は分からなかったし聞きもしなかった」

　新森はそのことを覚えているのかいないのか、先を促うながすように箸はしを止めた。

「風ふ呂ろもろくに入らずに、寮のベッドで丸くなっていち早く眠ねむってたよな。お前の不可解な行動の理由はその夜分かった。十回以上グラウンドに非常招集されて、十分以内に集まれなかった班はペナルティで腕うで立たて。寮に戻って眠っても、また数十分後か数時間後に招集がかかった」

　日中は限界まで筋肉を酷こく使しさせられ、夜はそんな風に呼び出される。

　自衛隊に入った友人から聞いたが、睡すい眠みん中に何度も起こすのは、拷ごう問もんの手法の一つらしい。

　確かに精神的にも肉体的にもきつかった。最後の招集は明け方で、もう日が昇のぼっていた。少し眠そうな顔をしていたものの、唯ゆい一いつ新森だけが最後まで元気だった。

「夜間に非常呼集の奇き襲しゆう訓練があるって、知ってたんだろ？」

　あのとき問いつめても、認めなかったことをもう一度訊たずねると、時効だと思ったのか「教官が打ち合わせをしているのを聞いた。でもお前らに言うとすぐに顔に出るからな。訓練生が勘かんづいたとばれたら、日程を変へん更こうされかねない」と悪びれずに真相を口にする。

「嫌な奴やつ」

「そう思うならなんで今向かい合って飯食ってんだよ」

「……そんなの、嫌な奴でも……好きだからじゃねえの？」

　口に出すことに、それほど抵てい抗こうはなかった。気き恥はずかしさや不安は不思議と感じずに、リングの縁ふちを速度を落としながらぐるぐる回っていたボールが、ようやく穴に落ちた感覚だった。

　新森は眉まゆを寄せて「だからそれは……」と、また俺の感情を否定しようとする。

「お前の言いたいことは分かってる。でもひとまずそれは置いておくとして、この店にはなんの意味があるんだ？」

「意味？」

「なんかあるんだろ？　じゃなきゃ、わざわざここまで来ないだろ」

　新森は小さく嘆たん息そくすると「父親とよく来てたんだ」と答える。

「針河さんから聞いたけど、殉じゆん職しよくしたんだってな」

　新森は意外そうに瞬まばたきした後で「連続放火犯を助けようとしてな」と呟つぶやく。

「そいつは自分が疑われてると知って焼しよう身しん自殺を企くわだてたんだ。家に火をつけて、その部屋に閉じこもって……。でも怖こわくなったそいつは、助けを求めて通報した」

　新森はそこで一度言葉を切る。淡たん々たんと語りながらも、俺と目を合わせようとはしなかった。

　まるで心の中を読まれるのを嫌がるように、視線は伏ふせられたままだ。

「家は木造住宅。灯油も撒まかれていた。そいつは放火犯だったけど同時に要救だった。だから助けるために父親は炎に飛び込んでいった。その三日後に死んだ」

　語り口調から憎にくしみを読み取ることはできなかった。でも何も感じていないわけがない。

「まさかその放火犯と今回の放火犯を同一視して、制裁を与あたえようなんて考えてないよな？」

　嫌な予感がして訊ねると、新森は「まさか」と呟いて食事を再開した。

「俺はただ、父親みたいに殉職する消防士を出したくないだけだ。失敗ばっかりのくせに、要救がいると分かれば、突つっ走りそうな奴に心当たりもあるしな」

　意味深な視線を向けられて「突っ走ってるのはお前だろう」と返す。新森は反論しなかった。

　突っ走った件を黙もく認にんする見返りのデートだってことを思い出したのかもしれない。

　食事を終えると、新森は「飲んで帰るか」と言った。酒に誘さそわれたのは初めてだ。

「行ってもいいけど、俺は運転があるから酒は付き合えないぞ」

「泊とまっていけばいい」

　当たり前のように新森がそう口にする。

　それは、もしかしてそういう誘いなのかと、思わず新森の顔を見つめる。

　新森はそれ以上は言わずに、さっさと繁はん華か街がいに向かって歩き出した。

　子供の頃ころによくファミレスに来ていたということは、周辺の地理を把は握あくしているのだろう。

　迷うことなく人ひと混ごみを搔かき分けて歩く新森の後ろ姿を、見失いそうになりながらついていく。

　女性だったら手を繫つなげるんだろうが、男同士じゃそれもままならない。俺は気にしないが、たぶん新森は気にする。せっかく良い展開になりそうなのに、ここで機き嫌げんを損そこねたくない。

「安達」

　はぐれそうになったときに名前を呼ばれる。

　足を止めた新森に近づくと、そこは路地裏の雑居ビルの前だった。

　低層階にはどこかの会社のオフィスが入っているが、上は吞のみ屋になっているようだ。

　人の出入りが少ないビルだった。流行はやっているようには見えないが、こだわりはないので、大人しく新森についてエレベータに乗る。

　だけど扉とびらが開いた瞬しゆん間かんに戸と惑まどった。薄うす暗ぐらい店内はどこか異様な雰ふん囲い気きだった。

　普通の吞み屋と違い、入って直すぐに受付がある。

　新森は以前俺が部屋で見付けた会員証を出して、その場で二人分の支し払はらいを済ませた。

　女性が付く店なのかと思ったが、店内には華はなやかな雰囲気はなく、女性は少ない。

　薄暗く閑かん散さんとしているのは分かったが、天てん井じようから垂れ下がった切り絵のようなロールカーテンのせいで、室内を全すべて見回すことはできなかった。至る所に置かれた蠟ろう燭そくが、そのカーテンに引火しそうだと考えていると、新森が一足先にカウンターで酒を注文する。

「この店、よく来るのか？」

「メンズの日にだけな」

　男性割引がある吞み屋なんて珍しい。わざわざ来たということは、今日がその日なのだろうかと、早さつ速そく店員から新森が受け取ったメロンボール入りのグラスを見る。

　泊まればいいと言われたがまだ飲む気にはなれずに、俺は酒以外のメニューから選んだ。店員は俺の目の前でコンビニで売っているペットボトルから、ウーロン茶をグラスに注ぐ。

　見える限り、スタッフはカウンターと受付にしかいない。

　時折空いたグラスや灰皿の回収にテーブルを回っているが、隅すみのソファにいる客のところに注文を取りに行くことはないし、カウンターで飲む俺達にも積極的に話しかけてはこなかった。

「お前、飲みすぎじゃないか？」

　喉のどが渇かわいていたのか、早くも三杯ばい目をあけている新森に問い掛かけると、少し耳を赤くして「この間みたいな手間はかけない」と、四杯目を注文する。

　新森は酒に弱くもないが強くもない。酔よって眠ってしまったら車まで運ぶのは大変そうだ。

　───いや、そのときはホテルに泊まればいいのか。

　そんな風に考えた途と端たん、自分の顔が赤くなるのが分かった。勿もち論ろん、ホテルに誘われたからといって手を出していいことにはならない。都野にもがっつくなと言われているし、仮に泊まるとしても紳しん士し的な対応を心こころ掛がけるのが正解かもしれない。だけどもし新森の方がその気で、ホテルに泊まったのに手を出さなかったら、二度と誘って貰もらえない気がする。

　童どう貞ていを卒業したばかりでは、その辺りを判断するのが難しい。冷静な観察力が必要だ。

　やはり酒は飲まない方がいいと考える俺の横で、新森はファイアメンズ・サワーを頼んだ。

　金のピックに刺ささったマラスキーノ・チェリーがやけに美味うまそうに見える。

　同時にそれを食べる口元を見たいと、不ふ埒らちなことを考えていたら、視線に気づいた新森が俺を見て「先にソファに行ってろよ」と言った。

「これ飲んだら、そっちに行くから」

　一いつ緒しよに行けばいいじゃないかとも思ったが、こんなことで揉もめるのも馬ば鹿からしいので、素す直なおに壁かべ際ぎわのソファに座る。ロールカーテンのせいで、新森の姿は切れ切れにしか見えない。

　落ち着かない気分だった。告白した後にホテルに誘われるなんて、完全に脈がないわけじゃないと期待しそうになり、だけど明確に受け入れられた訳じゃないと自分を窘たしなめる。

　新森に俺と同じ気持ちを要求するつもりはない。俺だってさっき気づいたばかりの感情だ。

　だからじっくり、できるなら徐じよ々じよに歩み寄っていければと考えていると、不意に向かいのソファに断りもなく男女が座る。目が合ってから、奥のソファにいた二人だと気づく。

　他ほかにも席は空いているのに、相席してくる理由が分からずに、つい視線を向けてしまう。

　男の方は若かったが女性は老ふけていて、露ろ出しゆつ度どの高い服を着ていた。

　せっかくのデートなのに邪じや魔まされたくない。俺が移動した方が早いとグラスに手を伸のばしたときに、男が女性の首筋に顔を埋うずめて、大きく開いた胸の谷間に手を滑すべり込ませた。

「え？」

　いきなり目の前で始まったそれに思わず固まっていると、見せ付けるように女性が足を開く。

　先さき程ほど見たマラスキーノ・チェリーよりも赤い下着が目に入り、慌あわててソファから立ち上がる。

　離はなれてからグラスを置いてきたことに気づいたが、取りに帰る気にはならない。

「新森……」

　変態がいた、と口にしようとして他のソファで上半身裸はだかになっている女性に気づく。

「な、あ」

　なんだ、あれ、と言葉にできない俺の驚おどろきに、店員が「お友達に何の説明もしなかったんですか？」と、新森に笑いかけた。

「説明したら、こいつ来なかったから」

「駄だ目めですよ、そういうの。お友達、すごく驚いてるじゃないですか。色々とルールもあるんですから、初めてなら説明して頂かないと」

　この店を出てからのことばかり考えていて、ろくに周囲の状じよう況きように目を向けなかったが、店内では他にも、不適切な行こう為いに耽ふけっている連中がいる。

「風ふう俗ぞくなのか？」

　それ以外のものを思いつかずに訊たずねると、新森ではなく店員が「うちは出会いの場所を提供するお店なんですよ。後はお客さん同士の自由です」と口を挟はさんだ。

　当たり前のように言われて固まっていると、店に新しい客が入ってくる。二人組の女性だった。店内の光景に動じずにいるあたり、間ま違ちがって入ったわけではなさそうだ。

「声掛けてみたらどうですか？　早くしないと、他の男性に取られちゃいますよ」

　店員は俺にアドバイスをした後で、彼女達に呼ばれてそちらの方に注文を取りに行った。

「行かなくていいのか？」

　俺ではなく酒を見たまま、新森が聞いてくる。グラスの中身はまだ半分以上残っている。

　新森の顔色がどのぐらい変わったのかは、薄暗い室内ではよく分からない。

「なんで、こんな店に連れてきたんだよ」

　不ふ機き嫌げんを隠かくさずに問い掛ける。先程まで一人で舞まい上がっていたのが馬鹿みたいだ。

「風俗でも良かったけど、お前そういうの嫌きらいだろ？　こういう店なら、素人しろうとを選べる。女がいる日は初めてだが、結構若い女も来てるみたいだな。仕込みもいるだろうけどな」

　先程新森が言っていたメンズの日の意味が分かり、急に虚むなしくなる。

「……こういうところで相手を探すから、変なの捕つかまえるんだろ」

「一晩だけ付き合う相手なんて、病気を持ってなきゃ誰だれでもいい。お前だって、やれれば誰でもいいから俺を選んだんだろ？」

「泊まっていけば」というのは一緒に泊まるということではなく、俺と他の誰かを泊まらせようとしていたのかと気づいたら、先程まで馬鹿みたいに高こう揚ようしていた気持ちが萎しぼんでいく。

「自分を好きだって言ってる奴やつに女性を宛あてがおうとするなんて最悪だな。嫌いやな奴にもほどがある」

「分かっていただろ。再さい認にん識しきしたなら、もう血迷うなよ」

　新森はカウンターに背中で寄りかかり、俺を見ずに退たい屈くつそうに店内を眺ながめていた。

　店の中は照明が落ちて随ずい分ぶん暗い。なのにやけに唇くちびるの赤さが目について、気づいたら強ごう引いんに触ふれていた。すぐに突き飛ばされたがもう一度、腕うでを摑つかんで無む理り矢や理り唇を合わせる。

「っ、何」

「こういうことする店なんだろ？」

　存外に苛いら立だった声でそう告げた。あんまり人のことを舐なめるなよ、と思いながら服の中に手を入れると、腕の中の体がびくりと跳はねる。怯おびえられると余計に、凶きよう暴ぼうな気持ちが膨ふくれ上がる。

　新森に酷ひどいことをしたいと思う連中の気持ちが、なんとなく分かった。尤もつとも俺は、酷いことをした後でこいつに抱だかれてやる気はない。

「こういうことされると、すげぇむかつく。でも、それよりもここでお前が誰かに触れたって考える方が何倍も腹が立つ。四六時中お前のことを考えて顔も知らない奴に嫉しつ妬として、今もどうすればお前がこの店に二度と来なくなるのかって考えてる」

　俺と新森で恋れん愛あい関係なんてやっぱり無理があると思いながらも、諦あきらめる気になれずに「お前が俺の気持ちを認めなかったとしても、俺はまだお前が好きだ」と、想いを吐と露ろした。

　至近距きよ離りで覗のぞき込んだ新森の目が、驚いたように瞬まばたく。

　俺が本気だってことが、ようやく少し伝わったらしい。

「俺を試ためしたいなら、好きなだけ試せよ。その代わりに俺も、好きにさせて貰う」

　屈かがみ込んで触れようとした途端、新森が「止やめろ」と言って腕の中から逃にげた。

　足早に出口に向かう新森を追い掛ける。エレベータに逃げ込んだ相手をそのまま、壁かべに押し付けた。顔が赤いのは、酒のせいかそれとも他の理由があるのかは分からない。

　むかついているのは確かだが、その肌はだに触れたいというのも確かだった。その欲よく望ぼうに唇で従いながら、手を伸ばして二階のボタンを押す。

「安達っ、離せ」

　開いた扉の外に強引に連れ出すと、苛立ちを含ふくんで名前を呼ばれたが、返事はしなかった。

　先程のフロアとはまるで違い、真っ暗だった。人ひと気けはないが、酔っぱらいが誤ってこの階で降りたら困るので、常夜灯の明かりのすぐ横にあるトイレに新森を引っ張り込む。

　センサーが付いているのか、入った途端に電気が点ついた。

「何、考えてんだよ」

　強引に引き寄せるのは、それほど難しくなかった。エレベータから連れ出すときもろくに抵てい抗こうされなかったのは、酔っているせいだろう。素面しらふだったらもっと激しく抵抗されたはずだ。

「お前のこと」

　逃げ場を塞ふさいでから服の中に手を入れると、抵抗された。

　蹴けられないように足の間を膝ひざで割って体を密着させ、背中に触れる。滑なめらかな肌にこんな風に触れるのはまだ二度目なのに、酷く懐なつかしかった。唇を離して耳に嚙かみ付くと、新森はかすかに呻うめいてから「抱きたいなら、さっきの女を誘さそえば良かっただろう」とまた憎にくまれ口を叩たたく。

「俺は、誰でもいいわけじゃない。でも、お前は誰でも良いんだろ？　だったら俺を選べよ」

　一度自分を見捨てた奴なんて、いくら駄目男の相手ばかりしてきた新森でも選ばないだろうな、と珍めずらしく自じ虐ぎやく的な気分で細い首筋に鼻先を埋めた。

「水隼」

　初めて下の名前を呼ぶと、抱だき締しめた体がびくりと揺ゆれた。

「俺はお前がいい。お前が好きだ」

　信用されるまでは言い続けてやろうと、「好きだ」と繰くり返して肌を辿たどる。

　使っていないフロアは当然冷れい房ぼうが効いていない。見ず知らずの会社のトイレで、相手に触れることに抵抗がないわけじゃないが、そんなものは直すぐに衝しよう動どうと苛立ちに押し流されてしまう。

「っ」

　嚙み付くようなキスをしながら、服の下に滑らせた手で胸を撫なでる。指先に触れる突とつ起きを摘つまんで引っ張ると、そこはすぐに固くなった。抗こう議ぎのために開いた唇を塞ぐ。

　きっと酒を飲んだことを後こう悔かいしているだろうと思いながら、アルコールの味が残る舌を吸って乳ち首くびを指の先で扱しごいた。いくら固くなるといっても頼たよりない感かん触しよくのそれは、簡単に指で押し潰つぶせそうだ。淡あわい色だったな、と今は服の下で見えないそれを思い出す。

　触れていると汗あせでじわりと湿しめってくるのが分かる。音を立てて吸った唾だ液えきを飲み込んで、強引にベルトをくつろげると、新森が焦あせったように俺の腕を摑んでいる手に力を込めた。

　爪つめでがりがりと引っ搔かかれたが無視する。下着の上から触れると、そこは緩ゆるやかに反応していた。まだキスをして胸を弄いじっただけだ。店の雰ふん囲い気きに当てられたのか、本当に男なら誰でもいいのかは知らないが、腕の中の相手が興奮しているという事実に煽あおられる。

「安達」

　唇を離すと、掠かすれた声で名前を呼ばれる。

　相変わらず腕には爪を立てられていたが、手の中の物は軽く擦こすっただけで簡単に反り返った。薄うすいピンクの亀き頭とうには、小さく赤い穴が空いている。

　指を滑らせると、新森の喉のど仏ぼとけがこくりと動く。思わず吸い付いたら、僅わずかに汗の味がした。

　夢中になって肌を舐めながら、竿さおに指を絡からめたまま尿によう道どうを親指の腹で擦ってやる。

「っ、ん」

　シャツの上から、再び胸を柔やわらかく抓つねると、喉仏がまた上下した。

「ぁ」

　指で付け根の辺りに触れ、陰いん囊のうを手の中で軽く握にぎると、小さな嬌きよう声せいが聞こえる。

　あの日、耳にしたそれを何度か頭の中で再生した。今から聞く声も、一つも漏もらさぬように記き憶おくしようと、馬ば鹿かみたいなことを真しん剣けんに考えながら赤くなっている耳にがぶりと嚙み付いた。

　誰かの耳に齧かじり付くなんて初めてだ。新森が言った通り、俺の初めては新森に色々と塗ぬり潰されていく。俺も、同じようにこいつの初めてを塗り潰したかったな、と性器の根本から先せん端たんまでゆっくりと手をスライドさせた。すると、とろりと先走りが指を濡ぬらす。

「なぁ、初めてしたのって幾いくつ？」

　柔らかな皮ひ膚ふ越ごしに睾こう丸がんに触れる。痛くない程度に指で押すと、新森が身を捩よじった。

　女の体のことは何一つ知らないけれど、男の体のことはよく分かっている。焦じらすように敏びん感かんな先端を嬲なぶった後で、指を離はなした。触れ合うほど近くに唇を近づけると、吐と息いきが肌を撫なでる。

「ああいう店、幾つから通ってんだよ」

　ともすれば乱暴になってしまいそうな指を、小さく引き締まった尻しりに伸のばす。

　弾だん力りよくのある熱い肉の隙すき間まに指を滑すべり込ませると、掠れた声で「関係ない」と吐はき捨てられた。

「じゃあ、何人と寝ねたんだよ」

　女め々めしい質問だ。出会う前の相手に嫉妬しても仕方がないし、付き合っていないのだから、新森が誰と寝ていようと責める権利はない。分かっているのに訊ねずにはいられなかった。

　本当は人数なんて知りたくもないし、良い答えが返ってくるなんて少しも期待していないのに、返事を待ってしまう。

「っ、し、らな……っ」

　指で穴の上を押す。潤うるおいがないせいか、内側に深く入れない。

　無理矢理こじ開けるようにしても、立っているせいで上手うまくいかなかった。

　指が無理なら、俺の物はもっと無理だ。二回も痛い思いをさせたくない。だったら何もせずに解放すべきだとは分かっているが、また内側に入りたくて我が慢まんができなかった。こちらに背を向けるように、足を開かせて新森の体を壁に押し付ける。

「安達、やめろ……っ」

「デートより抱かせろって言ったほうが納なつ得とくできるんだろ？」

　腰こしを押しつけると、新森が体を強こわ張ばらせた。後ろからすぐに貫つらぬかれると思ったのかもしれない。

　よほど、一度目が痛かったのか、小刻みに肩かたが震ふるえるのが目に入った。

「舐めろよ」

　新森の口に指を入れる。最初は反応がなかったが、頰ほおの内側を指先で軽く撫でると、おずおずと舌が絡みついてきた。引き裂さかれるよりも、従った方がましだと判断したのかもしれない。

　たっぷり唾液を纏まとった指を、新森の穴の上に宛あてがってもう一度中に埋うずめる。

「っ、う……っぁ」

　背中を反らして、辛つらそうに天てん井じように向かって息を吐き出す相手に構わず、ぐうっと指を入れた。

　一度目と同じくきつい穴の中は、指を異物として吐き出そうと蠢うごめく。それを無視して奥まで埋めると、新森の腹がびくびくと波打つのが指の感触で分かった。

　いやらしい動きに喉のどが鳴る。そういえばここを暴あばいたのは俺が初めてなんだ、と思い出す。

　新森からすれば、その「初めて」は奪うばわれるんじゃなくて奪う予定だったのだろうが。

「ん、ぁ」

「痛くないよな？」

　相変わらずきついが指を動かしても、縁ふちの部分が切れた様子はない。

　新森は聞こえた筈はずなのに俺の質問には答えずに「ふ……く」と、やたらと色気のある吐息を吐き出した。もう一本指を入れる前に、いつの間にか閉じそうになっている足を膝で開かせる。

「っ、お前、本気かよ」

　するとバランスを崩くずして体重をかけてきたので、腕うでを腹に回して体を支えた。

　その時に放っておいた性器が指に触ふれる。滲にじんでいた先走りが、太ふと腿もも辺りで止まっているデニムを汚よごしてしまいそうだったので、膝まで下着ごと引きずり降ろした。

「ここでするつもりか」

「さっきの店でやられたかったのかよ？」

　思い出して、また苛いら立だつ。俺が他ほかの客に手を出したら、新森は目もく論ろ見みが成功したとばかりに、何も言わずにいなくなっていたのだろうか。それともカウンターで酒を飲み、俺が終えるまで待っていたんだろうか。どちらの想像も有り得そうで、考えるだけでむかついた。

「は……ぁっ、あ、う」

　前後に動かして、それから中で指を開く。開いたまま抜ぬき取ろうとすると、縁が広がる。

「っ、うぁ」

　今までそんなところを注視したことがないから気づかなかったが、腰こしと尻の境目ぐらいの位置に小さな黒子ほくろが二つ並んでいた。新森が腰を捩ると、その黒子の位置も僅かに動く。

　それがやけにいやらしく見えた。二本の指にまだ内側が慣れないうちに、三本目を咥くわえ込ませる。唾液はとっくに乾かわいていたが、中は最初より解ほぐれてきていた。

「なんで俺がまたやられる側なんだ」

「俺の方がお前のことを欲しがっているからだ」

　新森は壁かべに腕をついたまま俯うつむいている。顔を上げると、横の鏡に新森の赤くなった頰ほおが映っていた。余よ裕ゆうのない自分の顔も。新森は映っていることに気づいていない様子で、唇くちびるを嚙みしめている。力を込めすぎて白くなった拳こぶしが、壁に押し付けられていた。

　そんな様子でも「止やめてくれ」と新森は縋すがってこない。そのプライドを俺の手でぐしゃぐしゃに壊こわして、分厚い防ぼう火か壁へきに守られた胸の内側を暴いてみたい。

　だけどそれをしたら、新森が新森でなくなってしまう気がした。ここで止まるのはきつい。

　でも、本当にこのまま感情に任せて進んで良いのかと、指を抜いて腰を摑つかんでいた手を離はなす。

　すると新森が俯いていた顔を上げた。鏡越ごしに目が合う。欲よくのせいか酒のせいか、潤うるんだ黒い目に、ただでさえ窮きゆう屈くつだった下半身が余計に苦痛を訴うつたえてくる。

「もしも……本当に嫌いやなら、今きっぱりふれよ。そうすれば、止やめる」

　逆に、そうじゃないと止まれない。

「俺の気持ちを認めて、それでお前がちゃんとふってくれるなら、もうこんなことはしない。今まで通り、啀いがみ合う同期に戻もどる。二度と触れない」

　そう言うと、新森は眉まゆ根ねを寄せた。

　不快な気持ちを我慢するような顔で「ふざけるな」と呟つぶやいた後で、一度唇を嚙かみしめてから「……こんなときに言うのは卑ひ怯きようだろ」と、詰なじった。

　確かにそうかもしれない。新森のそれは、もう限界とばかりに張り詰つめている。

「怖おじ気づいたんだろ、童どう貞てい」

　先さき程ほどまで自分が怖じ気づいていたくせに、急にふっと笑った新森に対して、童貞じゃないと胸の裡うちで反論する。お前で卒業した、なんてわざわざ言わなくても知っているだろうが。

「もう、いいから来いよ。早く、終わらせろ」

　呟くような声だった。結局、新森は俺の告白を受け入れたわけではなかったが、体からだに触れる許しが下りて、我慢できなくなった。「待て」が「よし」に変わった途と端たん、ベルトを外してファスナーを降ろす。下着をずらして勃ぼつ起きした陰いん茎けいを取り出した。

　新森が肩かた越ごしに振り返る。そのときの視線や首の角度に、ますます煽られた。

　両手で尻を摑んで拡ひろげ、赤くなった穴の縁が切れないように、ゆっくりと咥えさせた。

　潤いがないせいできつかったから、指で穴を拡げて少しずつ奥に進む。

「はぁ……っ」

　苦しい程にきつくて、すぐに汗で掌てのひらが滑りそうになる。だけど同時にこめかみでどくどくと血管が立てる音を感じるほど、興奮していた。

「………っ、ゆっくり、する、な……くるしい」

　じわじわ埋めていると、新森が呻うめく。

　だけど、言葉の割りには俺が進む度たびに腰は逃にげるようにずり上がっていた。勢いよく入れたら、きっともっと痛いだろう。宥なだめるように耳や頰にキスをしながら、陰茎を手で慰なぐさめた。

「じゃあ、自分で動けよ」

　あと少し腰こしを後ろに沈しずめるだけだ。しかし新森は動かずに「命令するな」と不満げに呟つぶやく。

　命令したわけじゃない。良いようにしろという意味だったが、結局新森からは動く気配がなかったので俺が埋めた。新森はタイルの壁に爪つめを立てて、逃げるように片足を浮うかせる。

　軸じくを片方失って不安定に傾かたむいたところを、引き抜いて一気に奥まで貫くと、目眩めまいを起こすような快感を覚えた。

「んぅっ」

「今の声、かわいいな」

　もう一度聞きたくて突つき上げる。だけど今度は声は漏もれなかった。

　新森の膝ひざががくがくと揺ゆれるから、ときおり意図しないほど深く埋めてしまう。

　新森が手で口を押さえているのが鏡に映っていた。眉根を寄せて快感に耐えている顔は、声よりもさらにかわいらしくて、耐えきれずに何度も腰を打ち付ける。　>>>♥

　そのうち抑おさえていた声も、粘ねん膜まくと粘膜が擦こすれる音に混じって微かすかに響ひびき始めた。

「あ、うっ……ぁっ、んっ…………んっ」

　よく引き締しまった腰を摑んで深く浅く、内側を抉えぐる。繫つながった部分は熱く湿しめっていて、きゅうきゅう張り付いてくる。無意識でも健けな気げに受け入れようとする様子が愛いとしくて、余計に手加減ができなくなった。殆ほとんど足に力が入らない新森の体を俺の腕が支えているから、抵てい抗こうされることなく好きに動ける。そう思っていたら、腕をカリッと引っ搔かかれた。

「き、つい……っ、足、……っ」

　体勢に不満があるのは途と切ぎれ途切れの声で分かっていたが、無視して腰を打ち付けた。

　新森は諦あきらめたのか、それまで壁についていた片方の手を、自分のそれに添そえる。

　自分でいじるのかと思ったら、先せん端たんを包み込むように握にぎり込んだのを見て、限界が近いのだと気づく。だから強ごう引いんに腕を取って、手を外させた。

「はっ、て、はな……せ……っ、あだ、ち」

　そのまま体の前に腕を回して、軽く抱かかえるように壁かべ掛かけの小便器の前に立たせる。

　歩いたのはほんの数歩だ。抜けないようにと、きつく腰を押し付けたせいで動く度に新森の中が大おお袈げ裟さなぐらい反応するのが、手に取るように分かる。

「や、う……あっ、う、あ……っ」

「手で押さえなくても、ここなら遠えん慮りよなく出せるだろ？」

　新森は嫌そうに首を振ったが、無視して陰茎を扱しごく。

　すぐに白はく濁だくしたものが、膨ふくれた亀き頭とうの小さい穴から吐はき出された。その様を見ているだけで、達してしまいそうになる。

「いっ、ぁ……う……」

　ゆっくりと手を動かして、残ざん滓しも吐き出させてやると、新森は壁に手をついた。

「あ……は、ぁっ」

　そのときにずるりと性器が抜けた。ぬらぬらと濡ぬれている陰茎を、また内側に入りたい気持ちを抑えて尻しりの間に擦こすり付けると、新森が震ふるえながら腰を捩よじる。

　本人は意図していないだろうが、ひどく艶なまめかしい動きだった。

　それを見ながら軽く扱いただけで、新森のときのように簡単に達してしまう。

　精液は服を捲まくって、綺き麗れいな腰の上に吐き出した。新森は荒あらい息を整えるだけで、文句を言わなかった。諦めているのか、何をされているのか分かっていないのか。

　背中に散った精液を指で伸のばして黒子の上に擦り付けると、黒子が白濁に透すけて見えて目眩がするほどいやらしかった。




「先せん輩ぱい、デートどうでした？　ってその落ち込み具合から見ると聞くまでもないですけど」

　夜の休きゆう憩けい時間に仮か眠みん室の前を歩いていると、汚れた隊服を片手に近づいてきた都野に、昨日のことを聞かれた。落ち込んでいると指し摘てきされて、半ば無意識に頰ほおに手を当てる。

　署には洗せん濯たく機きが置いてあり、隊服や汚れた衣類を洗うことができた。都野はこれからシャワールームの横にある洗濯機に向かうところなのだろう。今日は朝から忙いそがしく、無む駄だ口を叩たたく暇ひまがなかったので、都野は俺を見付けてさっそくとばかりに切り出してくる。

　東京に行ったことやボートが不評だったことを一通り話すと、「ふーん、新森さんも東京に行ってたみたいですけど、本当に変なところで気が合いますよね」と言われて、どきりとする。

　まさか行き先が同じというだけで勘かん繰ぐられたりはしないだろうが、都野にばれたらただでさえ極ごく悪あくな新森の機き嫌げんを更さらに急降下させることになりそうだ。

「でも水族館にも行って、昼は高い店予約したんでしょ？　相手の子、喜んでました？」

「喜ぶどころか怒おこりすぎて無言になってた。東京から戻る車の中が一番きつかったな」

　そもそも水族館には行っていない。代わりに病院といかがわしい店に行った。

「先輩何したんですか？」

「デート中にがっついて、トイレで相手の服を汚よごした」

　事が終わった後で新森に『なんでそこに出すんだ』と赤い顔で責められた。

　だけどそのときの顔は今思い出しても、くる。それから腰を摑む俺の手に立てた爪の微かな痛みや、荒い吐と息いきを漏もらす唇、まだ閉じきらない穴と、俺の物で汚れた肌はだ、それらが一気に視界に入ってきてまた理性が焼き切れた。夢中であまり覚えていないが、二回目に達したときに新森の服を派手に汚してしまった。

「先輩、ケダモノスキル高いッスね」

　何で汚したかは明言を避さけたが、伝わったらしい。

「……まあな」

「服はいいとして、せめてホテルに入りましょうよ。中高生じゃないんですから。それぐらいの余よ裕ゆうは残しておきましょうよ。初デートで初Ｈをトイレでって、相手の子が可哀かわい想そうです」

　都野からの苦言に「次があれば気を付ける」と口にした。

「ありそうなんですか？　相手怒らせたんでしょう？　俺が女だったらないわ、それ」

　そんなの俺の方が知りたい。

　二度出したら、ようやく熱が冷めた。強引にこんな場所で犯おかしてしまったことを後こう悔かいしていたら、新森に三十秒以内に服を買ってくるように命じられて、コンビニに走るはめになった。

　真新しいシャツに着き替がえた後は、動くのが酷ひどく億おつ劫くうそうだった。『悪かった』と謝ったが、睨にらむ元気もない新森は俺に視線を向けただけで、何も言わなかった。

　車に乗ってからは、ろくに話もせずにシートの上で眠ねむってしまった。家に送り届けたときも酷く疲つかれた様子で『約束は守れよ』と呟いて玄げん関かんの扉とびらの向こうに消えた。

「とりあえず謝り倒たおして、プレゼントでも贈おくって、機嫌取るしかないですね」

　都野は黙だまり込んだ俺に幾いくつかアドバイスをくれた。

　そこに洗濯済みの衣類が入った籠かごを手にした針河さんが通りかかる。

「あ、洗濯機あきました？」

「今、他ほかの奴やつが使ってるぞ」

「そうなんですか？　二時間前も塞ふさがってたんですよね」

　溜ため息混じりに都野が自分の洗濯物を眺ながめる。針河さんは「まぁその程度の量なら家で洗った方が早いかもな」と口にして立ち去るときに、思い出したように俺を振ふり返った。

「そういえば安達、非番なのに新森と東京で人助けしてきたんだって？　病院行ったり警察の世話になったり、色々あったらしいな。新森が二度とお前とは出で掛かけないって言ってたぞ」

　いつもの笑い話だったが、とても笑えない。

　何せ傍かたわらの後こう輩はいが、俺のことを穴が空くぐらい強く凝ぎよう視ししている。

　針河さんのせいで、デート相手がばれてしまった。こうなることが分かっていたら、トイレでがっついた話なんて絶対にしなかった。新森が針河さんに俺との話をするなんて、予想外だ。

「都野」

「…………………………………なんスか？」

「内ない緒しよな」

「………………むしろ今一発殴なぐっていいんで、この五分間の俺の記き憶おくを消してほしいッス」

「もう知っちゃったなら色々と相談してもいいか？」

「ゲイの相談に乗るのは無理ッス。大体、安達さんは〝家庭的巨乳童顔美女〟が好きだと思ってました。〝家庭内暴力的凶きよう悪あく獰どう猛もう美形〟にいつ宗しゆう旨し替がえしたんスか」

「宗旨替えなんてしてねぇよ。例外は新森だけだ。だってあいつなんか、エロくないか？」

「今の惚のろ気けっスか？　怖こえぇええ。ゲイの相談に乗るのは無理ッスけど、一つアドバイスするなら、エロ話は自重した方がいいッスよ。新森さんのためにも、俺と先輩の身の安全のためにも。これ、完全にオメルタですよ。ロバ耳より酷い秘密を簡単に暴ばく露ろしないでください」

　普ふ段だんはわりとなんでも茶ちや化かしてくる都野も、俺が新森とそういうことになっているという事実は刺し激げきが強かったのか、ふらふらした様子で宛がわれている部屋に戻もどっていく。

　その後ろ姿を見送って、俺も仮眠室に入った。しかし眠ろうと思っても、眠れない。

　先さき程ほど都野と新森の話をしたせいもあるが、今朝けさ送ったメールの返信がまだ届いていなかった。

　体調を気き遣づかうメールにしたが、負担をかけた張本人が送るべきじゃなかったのかもしれない。

　元々電話もメールも苦手だ。顔を合わせて話すのが一番良い気がするが、こんなときに限って、新森は指令室のあるフロアから出てこない。

「俺が考えても、あいつの気持ちなんて分からないか」

　嫌きらいなものはきっぱりと嫌いと言う奴だ。だから新森が針河さんに何と言っていたとしても、直接告げられないうちはまだ希望を持っていていいと、無む理り矢や理り自分を納なつ得とくさせる。

　しかしそれでも眠ねむ気けは一向にやってこない。こういうときは無理に眠らないで体を動かした方が早いと分かっているので、シャワーを浴びた後だったが、トレーニングルームに向かった。

　適度に疲ひ労ろうさせて眠気を誘ゆう発はつしようと部屋に入ると、中には司令がいた。

「おう、安達。こっちに来い」

　何で呼ばれたのかは分からないが、すぐさま返事をして近づく。

　もしかしたら昨日の身分照会のことかもしれないと、頭の中で経けい緯いを順序立てている俺に対して、マットレスの上で腹筋をしていた司令は「レスキューを受けろ」と、突とつ然ぜん言った。

「お前、元々希望だっただろう？　いいな」

「その件でしたら、自分はまだ消防士として未熟なので経験を積んでから………」

　予想外の台詞せりふに混乱しながらも、真っ当な理由で断ると司令はそんな俺を鼻で笑う。

「てめぇが経験不足を理由に断るような殊しゆ勝しようなタイプかよ。新森の件が、まだ尾おを引いてるんだろう？　訓練でばかみてぇなミスするのもそれが原因だろうが」

　司令はタオルで項うなじを拭ぬぐった。髪かみが短く刈かられているから、頭皮に汗あせが滲にじんでいるのが見える。

　年ねん齢れいよりも十も二十も若い体をしているのは、こうして鍛たん錬れんを欠かさないからだろう。

「新森は新森の壁かべを、お前はお前の壁を乗り越こえる必要がある」

「新森は、やっぱりあの件のことを気にしてるんでしょうか」

　確信を持って語る司令相手に、今いま更さら「新森は関係ない」と言うつもりはなかった。

　レスキューに推すい薦せんして貰もらえるのだから辞退すべきじゃないのは理解しているが、もし新森が壁を乗り越えられないなら、俺も壁の内側に留とどまるべきなんじゃないかと思えた。

　それがあのとき俺が新森を見捨てたことの償つぐないになるんじゃないかと、漠ばく然ぜんと考える。

「だとしたらお前は試験を受けないのか？　それが正しいと思ってるのか？　二度と仲間を見捨てたくないなら、スキルを身に着けてこい。それにお前には冷れい却きやく期間が必要だ。今のまま現場に出続けていたら、必ず重大なミスを犯す。今度は本当に、仲間を殺すぞ」

　司令は俺のために言ってくれている。訓練でミスばっかりだったのに、推薦してくれるなんて、普ふ通つうはない。それでも受けられないと断るために顔を上げると、司令はぽつりと言った。

「ボンベの残圧は残り僅わずか。５ｍ下に仲間が仰あお向むけに倒れている。助けに行けば、二人とも死ぬ可能性がある。脱だつ出しゆつの指示が出ていて、応おう援えんは望めない。そんなとき、どうする？」

　あのとき仲間の傍そばで待つべきだったと何度も悔くやんだ。

　しかしそれは結果論だ。別班がすぐに来たと後で知ったから、その選せん択たくをすべきだったと後悔した。別班がいつ来るのか分からず、再び工場内で爆ばく発はつが起きる可能性もあった。そしてすぐに撤てつ退たいせよとの指令が出ていた。

　黙り込んだ俺を見て、司令は「分からないだろ？　だから、スキルを身に着けてこいって言ってんだよ。馬ば鹿か」と鼻を鳴らす。

「次は後悔したくねぇなら、行ってこい」

　どうするのがベストだったのかと訊たずねれば、人は「上の命令に従って撤退したのだから、それがベストの行動だった」と言うだろう。だけどあのときの行動は決して自分自身納得できるものではなかった。司令の言う通り、もう後悔はしたくない。

「……推薦して頂き、ありがとうございます」

　姿勢を正して頭を下げる。司令はふんと鼻で笑った後で「落ちたら、うちの恥はじだから死んでも受かれよ。鹿しか四し花か市の奴よりも良い成績を取るんだぞ。できれば大差をつけろ。あそこには俺の同期がいるから、お前、あそこの署の人間にだけは何があっても負けるなよ。お前が出てくれて良かったよ。新森がいなきゃ、お前がうちの若手で一番優ゆう秀しゆうだからな」と言った。

　───思い切り私し怨えんじゃねえか。

　触さわりの良い言葉に騙だまされた気分で司令に視線を向けると「よし、さっそく腕うで立たて伏ふせ百回のタイムを測ってやる」と、顎あごで床ゆかを示された。軽々と引き受けてしまったことを早くも後悔したが、司令の言う通り頭を冷やす意味では消防学校での訓練も悪くない。

　少なくともその間は、新森のことばかり考えずに済む。




　勤務中に受付に呼び出されたのは、デートが失敗に終わった一週間後、俺が消防学校の訓練を二週間後に控ひかえた日のことだった。

　ロビーに立っていたのは、十代後半か二十代前半の女性だ。呼び出された理由を知りたくて、嘱しよく託たくで受付に入っているＯＢに視線を向けると、彼が何かを言うより早く女性が頭を下げる。

「あのときは本当にありがとうございました」

　顔に見覚えがなかったので、すぐに誰だれか分からなかった。人ひと違ちがいの可能性を考えながら、首を傾かしげると、ＯＢが「ほら、去年の居酒屋の」と小声で助け船を出してくれる。

「あ、ああ……あのときの方ですか」

　最近放火事件ばかりだったからすっかり忘れていたが、去年あった居酒屋火災で女の子を助け出した。わざわざ礼を言いに来たということは、彼女があのときの被ひ害がい者しやなのだろう。

　何せ、当時は俯うつむいて咳せき込んでいたし、煙けむりで視界もきかなかった。そもそも無事に運び出すことばかり考えていて、顔なんてろくに見ていない。

「はい。御お礼れいが遅おそくなってすみません。これ、ほんの詰つまらないものなんですが」

　そう言って女性が紙かみ袋ぶくろを差し出す。

「ああ、すみません。そういう物はお受け取りできない決まりになってまして。お気持ちだけ頂きます。わざわざありがとうございます」

　俺の代わりにＯＢが断ると、女性は残念そうな顔をしてから「でしたら、お店の方にいらしてください。そのときはサービスさせて頂きますから」と口にした。

「それからあの、お名前、教えて頂いても宜よろしいですか？」

　上うわ目め遣づかいの熱を帯びた視線に「ああ、なるほど」と納得する。恐らく新森に惚ほれて、わざわざ署まで御礼に来たのだろう。実はこういうことは、初めてではない。

「安達光輔です。一いつ緒しよに救助に当たったのは新森水隼です。呼んできましょうか？」

　俺の問い掛かけに女性は慌あわてた様子で首を振ふると、「安達光輔さん」と小さく呟つぶやく。

「私は石いし渡わたりと申します」

「石渡さんですね。元気そうで本当に良かった」

　感謝されるのは嬉うれしいが、それ以上会話が続きそうになかったので、切り上げようとちらりと腕うで時ど計けいに視線を落とすと、女性は「すみませんお仕事中に。お邪じや魔ましました」と慌てたように口にした。どこか名残なごり惜おしそうな顔で彼女が帰ると、ＯＢが「春だね」と呟く。

「彼女、目がきらきらしてたよ。お店、行ってあげなよ」

「俺と新森で助けたんですよ。だから彼女の狙ねらいは新森ですよ」

　新森は昔から砂鉄を集める磁石のように、女性を引きよせる。俺達が並んでいたら、当然女性は新森に声を掛かける。仮に俺が先に声を掛けられたとしても、それは新森に行く前の繫つなぎだ。

「いやあ、あれは安達君狙いでしょ」

「でも俺好きな子いるんで。まぁ片かた想おもいですけど」

　実感が湧わかないまま否定すると、ＯＢは「お」と声を出す。

「じゃあ告白しちゃいなよ」

「しましたけど、返事がまだなんです。どうせ、いい返事はしてもらえないと思いますが」

　告白の返事を聞くどころか、このところろくに顔も見ていない。

　元々指令室の人間とはフロアが違ちがうので、無線で指示を受ける以外の交流はないが、出退勤のときはすれ違うこともある。しかし話しかけても無視されていた。

　家まで押し掛けようとも思ったが、これ以上新森の機き嫌げんを損そこねるのは得策とは思えない。

　一度怒おこると長引く奴やつだ。もう一度謝るにしても返事を聞くにしても迫せまるにしても、時間を置くべきだろうと、じりじりした気持ちで十代の頃ころみたいに携けい帯たいを眺ながめている。

「じゃあ、いいじゃない。新しい恋こいしちゃいなよ、青春しちゃいなよ」

「………暇ひまなんですか？」

　人ひと気けのない受付を見回す。春は社会科見学の子供達が来ていてそれなりに忙いそがしそうだったが、今は閑かん散さんとしている。だから人の恋れん愛あいに首を突つっ込んでくるのだろう。

「暇だねぇ。だから何か相談があったら何でも聞いてよ。こう見えても昔はもてたんだよ」

　にっこりと笑ったＯＢには嫌いやな予感がしたが、ろくに気にも留とめなかった。だから一週間後に先せん輩ぱい達から飲みに誘さそわれたときも、そこに何か裏が有るとは想像もしなかった。

　勤務明けの日の夜で、予定はなかった。暇だと不毛なことを考えてしまうし、時折ストーカー紛まがいの思いつきで新森の家に行きそうになるので、二つ返事で了りよう承しようした。

　そのときはまさか、行き先が例の居酒屋だとは思わなかった。

「来てくださって本当に嬉しいです」

　にこりと微笑ほほえんだ石渡さんに戸と惑まどっていると、先輩達が含ふくみ笑いをしているのが目に入る。

　奥のテーブル席に案内されて注文を終えた後、エプロン姿の彼女がいなくなると、先輩が「かわいーじゃないか。いいなぁ、安達。俺らだってあの場にいたのに」と口にした。

「何言ってるんですか、馬鹿みたいな愛妻家のくせに。大体彼女の目当ては新森です」

　俺がそう言うと、先輩は「いやぁ、安達だって聞いてるぞ。家庭っていいぞ。あったかいぞ。奥さんの飯を食べると、仕事頑がん張ばろうって気になるしな」と頷うなずく。

　ＯＢが余計なことを吹ふき込んだようだ。溜ため息混じりにいつもの惚のろ気けを聞き流すと、都野がちらりと石渡さんを見てから「まぁ、先輩の好みではありますよね」と余計なことを言う。

「お、そうなの？　どうなの？」

　傍にいた針河さんが都野に聞いた後で、後半は俺に聞いてくる。

　確かに彼女はかわいい。新森とこうなる前だったら、自主的に通っていたかもしれない。

　しかし天敵だった同期のことばかり考えている今は、ただただ周囲の冷やかしが鬱うつ陶とうしくて極力硬こう派はに見えるように「俺今レスキュー試験のことでいっぱいなんで」と呟いた。

「試験たって、たった一ヶ月訓練して実技とペーパー受かれば終しゆう了りようだろ？」

　他ほかの先輩からもそう言われて、苦い気持ちで「好きな人いるんで」と打ち明ける。

　その瞬しゆん間かん、都野の目が泳ぐ。他の先輩達からは「でも付き合ってないんだろ？」「お前顔に似合わず奥手だから、積極的な子の方が良いぞ」などと助言されたが、放っておいてほしい。

　俺が黙もく々もくとジョッキのビールを飲んでいると、「お待たせしました」と声が聞こえる。

　顔を上げると、女将おかみが大皿を手ににっこりと微笑んでいた。

「サービスで大盛りにしておきましたから。また家族で店を開けられたのも皆みなさんのおかげです。今日はたくさん食べていってくださいね」

　その台詞せりふと共に、次々に皿がテーブルに置かれる。

　礼を言ってから、何気なく室内を見回した。建て直した店は、間取りも一新されている。

　火事は悲ひ惨さんだ。思い出の物も、高価な物も全すべて燃やし尽つくして、真っ黒な炭だけが残る。

　最悪、愛する人も失うはめになる。その火が故意につけられたものなら、余計に親を失った新森は辛つらかったんだろうな、と今いま更さらながらあんな交こう換かん条件でデートを無む理り強じいした挙げ句、強ごう引いんにトイレで犯おかしたことを後こう悔かいする。ふられるのは確実だ。

　思わずビールを前に項うな垂だれていると「あの！」と声をかけられた。

　顔を上げると唐から揚あげの載のった皿を手にした石渡さんが、立っている。

「これ、私からです。どうぞ」

　そう言って差し出された皿に手を伸のばすと、横で女将がにこにこしていた。

「この子、お姫ひめ様だっこですっかり参っちゃって。さっきも安達さんが来たのを見たら……」

「お、お母さん！」

　女将の台詞に石渡さんが真っ赤になり、先輩方がより一層盛り上がる。

「良かったら、仲良くしてやってくださいね」

　微笑んで厨ちゆう房ぼうの方に戻もどる女将を「なんで余計なこと言うの！」と小声で文句を言いながら、石渡さんが追い掛ける。そんなやりとりを微笑ましく見守っていた先輩が「春だな」と頷うなずく。

「夏ですよ」

　ＯＢにも同じ台詞せりふを言われたな、と思いながらそう訂てい正せいする。

　先輩達にからかわれるのは鬱陶しかったが、料理は確かに美味おいしかったし、話が盛り上がったので結局閉店時間まで店に居座った。最後の方は既すでにレスキューの資格を持っている先輩方から、「レスキューとは」と語られて、それに対してひたすら相あい槌づちを打つ作業に徹した。

　酒が強いというのは良い面もあるが、悪い面もある。

　俺はどんなに飲んでも前後不覚になったり、性格が変わるほど酔よえないので、最後はいつも世話係だ。店の会計をしたり、タクシーに酔っぱらいを押し込んだり、忘れ物がないかテーブルや椅い子すの上をチェックして、ようやく外に出る。

「早く帰らないと奥さんに怒られますよ」

「まだ遊ぶ」

　肩かたに担かついでいるのは、五歳上の先輩だ。できるなら左川かシロネコに預けたいが、生モノの範はん疇ちゆうを超こえている上に時間も時間なので、結局は後こう輩はいである俺が運ぶはめになる。

　唯ゆい一いつ幸いだったのは、ここから先輩の家まで徒歩十分程度という点だろう。

　さっさと帰った要領の良い都野を恨うらみ、店の前にある電柱に「カブトムシ！」と叫さけんで抱だきついた先輩の襟えり首くびを「おい、帰るぞカブトムシ」と摑つかむ。

「あの」

　そのとき声を掛けられて振り返ると、石渡さんが真っ赤な顔で立っていた。

「携帯番号教えて貰もらえませんか？」

　こういう風に求められたことがないから、戸惑っていると「安達、ほら、早く教えてやれ」と未いまだ電柱に張り付いている先輩に促うながされる。それでも上手うまい断り文句を探していると、勝手に先輩が俺のバックポケットから携帯を抜ぬき取って、彼女の手に「はい」と渡わたす。

　酔っぱらいのお節せつ介かいに溜め息を吞のみ込んで、石渡さんとアドレスや番号を交換する。

「後でメール、してもいいですか？」

「どんどんしてやってください！　こいつ今、彼女いないんですよ」

　俺の代わりに答えた先輩に、親切心を出さずにタクシーに押し込んでしまえばよかったと後悔する。なんならゴミ箱でもいい。

「俺、仕事が忙しいから、あんまり返せないと思います」

「はい、じゃあ、お時間があるときに返してくれたらいいので。よろしくお願いします」

　真っ赤な顔で頭を下げた後は、逃にげるように店の中に引っ込んでいく石渡さんを見送った。

　確かにかわいくて、好感が持てる。あんな子と結けつ婚こんしたら、きっと幸せな家庭が築けるんだろうなと考えてしまう俺は、先輩方に毒されすぎたのかもしれない。

　だけどやっぱり触ふれたいと思うのも、邪じや険けんにされても顔が見たいと思うのも、不ふ機き嫌げんで暴力的な同期だった。そんなことを考えて切ない気分に浸ひたっていると、傍かたわらの先輩が「安達、さっきタメ口使った？」と小首を傾かしげて聞いてきた。










　地じ獄ごくの、灼しやく熱ねつの、鬼おにの、なんて形容詞が付く救助隊の訓練は、消防学校で行われる。

　懐なつかしい母校のグラウンドでは、消防士の卵がへろへろになってホースを抱かかえて走っていた。

「休むな！　進め！　32番！　この程度ができないなら辞やめろ！」

　怒ど鳴なり声を浴び、息も絶え絶えに走る訓練生を懐かしく眺める余よ裕ゆうは、俺達にもない。

「そこ！　足が上がってない！　訓練生の前で情けない姿を見せるな！」

　知識や経験値はもちろん訓練生より上だが、若さが足りない。特に大卒で入った連中は高卒より歳としを取っている。この四年の年ねん齢れい差は歳を増すごとに重くなる。

　休む間もなく訓練と強化メニュー、座学の授業をこなして、毎日泥どろのように眠ねむっていると訓練生だった頃ころを思い出す。土日が来るのがひたすら楽しみなのは、あの頃も今も変わらない。

　けれどそんな待望の土曜日に、久し振ぶりに家でゆっくりと眠っていると、携けい帯たいが鳴り出した。

　石渡さんからは、毎日メールが届く。内容は他愛たわいもないものだ。仕事や俺個人に関する質問、それから今度会えないかという誘い。しつこくない程度に送られてくるメールに、夕食を終えてから返信するのが日課だった。一日、二、三通の短いメールのやりとりがずっと続いている。

　アドレスを交換したときは面めん倒どうなことになったと思ったが、気き遣づかう内容や女子大生の日々の報告はなかなか楽しく、返信が遅おくれても文句を言われないから楽だった。

　───結局、新森からの返信はないしな。

　それとなく都野に「あいつどうしてる？」と聞いたが「指令室のことなんて知らないッスよ」と殊こと更さら素っ気なく返された。都野が駄だ目めとなると、新森の情報はどこからも入ってこない。

　針河さんに聞けば分かるだろうが、藪やぶ蛇へびになりそうだ。針河さんにまで俺達の間にあったことが露ろ見けんしたら、どんな目に遭あわされるか想像もできない。

「なんだ、メールじゃなくて電話か」

　鳴り続ける携帯に重い体を渋しぶ々しぶ起こして、充じゆう電でん器のプラグがさしてある携帯を摑む。

　携帯でのやりとりがある相手は石渡さんぐらいだし、「会いたい」と言われていたから、電話の主は彼女だろうと画面を確かく認にんせずに、布ふ団とんに入ったまま携帯を耳に押し当てる。

「はい」

　緊きん急きゆう呼集に慣れたせいで、寝ね起おきでも声ははっきりしている。この時間まで寝ねていたとは気づかれないだろうと高を括くくっていたら、『寝てたのか？』と聞かれた。その低い声に驚おどろく。

　新森からだった。まだ寝ぼけてるんじゃないかと動どう揺ようしながら台所の方に歩いたせいで、携帯と繫つながっていたプラグがブツンと嫌いやな音を立てて抜ける。しかし今はそんなことどうでもいい。

『今日空いてるか？』

「空いてるけど」

『行っていいか？』

「……うちに来るのか？」

『ああ』

　慌あわてて部屋を見回す。見られてまずい物はないが、訓練のせいで掃そう除じが行き届いていない。

「いいけど」

　そう口にすると、『十分で着く』という言葉を最後に、通話が切られた。

　慌てて散らかっている服や雑誌を居間から寝しん室しつに移動させて、着き替がえる。

　汚よごれた服を洗せん濯たく機きに入れて洗せん剤ざいを投入しながら、一体何の目的で来るんだと混乱した。

　俺と話がしたくて？　話がしたいのは俺であって新森じゃない。

　俺に文句が言いたくて？　有り得るが新森なら俺の家に来るよりどこかに呼び出すだろう。

　じゃあ、と一いつ瞬しゆん可能性の低そうな想像をする。赤い顔で肩かた越ごしに振ふり返った表情を思い出して想像を膨ふくらませながらも、「ないだろ」と呟つぶやいたときに、チャイムが鳴って飛び上がる。

　十分よりもずっと早い。心も部屋も準備ができていないままドアを開けると、私服姿の新森が立っていた。会えなかったのはたった数週間なのに、酷ひどく懐かしい気分になる。

　新森は俺を見ると、ふっと笑った。

「訓練、相当きついみたいだな」

　疲つかれた顔をしている自覚はあったが、「そうでもない」と返す。

　訓練はまさしく地獄だ。しかし新森に弱音を吐はくのは抵てい抗こうがある。昔からそうだった。

　体を引いて中に案内すると、傍そばを通り抜けるときに服越しに微かすかに肩が触れて、たったそれだけで動揺した。訪問の目的は分からなかったが、部屋の中に新森がいるというだけで、落ち着かない気分にさせられる。あのシャツの下に黒子ほくろがあるんだよな、と考えていると「さっき、隣となりの奥さん見たけど、美人だな」と唐とう突とつに新森が口にする。

「は？　いや、まぁ、そうかもな」

　いきなり振られた話題に動揺すると、新森は「確かに、童どう貞ていが不ふ倫りんはハードルが高いよな」と馬ば鹿かにするように笑う。何となく、浮うわ気きを責められているような気分になる。

「童貞じゃねえよ。それに不倫は誰だれだって駄目だろ。それにもう何とも思ってない。俺はお前が好きだって言ってるだろ」

　嫉しつ妬とを感じさせる態度に、もしかして先さき程ほど「ない」と自己完結したばかりの理由で来たのかと、期待しそうになる。しかし新森は俺の見当違ちがいを正すように、居間のテーブルの上に地図を拡ひろげた。

「好きな相手をトイレで犯おかすのがお前のやり方かよ。そんなことより、先週二件放火があって悪戯いたずら通報が二件あった」

　訪問の目的が分かってがっかりしながらも、ある意味納なつ得とくできた。

　外で話すようなことじゃない。かといって、俺を自宅に呼ぶのは一度目のことを連想して嫌なのだろう。それにあの家がゆっくり話ができる空間だとは思えない。

「そんなことって言うな。確かにトイレは悪かったと思ってる」

「どうだかな。それよりそこに座って確認しろ。悪戯通報を受けたのがこの青い印のところ。放火がこっちの赤い印のところだ」

　俺の抗こう議ぎに構わず、話が進む。どうせ堂どう々どう巡めぐりになる話題なので、諦あきらめて地図を覗のぞき込んだ。

　青い印と赤い印は管かん轄かつ外の地区にもつけられている。

「お前、まだ探さぐってたのかよ。警察の仕事だって言っただろ。大体なんで悪戯通報と放火犯を一いつ緒しよの地図で考えてるんだ？」

「警察はこの間の強ごう盗とう殺人の捜そう査さで忙いそがしい。捜査状況を問い合わせても、〝捜査中〟という返答があるだけだ。だけどこの手のタイプはそのうちもっとでかい火事を起こす」

「だからってお前の仕事じゃないだろ。調査員にでもなりたいのか？」

　また一人で火災現場に行って写真を撮とっているんじゃないだろうな、と頭が痛くなった。

「俺はずっと、放火犯と悪戯通報は同一人物じゃないかと思ってた。コンビニからの悪戯通報、通報者は中学生の男子だった。警察は画質が粗あらくて学校は特定できなかったらしいけどな」

「……中学生がラブホテルに放火したって考えてるのか？　そもそも放火するやつが、悪戯通報程度で満足するか？」

　消防を翻ほん弄ろうするのが目的なら有り得るかもしれないが、リスクが高い。

　通報すれば位置情報や自分の声を相手に知られることになる。それこそコンビニでの監かん視しカメラの件のように、自分の映像を相手に握にぎられてしまう可能性だってある。スリルを楽しんでいるにしても、どのみちこれでは捕つかまるのは時間の問題だ。放火犯は時間差で発火するような簡単な装置も使っていると、調査員の調査で分かった。用心深く、今のところ目もく撃げき者もいない。

　そんな狡こう猾かつな人間が、リスクを犯して満足度の低い悪戯通報をするとは思えなかった。

「思ってた、って言っただろ。今はそう考えてない。悪戯通報したのは放火犯じゃなくて、放火犯の知り合いだ。悪戯通報は、悪戯じゃない。たぶんそいつは、放火犯が放火しそうな場所が分かるんだ。ただ正確にいつどこにやるかが分からないから、適当に通報してるんだろう。実際に火事がなくても通報があれば、その付近をしばらくは警けい戒かいするしな」

　新森はリストを出した。通報があった日時と、放火があった日時が表になって並んでいる。「通報」十二月二十日、「不ふ審しん火び」十二月二十二日から始まって、最近の「通報」八月十三日、「不審火」八月十六日まで、通報と不審火は近接した日付で起こっている。

　不審火というのは、故意か事故か分からない原因不明のものを指す。

「だけど、悪戯通報なんて前からあるだろ？」

　一時期地元の中学校で悪戯通報が流行はやった時期があった。

　そのときは日に何件も悪戯通報があったと聞くし、元からぽつぽつある。

「リストにしたのは、よくかけてくる二人の分だけだ。他ほかは除外してる。流石さすがに管轄外の通報の声は聞けないから、リストにできたのは管轄内で俺が当直した日のものだけだけどな」

「でも仮にお前の言ってる、〝通報者と放火犯が知り合いで、放火を食い止めるのが通報者の目的だ〟というのが正しいとしたら、矛む盾じゆんがあるだろ？」

　地図とリストを照らし合わせながら、赤い印と青い印が重なっている部分を指す。

　パチンコ店の駐ちゆう車しや場だ。「通報」三月十五日、「不審火」一月二日と書かれている。

「既すでに放火した場所を通報しても意味ないだろ？」

　俺の言葉に新森は「この一件は消防が出動しなかった」と言った。

「俺が近所に聞き込んで、不審火があったことが分かったんだ。近所の住民が気づいたときには煙けむりは上がっていたが火は消えていて、車のシートだけが燃えていたそうだ。出動がなかったから、通報者は放火が既に行われたことを知らなかったんだろう」

「お前、非番の日に何やってんだよ」

　どうやら火災現場で見物人の顔を撮るだけでは飽あき足らないらしい。

「因ちなみに、通報と放火が前後するのはもう一つあるが、その二つだけだ」

　新森は地図の一点を指した。指先を見ると、赤い点と青い点が重なっている。

　場所は一級河か川せん横で先日新森と話したグラウンドだった。その長い指を見て、まさか悪戯通報があった場所と放火があった場所を全部回っているんじゃないだろうな、と新たな嫌な予感に頭痛が酷くなる。そんな姿が他の連中に見つかれば、新森こそが放ほう火か魔まに疑われそうだ。

「随ずい分ぶん、印がちらばってるな」

「場所に意味はないだろうな。火をつけやすい場所を選んでるだけとしか思えない」

「寝起きで空腹だから頭が働かない。はっきり言ってくれ。俺に何をさせたいんだ？」

　自分の推理を披ひ露ろうして、それが正しいかどうかを判断して貰もらいたいなんて殊しゆ勝しような考えをする奴やつじゃない。わざわざリストや地図まで用意して俺に説明するということは、何かさせたいことがあるのだろう。

「珍めずらしく話が早くて助かる」

　そう言うと、新森は何枚か写真を取り出した。この間のラブホテル火災の現場写真だった。

「中学生だってことは知ってたから、子供を狙ねらって撮った」

　写真の画像が粗いのは引き延ばしたからだろう。中心に映っていたのは、幼い子供だった。

　中学生といってもまだ入学したばかりに見える。周囲の人間が好こう奇き心しんや驚きの表情で火事を見ているのに、その子供だけ別の方向を向いていた。むしろ新森と同じように、見物に来ている人間を観察しているようだ。いや、捜さがしているのか。

「女の子だ」

「ああ。ラブホテルの火災と、廃はい屋おくの火災現場に野や次じ馬うまで来ていた。一度、話しかけて声を聞いたが、通報者の声と同じだった」

「通報者は声を変えてるんじゃなかったのか？」

「最近はな。最初の頃ころの声はたぶん本人の声だ」

　放火犯かもしれない、もしくはその知り合いかもしれない相手に気軽に接せつ触しよくしている男を、どう諭さとすべきか考えていると、新森は更さらに話を進めた。

「通報者は二人、中学生の男子と女子だ。彼らは放火犯が放火する場所を知っていて、止めたいと思って先回りして通報している」

「場所が分かっていて止めたいなら、リストアップして消防か警察に持ってくればいいだろ？　そうすれば火事を防げるだけじゃなく、犯人も捕つかまえられる」

　中学生だってその程度は頭は働くだろうと思って口にすると、新森が「そうしないのはどうしてだ？」と逆に聞いてくる。

　俺が知りたいと言い返そうとして、新森が正答を期待して待っていることに気づく。空腹では頭が回らない。せめてカフェインが欲しかったが、そう悩なやむまでもなく答えを見つけた。

「身内なのか」

　通報者は火事を防ごうとするわりに、協力的とは言い難がたい。しかし身内が犯人なら、その行動にも納なつ得とくができる。

「たぶんな。でも、居所が分からないんだろう」

「どうしてそう思うんだ？」

「火災現場でわざわざ捜すのは、そいつの居所が分からないからだろ？」

　新森の言葉に納得して頷うなずき、本題を促うながす。すると新森は真しん剣けんな顔で衝しよう撃げき的なことを言った。

「この女の子を捜し出した」

「はあ!?」

「会いに行くから、付き合え」

「おい、なんでそうなるんだ。警察に突つき出せよ！」

　ようやく切り出された本題が予想以上のものだったので、思わず驚おどろきのままに窘たしなめる。

「これじゃ悪戯通報と放火の関連性の根こん拠きよが弱い。うちの調査員にも鼻で笑われた。それに今捕まえたところで、彼女の罪は単なる悪戯通報だ。実際通報があったところで放火されてる場所は一割ってところだから、偶ぐう然ぜんと言われればそれまでだ。それじゃ放火はなくならない」

「……会ってどうするんだよ」

「説得して警察署に連れていく。そこで放火犯のことを話して貰う。彼女自身が放火犯との関連性を認めて、今後放火される予定の場所を話せば流石に警察も動くだろ」

　新森の台詞せりふに「マジかよ」と呟つぶやくと、「本気に決まってるだろ。じゃなきゃお前みたいな我が慢まんのきかないケダモノの家に来ない」と、消防学校の教官の百倍は冷たい目で口にする。

　やはりまだ怒おこっているようだ。

「それ、うちの上司に相談してからじゃ駄だ目めなのか？」

「〝悪戯通報者で放火犯の身内だと疑われる中学生に話を聞きに行きたい〟って言って、誰だれが了りよう承しようするんだ？　それに俺が勝手に動いてるのが知られたら、明確な証しよう拠こがない限り二度と自由に動けなくなる。調査員には知られてるけど、まだあいつより上には知られてないしな」

「気持ちは分かるけど、俺達が行って説得できるのか？」

「規模は徐じよ々じよに大きくなる。最初はたき火程度の不審火、次は放置車のシート。ゴミ捨て場、廃はい墟きよ、納な屋や、そしてこの間のホテル。もうすぐ秋が来る。乾かん燥そうした季節は、よく燃えるぞ」

　話は理解できる。それでも迷っていると「お前が乗らないなら一人で行く」と言った。

「……分かった、行けばいいんだろ。一人で動くなって言ったのは俺だしな」

　この判断が間ま違ちがっているのは分かっていたが、新森を一人で行かせるわけにはいかない。

　一人でおかしなことをされるよりも、まだ俺が見ている前でやられた方が安心できる。

　新森は満足げに唇くちびるを曲げて笑ってみせた。

　その顔がかわいかったから、今いま更さらながら部屋で二人きりだと思い出す。変な気分になって、また新森の機き嫌げんを損そこねるようなことをしないうちに立ち上がって身み支じ度たくを整えた。

「お前はいつも、一度やるって言い出したら曲げないよな」

　家を出るときにそう言うと、新森は履はいたばかりのスニーカーの爪つま先さきをトントン蹴けりながら「お前だって俺がいくら止めても、いつだって止まらない」と、腰こしに手を当てる。

　ちょうど黒子ほくろの上だったのは、意図したことなのか深い意味はないのか、経験の浅い俺には判断がつかない。だけどたったそれだけであの日の記き憶おくが蘇よみがえり、腰に熱が溜たまりそうになる。

　きっと最初に雲丹うにを食べた人間は、トゲトゲの黒い悪あく魔まに似た生物が、内側に濃のう厚こうで甘みのある身を隠かくしているとは思わなかっただろう。空腹故ゆえに仕方なく口にしたに違ちがいない。だけど一度味わってしまえば、悪魔のように見えていた生物が、極ごく上じようの食い物にしか見えなくなる。仮に二度と食えなくても、前と同じようには見られない。

　───雲丹に喩たとえてることがばれたら、ぶちぎれられそうだな。

　そう考えながらあの日、俺の腕うでにちくりと刺ささった指先からそっと目を逸そらした。




　てっきりその女の子の自宅に行くのだとばかり思っていたが、新森が俺を連れてきたのは隣となりの市の駅前にあるカフェだった。休日なのでわりと混んでいる。

　プレートを頼たのんだがハンバーガーは小さく、ポテトもささやかにしか添そえられていない。

　腹が減っていたので、仕方なくもう一度レジに並んでサンドイッチとチキンを追加で買って席に戻もどると、新森は俺が向かいに座っていないことにすら気づいていない様子で外を見ていた。

　ある意味、これもデートだ。張り込みと捉とらえるか、デートと捉えるかでモチベーションに大きな違いが出る。それに上長に知れたら確実に叱しつ責せきを受けることをしていると思うより、デートだと思いたい。中学生の女の子に声をかけて不ふ審しん者扱あつかいされたら、今度は誘ゆう拐かい犯ではなく変質者として警察のお世話になるかもしれないと考えるより、風景を楽しみながらテラス席で楽しくランチをしていると現状を捉えた方が、精神安定上良い。

　風景と言っても新森が見ているのは目の前にある学がく習しゆう塾じゆくの入り口だ。

　───一応、一人で動かずに俺に声を掛けにきただけましなのか？

　頰ほお杖づえをついている新森の横顔を見ながら食事をしていると、「なんだ？」と聞かれる。

「お前、本気で調査員になりたいのか？」

「そういうわけじゃない」

「それなら、来年もこのまま指令室勤務を続けるのか？」

　俺の質問に初めて新森が窓の外から視線をこちらに向けた。

「部署は辞令次し第だいだ」

「お前はまだ若いし、技術も体力もあるんだから希望を出せば現場に復帰はできるだろ？」

　指し摘てきすると、新森はまた詰つまらなそうに視線を外に逸らした。

「俺の理想は、来年お前がレスキューに受かってまた一いつ緒しよに現場に出ることだ。恋れん愛あい感情抜ぬきで、そうなったらいいと思ってる。次は、絶対に見捨てない。現場で新森が退ひけって言うなら、必ず従う」

　真剣にそう告げると、新森はしばらく間をおいてから「恋愛感情抜き」と呟いた。

「たとえお前にふられてもってことだよ。ふられても、好きでいるのは俺の勝手だろ」

　新森は眉まゆ根ねを寄せたが、何も言わなかった。

　そんなに嫌いやなのかと落ち込んでいたら、急に新森が立ち上がる。

「来た」

　一言それだけ言って、席から離はなれる。

　視線を外に向けると、学習塾から男女の二人連れが出てくる所だった。両方とも私服姿で、女の子の方は新森の持ってきた写真と顔が一いつ致ちする。慌あわてて新森を追い掛かけた。しかし懸け念ねんしたように新森はすぐに声をかけたりせずに、二人がバス停で立ち止まるのを待ってから近づく。

「こんにちは、ちょっと話いいかな？」

　いきなり見知らぬ大人に話しかけられて、二人は警けい戒かいするように視線を交かわした。

　顔つきがどことなく似ているから、兄妹なのかもしれない。

　だとしたら男の子の方は、コンビニの防犯カメラに映っていた学生と同一人物なのだろうか。

「何ですか？」

　男の子が警戒するように女の子の前に出る。

　女の子は吸きゆう血けつ鬼きを前に十じゆう字じ架かを握にぎるような仕草で、鞄かばんから携けい帯たいを取りだして胸の前で握った。

　警察を呼ばれたらどんな言い訳をすべきかと考えていると、新森が「消防署の者です」と口にする。普ふ段だん、俺や都野には絶対に向けない、穏おだやかな口調だった。

「こいつ、覚えてないかな？　この間のホテル火災で消火活動に当たってたんだけど」

　新森の紹しよう介かいで女の子の視線が俺に向けられ、眼めが合う。しかしすぐに彼女はさっと俯うつむいた。

「何のことですか？」

　男の子が僅わずかに震ふるえる声でしらを切り、女の子の手をそっと握った。

　ただの見物人だったというなら、こんな反応はしないだろう。

　これだけで新森の推理が当たったと思うのは尚しよう早そうだが、何かあるのは間違いなさそうだ。

「分かってるよね？」

　そのとき丁度バスが来る。解放されると思ったのか、ほっとした顔で一歩踏ふみ出そうとした二人を「話はまだ終わってない。なんなら家に行って話そうか？」と、新森が脅おどす。

　優やさしい笑え顔がおで逃にげ道を塞ふさいだ相手に、二人は青い顔で黙だまり込む。

　バスは俺達が乗らないと分かると、乗客を吐はき出すこともなく走り去った。

　エンジン音が聞こえなくなってから、新森は「いつも通報してくる子だよね？」と聞いた。

「……通報、の件なら、すみませんでした」

　女の子の方が、か細い声で悪戯いたずら通報を認めて謝る。

　俺達が黙っていると「テストばっかりで、ストレスが溜まっていたんです。もうしません」と理由を話す。まるで予あらかじめそう話そうと決めていたように、無む味み乾かん燥そうな口調だった。

「火事を見に行ったのは？」

「ただ、見てみたかったから。それだけです」

　すみません、ともう一度女の子が頭を下げる。

「庇かばっても、何にもならない。放火を止めたいなら、場所を通報するだけじゃ駄目だ」

　新森の台詞にそれまで黙っていた男の子が「放火って何のことですか？」と言った。

「君たちは犯人の知り合いなんだろう？」

　駆かけ引きなしでストレートに切り込んだ台詞に、女の子の方は泣き出してしまったが、男の子の方は「意味が分かりません」と主張した。

　だけど男の子の拳こぶしが震えているのを見て、犯人の知り合いなんだな、と確信する。

　次のバスが来た。男の子はそれをちらりと見てから「家に来たら、警察を呼びます。俺達が犯人を知ってると思うなら、警察の人と来ればいい。どうせなんの証しよう拠こもないんでしょう？」と中学生のわりには痛いところをついてくる。しかし新森は動じた様子もなく、ポケットから連絡先が書かれた紙切れを取り出すと、男の子の手に無む理り矢や理り握らせた。

「犯人の居場所が分かったり、本当のことを話す気になったら俺に連れん絡らくをして。次の放火現場が分かったときも」

　男の子は突つき返そうとしたが、新森は受け取らずに「死人が出たら」と先さき程ほどまでの優しい口調をがらりと変えて、冷たく吐き出した。その瞬しゆん間かん、二人の肩かたがびくりと跳はねる。

「君たちは責任を取れるのか？　身内を殺人犯に変えていいのか？」

　ドアが開く瞬間、新森は男の子をまっすぐ見下ろして鎌かまをかけるように「身内」と言った。

「君達が止められないなら俺達が止める。だから次の犯行が起きる前に連絡しろ」

　二人は紙切れを突き返すのを諦あきらめて、逃げるようにバスに乗る。

　結局俺は一言も口を利きかないまま、三人のやりとりを見ていただけだった。

「帰してよかったのか？」

「一気に追い詰めても仕方ない。放火する日時と場所が分からない限り、通報しても無む駄だだと分かっているんだから、きっと連絡してくる。あの二人は犯人を止めようと必死みたいだしな。身内が警察に捕つかまるのは嫌だろうが、それ以上に殺人犯になるのはもっと嫌だろう」

　新森がバスが消えた方に視線を向ける。すぐに交差点を曲がってしまったので、もうその姿は見えない。今いま頃ごろ二人がバスの中でどんな会話をしているのかは分からなかったが、また犯人がいつ放火するとも知れないのに、これ以上打つ手がないのは焦じれったかった。

「なぁ、本当に警察にも上司にも相談しないのか？」

「証拠がないって言ってるだろ。状じよう況きよう証拠だって、あれだけじゃ足りない。俺はむしろ放火犯と悪戯電話の関連性を、お前が信じたことの方が意外だよ」

「本当は俺もその二つには何か関連性がある気がしてたんだ。自分じゃよく分からなかったけどな。それに俺の考えたことより、新森が考えたことの方が正しいことが多い」

　工場の事故のときにそれを痛感した。あのとき、引き返せと言われてすぐに引き返していればよかったと何度も思った。未いまだに後こう悔かいしているんだ。

「だけど、名前と住所ぐらいは押さえておいた方が良かったんじゃないか？」

　二人と話した感じだと、新森の推理に間ま違ちがいはなさそうだ。だとしたら余計、泳がせて良いものか不安になる。そもそも二人の身内だと当たりがついているなら、警察に告げるべきだ。

「どうして彼女が今日塾じゆくに行くことを知ってたと思うんだ？　全部調べはついてる」

「……どうやって？」

「うちの管かん轄かつ内での放火が徐じよ々じよに増えてるってことは、うちの管轄内に生活圏けんがあるってことだろう？　普ふ通つう放火は生活圏外から圏内に近づいていくものだからな。犯人の身内なら恐おそらく通報者もうちの管轄内にいるんじゃないかと思って、いくつかの中学校に目星をつけた」

「おい、中学校の前で張ってたりしてないよな？」

　いくら新森が人当たりよく見えても、そんなことをすれば流石さすがに誰だれかに見み咎とがめられそうだ。

「まさか。知り合いが中学校の教師なんだ。そのツテで何人かの教師に顔を確かく認にんして貰もらって、素す性じようが分かった。地元の公立校で良かった。お陰かげで、苗みよう字じから住所も割り出せたしな」

　確認した教師は個人情報流出じゃないのかと思ったが、敢あえて突っ込まなかった。

「中学校の教師ってどこで知り合うんだよ」

「お前も会ったことがあるだろ。俺の家の前で」

　新森の言葉に、プロレスラー擬もどきを思い出す。

「あれ、教師なのか。……大だい丈じよう夫ぶなのかよ、男子生徒は」

「あいつは年上にしか興味ないから大丈夫だろ。兄弟プレイが好きだから」

「…………………年下なのか」

　意外な事実である上に、あの男が暴力だけでなく変態も患わずらっていると知り、不快な気分になる。それに新森がまたあいつと顔を合わせたというのが、面おも白しろくない。

「抱だいたのか？」

　交こう換かん条件に体の関係を持ち出したのではないかと思って訊たずねると、新森は「後々面めん倒どくさそうだから抱いてない。後こう輩はいを紹介する約束はしたけどな。都野には借りができるな」と何て事ないように答える。都野が気の毒になったが、新森が彼の相手をするのも嫌なので、生意気な後輩には泣いてもらうことにした。あいつも強いから、何とかなるに違ちがいない。

「気になるのか？」

「当たり前だろ」

　最初は新森に対する自分の感情に戸と惑まどいを覚えていたが、今は口にすることに何の躊ちゆう躇ちよもなくなっていた。新森が真しん剣けんに受け取らないから余計に言いやすいのかもしれない。

　だけど今はそんなことより、このまま新森を帰して良いものか迷う。放っておいたらまた一人で放火現場や通報現場に行きかねない。もし通報現場に行って、そこでまさに放火しようとしている犯人と鉢はち合あわせたりしたら、と考えると頭痛が酷ひどくなる。

　説得するだけの話術がない俺が、頑かたくなな新森相手にどう言って危険なことを止やめさせようか思案していると、背後から「光輔さん？」と声を掛かけられた。

　柔やわらかな声に振ふり返ると、石渡さんが友達と立っている。

　偶ぐう然ぜんの再会に驚おどろいていると、頰ほおを赤くした彼女ににこりと微笑ほほえみかけられた。

「今日は訓練はお休みなんですか？」

「ああ、まぁ。そっちは友達と買い物？」

「はい。西にし二に町のモールが閉店セールで。光輔さんは……？」

「仕事でちょっと。新森、去年の居酒屋の」

　俺がそう言って新森に挨あい拶さつを促うながすと、彼女の方が先に気づいたらしく、「あ」と声を上げる。

「あのときは、どうもありがとうございました。お店の方がこの間新装開店したので、宜よろしければ今度食べに来てください」

　新森は軽く会え釈しやくした。

　石渡さんが新森と話す間、「光輔さんってあの人でしょ？」「お姫ひめ様だっこの」「いつも加奈が話してる人だよね？」と彼女の友達がこそこそ囁ささやき合う声が聞こえてくる。

　うちの先せん輩ぱい方と一いつ緒しよで、この状じよう況きようを楽しんでいるらしい。

「良かったら、これから一緒にお食事行きませんか？　私も消防士さんのお話聞きたいです」

　石渡さんの友達の中でも派手な子が、俺ではなく新森に向かって声を掛けた。

　相変わらずもてるのを見て、嫌いやな気分になる。以前は新森に嫉しつ妬として、容姿が良ければ性格が悪くてもいいのか、と苦々しい気持ちになった。しかし今は新森に対して好意を向ける女性の方に、苦々しい気分になる。新森が女性を相手にすることはありえないと、知っていてもだ。

「これから仕事だから」

　新森は思ってもいないくせに「残念だ」と言わんばかりの笑えみを浮うかべて、断る。

「ごめん。俺も行かないと」

「そうなんですか。せっかく会えたのに」

　謝って踵きびすを返そうとすると、いきなりするりと女性の手が腕うでに絡からみついた。華はなやかな色の爪つめの持ち主は先程、新森を飲みに誘さそっていた派手な子だった。

「時間作ってあげてくださいよ。この子、本当に光輔さんの話ばっかりなんだから」

　慣れない感かん触しよくを上じよう腕わんに感じて視線を向けると、胸が触ふれていた。

　胸むな元もとが大きく開いているから、服を通さない肌はだの柔らかく湿しめった感触に驚く。

「次に会ってくれる約束するまで、離はなしませんよ」

　俺が動どう揺ようしているのを面白がって、尚なお更さら体を寄せてくる相手に「悪いけど」と声を掛ける。

　新森はそんな俺達に付き合うのが嫌になったのか、さっさと俺を置き去りにして歩き出した。

　俺も追い掛けようとすると、先程よりも強く腕が絡みついてきた。

「あの本当に少しだけでも、ダメですか？」

　懇こん願がんするような石渡さんの台詞せりふに、先のばししても意味がないと思い、「ごめん」と謝った。

「前にメールで言ったと思うけど、俺、好きな奴やつがいるから」

　強ごう引いんに手を引き剝はがしてから、派手な女性ではなく石渡さんを見てそう口にする。

　悲しげな顔を見て、友達の前で恥はじをかかせるべきではなかったとすぐに後悔したが、これ以上気を持たせるような態度はとれない。そもそもメールに付き合ったのが間違いだったのだろうと、安やす請うけ合いしたことを後悔しながら新森を追い掛ける。

　背後からは不満げな声が聞こえたが、無視して人ひと混ごみを搔かき分けた。

　新森に追いついたのは、駐ちゆう輪りん場から立体駐車場に繫つながるエレベータ前だった。

　俺が追い掛けてきたのが分かると、新森は意外そうな顔をする。

「誘われたんだから行けばよかったのに。お前好みの子だったじゃないか」

「ただの知り合いだ」

「そうは見えなかったけどな。彼女だろ？　お前が助けて惚ほれられた子」

　例の話は指令室にまで広がっているらしい。実際、この間書類の関係で署に連絡したときに、電話をとった先輩に「あの子とはどうなった？」とからかうように聞かれた。

　署の人間は俺にずっと彼女がいなかったことを知っているので、完全に面白がっている。

「そうだけど、彼女とは何もない」

「お前とは付き合ってるわけじゃないんだから、俺に弁解しなくていい」

　新森はそう言うと「二回寝ねただけだろ」と馬ば鹿かにするように吐はき捨てた。

「でも、お前は意外に上手うまかったから、遊びなら相手してやってもいい」

　新森の手が、先さき程ほど女性が触れたところに触れる。感触は、さっきとまるで違う。

　しっかりとした長い指は、日々の訓練のせいで掌てのひらの皮ひ膚ふが硬かたくなっている。

　さっきまでこの間の一件を怒おこっていたのに、誘うように新森が笑った。人ひと気けがないとはいえ、いつ誰が来てもおかしくない場所で、体を寄せてくるのは俺の反応を楽しもうとしているからだろう。

「やめろよ」

　真剣に好きだと言っているのに、いつも茶ちや化かす新森に苛いら立だって、まつわりついてきた手を外す。女性にしたときよりも乱暴な仕草になった。

　新森は俺が平然としているのを見て、詰つまらなそうな顔をした。

「なんだよ、やっぱり女の方が良くなったか？」

「そういうわけじゃない」

　ここで拒こばむのはただのやせ我が慢まんだ。だけど必要なやせ我慢もある。

　手を出したら、たぶん新森はまた俺の気持ちを恋れん情じようじゃなく性せい欲よくだと思い込む。

　それにここで寝たら、前回のデートのように今日のことを黙だまっているための取引になりそうだ。これから自分がしようとしていることを考えると、余計にできない。

　それに三回目があるなら、取引は抜ぬきでしたい。そうじゃないなら、する意味はない。

　いっそからかわれてもいいから触れたいと願う気持ちは確かにある。心が手に入らないなら先に体だけでも手に入れてしまおうなんて、即そく物ぶつ的な考えも頭を掠かすめた。

　でも結局、俺は何も答えないまま、到とう着ちやくしたエレベータに乗ることもしなかった。

「乗らないのか？」

「お前と喧けん嘩かする気はないから、乗らない」

　流石さすがにこれ以上気持ちを疑われたら険悪になりそうだ。

　最近まで童どう貞ていだったから、まだ恋れん愛あいに対して夢を抱いている分、誠実でありたいとも望んでいるんだ。それが同い年の新森から見て滑こつ稽けいであっても。

　新森はドアが閉まるときに冷めた視線を寄よ越こしたが、何も言わずに行ってしまった。

「ああ、くそ」

　目の前から居なくなった途と端たん、頭を搔きながら呟つぶやく。上手くいかない。

　たぶん経験値が少ないだけでなく、新森相手だから余計にそうなんだろう。

　あいつの気持ちを手に入れるためにどうすべきかは分からないが、今すぐ何をすべきかは分かる。でもそれをすることで、余計に新森の気持ちは遠ざかりそうだ。

　分かっていたが、先程の中学生が連れん絡らくをしてくるまで悠ゆう長ちように待つなんて、俺にはできない。

　幸い新森は警察や調査員、上長に話されるのを嫌がっていたが、それ以外の人間に関しては何も言っていない。

「でも、知ったら怒るだろうけどな」

　より嫌きらわれるのを覚かく悟ごして、署に向かった。土日でも、受付には必ずＯＢがいる。

　よほど暇ひまなのか、カウンターに隠かくれてこっそりクロスワードパズルをしている姿を見て、「相談があるんですけど」と口にする。

「どうしたの？　訓練だめだったの？」

　とぼけた顔で聞いてくるＯＢは、ここに来る前は消防学校の教官だった。その前は二十年以上現場にいた消防士だ。俺がない頭でごちゃごちゃ考えたり、この件に関しては暴走しがちな新森に任せるよりもずっといい解決策が得られる気がした。

「来週最終試験に受かれば再来週からレスキューです。不ふ吉きつなこと言わないでくださいよ」

「ふーん、じゃ何？　もしかして恋れん愛あい相談？」

「もっと真剣な話ですよ」と口にすると、ＯＢはデスクの上で手を組んで、わくわくした顔で「どんなの？」と身を乗り出して話の続きを促うながした。




　地じ獄ごくの訓練が終わり、レスキューの試験には無事に合格したものの、配属される署は変わらないので、特にこれといって新しん鮮せんみはない。業務内容も普ふ段だんとさして変わらない。

　それよりも先輩達はもっと他のことに興味があるようだった。いや、先輩だけじゃない。

　都野は俺が戻もどってくると、早さつ速そく石渡さんとのことについて聞きたがったが、「友達の前で好きな人がいるって言ってから連絡がない」と答えると、呆あきれた顔で「最低ッスね」と返された。

　最近都野の中で俺の株が急降下している。確かに配はい慮りよは足りなかったが、あの外そと堀ぼりから固められていく感覚は、きっと都野には分からない。

「でも新森先輩との仲も余計に険悪になってませんか？　訓練中になんかしたんですか？」

　新森に連れられて中学生に会ってきた日、ＯＢに洗いざらい全部ぶちまけた。

　ＯＢは神しん妙みような顔で頷うなずくと、『餅もちは餅もち屋や』と言った。

『だけど証しよう拠こになるような物はないんです。状じよう況きよう証しよう拠こばかりで、警察が動くとは思えません』

　俺が新森の受け売りでそう口にすると、ＯＢは『調査員を動かすんだよ』と笑った。

『それで、調査員から働きかけて警察を動せばいいんだよ』

『調査員には既すでに新森が話をしましたが、退けられています』

『不ふ肖しようの教え子で申し訳ないね。僕が責任を持って、ちゃんと新森の話を聞くように話してあげよう。本当に悪戯いたずら通報と放火に因果関係があるかどうかは分からないけど、他ほかに有力な手がかりがないんだから可能性が１％でもあるなら、調べるべきだね』

　ＯＢはそう言うと、あっという間に新森の上司に話を通して、調査員と新森が直接話をする約束を取り付けた。その際には自分も同席すると告げて通話を切ると、ぎしりと椅い子すの背もたれに体を預けて俺を見た。考えてみれば司令より下で俺より上の世代は全員ＯＢの教え子だ。

　勿もち論ろん新森の上司も調査員も、その世代に含ふくまれる。

『次からはこういうのはすぐに相談してよ。ＯＢはオブザーバーの頭かしら文も字じでもあるんだから。ん？　オブザーバーか……』

　ＯＢははっとしたようにパズル雑誌を取りだして、今口にした単語を升ます目めに嵌はめていく。

　普段、暇をもてあまして職員をからかってくるＯＢが、初めて格好よく見えた。

　しかし確証を得るまでは大きく動くつもりのなかった新森は、予想通りその件に関してひどく怒って俺を無視している。確かに無断でＯＢに話を持っていったのは悪かった。

　新森が裏切り行為だと思っても仕方ない。勝手に動いたのが露ろ見けんして新森が上からかなり締しめ上げられたのも知っているが、結果的には調査員から警察に話を通すことができた。

　それによって中学生の二人に、大学受験に失敗して行方ゆくえ不明になっている兄がいることが分かった。警官が写真を持って聞き込んだ結果、その男が複数の放火現場で目もく撃げきされていることや、クレジットカードで犯行に使われた発火装置の材料が買われていたことが判明した。

　相変わらず中学生二人は口を噤つぐんでいるらしいが、ほぼ放火犯は確定したと言っていい。

　警察の手が迫せまっているのに気づかれたのか、最近放火も二人からの悪戯通報もない。

　犯人が捕まれば、新森の溜りゆう飲いんも下がるだろうが、杳ようとして行方が知れないので、機き嫌げんが直る気配はない。

　ぴりぴりした新森をトレーニングルームで見み掛かけて、都野が物言いたげな視線を寄越す。

　視線が合ったが、すぐに逸そらされた。すると都野が脇わき腹ばらをつつき、俺にこそこそと囁ささやく。

「何したんですか？　今度はどこにぶっかけたんですか？」

「そういうんじゃねえよ。毎回俺がケダモノなのが原因だと思うなよ」

「なんでもいいですけど、どうせ新森さんは折れないから先せん輩ぱいが折れたほうが早いですよ」

　ぴりぴりしている新森を気にせずに体を動かしてたが、都野が「先輩、レスキュー行って確実に持久力あがったッスね」と息も絶え絶えに言って一足先にいなくなると、途端に気まずさが増す。しかし謝るべきか考えているうちに、新森はいなくなった。

　向こうも居心地の悪さを感じていたのかもしれない。

　───勝手に話したのは悪かったけど、ＯＢに打ち明けたこと自体は正しかった。

　結果論だが、犯人に目星がついたので、新森がわざわざ危ないことに首を突つっ込む理由もなくなった。だけど同時に、新森が放火犯に制裁する機会は失われた。新森が制裁したいと言ったわけじゃないが、それでもやっぱりあそこまで熱くなっていた理由はそれ以外に考えられない。

「あいつ、短気だしな」

　ぽつりと呟いてから、自分も人のことを言えないと溜ため息を吐はき出して、普段より長めのトレーニングを終えてシャワールームに向かう。

　造りはジムやプールと同じだ。壁かべ沿いにボックスタイプのシャワースペースが並んでいる。

　救急消毒室の方から中に入ると、既に先客がいて奥のブースが埋うまっていた。

　持ってきた着き替がえを棚たなに入れて、俺は手前のシャワーを使う。

　熱い湯を浴びながら自前の石せつ鹼けんを手にとって、直接体に擦こすり付けた。充じゆう分ぶん汗あせを流ながしてさっぱりしてからお湯を止め、軽く体を拭ふいた後で腰こしにタオルを巻いてブースを出る。

　そのとき一段高くなっている脱だつ衣いスペースで、着替えているのが新森だと気づく。

　奥を使っていたのはこいつだったらしい。トレーニングルームを出たのはかなり前だから、新森以外の人間が使っていると思っていた。足を止めると、不ふ審しんに思った新森が振ふり返る。

　既に下着を穿はいているが、ろくに拭いていないのか、背中には水すい滴てきが浮ういている。

　新森は、俺と眼めが合うと舌打ちをした。

「おい……人の顔を見て舌打ちするなよ」

「話しかけてくるな」

「そんなに怒おこることないだろ。一人で捜そう査さするより、ずっといい結果になったじゃないか」

　俺の言葉に新森は「あの二人は、警察が出てきたことで口を噤んだ。お前が動かなきゃ、あいつらは俺に知ってることを洗いざらい打ち明けたはずだ」と、忌いま々いましげに言った。

　根こん拠きよの乏とぼしい楽観的な予測だが、反論してもどうせ負けるし、勝手に暴ばく露ろしたことは反省している。尤もつとも、新森に了りよう解かいを得ようとしても、どうせ色いろ好よい返事なんて貰もらえなかっただろうから、どのみち勝手に暴露するはめになっただろう。

「……悪かったよ、でも、どうしてそこまで一人でやることに拘こだわるんだ」

「放火犯は追い詰つめると厄やつ介かいだからだ。捕まると思ったら、何をするか分からない。自じ暴ぼう自じ棄きになって自殺する可能性もある。だから確信できるまで、大々的にやりたくなかった」

「そうはいっても、犯人を捜さがすなら警察に任せるのが一番だろう？」

「警察が介かい入にゆうしたって現状では指名手配がかかるわけじゃない。俺の方が正しいなんて口では言ってたが、そう思ってなかったんだろ？　俺はお前を信用してたが、お前は俺を信用してない。あの事故で、それは分かってたけどな」

　新森の言葉がずしりとのし掛かかってくる。結局俺も新森もあの事件の事が引っかかっている。

　だからといって、過去には戻れない。できるのは二度としないと約束するだけだ。だけど信じることを止やめた相手に、いくら約束をしても意味がない。

「お前だって俺のことを信用してないじゃないか。いくら好きだって言っても、信じない」

　新森は服を着て「だって裏切るだろ。こんな風に。信じたら、馬ば鹿かをみる。俺は二度とお前に期待したくない」と俺の方を見ずに口にした。シャワールームを出ていく後ろ姿に、何て声を掛けたらいいのか分からない。

　閉められたドアを見て、明確な言葉は何もないままふられてしまったことに気づく。

「裏切るから」という理由は「好きじゃないから」という理由よりもずっと、悪い。

　失しつ恋れんしたことより、決定的に信しん頼らいを失ったことの方がきつかった。もっと上手うまく立ち回れたんじゃないかと自問自答する。もっと傷つけないやり方があったはずだが、見付けられなかった。それでも悠ゆう長ちように模も索さくする時間はなかったんだ。これ以上の解決策は俺には思いつけない。

　一人きりのシャワールームで間ま違ちがっていないと自分に言い聞かせたが、それでも俺が自分の行動を後こう悔かいする日はすぐにやってきた。




　俺は何も言わなかったが、都野は俺達の関係の変化に気づいたのか、意識的に新森の話題を出すのを避さけていた。それだけでなく俺が居酒屋火災で助けた女性とのことをからかわれると、それとなく助け船を出してくれる。生意気で先輩を先輩とも思わない後こう輩はいの変化に裏がある気がして理由を聞いたら「先輩、なんかすごい落ち込んでるから」と同情された。

　新森のように表情を隠かくすのは得意じゃない。まだ本人と顔を合わせないだけいいが、どうにかしないとなと考えながら当直していた日の夕方、館内に予備指令が響ひびいた。

　第一通報者は現場の近くに住む主婦だった。先月閉店したショッピングモールから煙けむりが上がっているという内容だった。第二通報は通行人からで、内容は煙の件と何か内部で破は裂れつするような音が聞こえたというものだった。そして第三通報は今日非番のはずの新森からもたらされたと、無線の向こうで指令室のスタッフが教えてくれる。

『新森によると、火元は確かく認にんできるだけで二階西側、一階東側、三階の映画館入口付近です』

「何故なぜそこに新森がいるんだ？」

　無線に応じる針河さんの疑問に、指令室の隊員が『分かりませんが、放火犯がまだ館内にいるらしく、検けん索さくすると……』と困こん惑わく気味に答えた。新森が陰かげで放火犯を探さぐっていたことは俺とＯＢ、それに上の人間しか知らないのだから、指令室の隊員が不審がるのも当然だ。

　針河さんは普ふ段だんの温おん厚こうさをかなぐり捨てて「馬鹿か」と吐き捨てる。

「装備もなしで現場にいるのか」

　機関員が呆あきれと怯おびえを半々に含ふくんだ声で口にしたとき、ぞくりと悪お寒かんが背中を駆かけ上がった。

　火災で命を落とす原因は炎ほのおだけじゃない。煙だ。高温の煙は気道や肺を熱傷する。石油由来の製品である壁かべ紙がみや天てん井じようは熱で発火、変形し、有毒ガスを発生させる。

　そうでなくても一酸化炭素中毒になる恐おそれはある。上に登る煙やガスを避けるためには、体勢を低くする必要があるが、その格好で出口を探すために素す早ばやく動くのは、慣れていなければ難しい。

　煙のせいで視界の自由がきかなくなり、高温と炎でパニックを起こせば、冷静な判断ができずに出口に到とう達たつできなくなる。そしてあっという間に煙やガス、炎が室内に充じゆう満まんしてしまう。

　不意に、工場事故のときに仰あお向むけで横たわっていた新森の姿を思い出し、顔が強こわ張ばる。

　恐おそろしい想像は現場に着くと、ますます膨ふくれ上がった。分署のポンプ車が既すでに放水を開始していたが、煙の量は一向に減る気配が見えない。建物が大きいので消火活動は難航していた。

「スプリンクラーは作動しない。中にはまだ備品が残っているそうだから気を付けろ」

　指示を聞きながら、手て袋ぶくろの下で掌てのひらがじわりと汗ばんだ。この建物のどこかにいる新森のことを考えると、心臓がどきどきと早はや鐘がねを打つ。

「こちら側にはまだ火の手がないから、ここから中に入って検索を行う」

　隊長の指示に従って、火の気がない建物の裏手から中に入る。いざというときのために、要救に使うためのボンベも背負った。声こえ掛がけしながらフロアを回る。室内は雑然としていた。

　ディスプレイ台や、台車、段ボールやプラスチック製のパネルなどが残っていた。視界は悪く、真っ暗な店内を見回すにはヘルメットに付いたライトだけでは不ふ充じゆう分ぶんだった。煙の匂においが鼻先を掠かすめたときに、隊長が足を止めた。

「面めん体たい装着！」

　指示を受けて、黒いゴム縁ぶちのマスクを被かぶる。口の位置を直してから、背負っているボンベの塞そく止し弁を開いた。途と端たんにマスク内に充満する空気を吸い込み、冷静になろうと努める。

　焦あせっては駄だ目めだ。これより酷ひどい火災現場は、何度も経験している。新森を見付けたら、あいつが何と言おうと叱しかり飛ばそうと決める。向こう見ずに飛び込んでいくのは俺で、それを後ろから叱るのが新森の役目だ。今回はその逆転を楽しんで、せいぜいあいつをいびってやろう。

　大だい丈じよう夫ぶだ。きっと建物内のどこか安全な所にいるはずだ。

　普段は四名のチームで行動しているが、店内が広いので二手に分かれた。

「誰だれかいますか？」

　先に進むごとに煙の濃のう度どが濃こくなっていく。火は見えないが、煙は不気味に充満している。

　建物自体は鉄筋コンクリートだ。備品に火をつけたとしても、炎が燃え広がる構造ではないはずだ。なのにこれほど煙が発生しているのは、放火犯が何か燃料を持ち込んだとしか思えない。

　───そんなところに一人で乗り込んで、あいつは一体何を考えてるんだ。

　新森に対して改めて不安や心配に似た苛いら立だちを覚えたとき、不意に「ごほ……」という小さな音が聞こえた。一いつ緒しよに行動している仲間と眼を合わせ、咳せきが聞こえた方に走る。

　大きな柱の陰に、少年が倒たおれていた。先日バス停で話した子だ。

　持ってきた救助者用のマスクを着けてやると、「こふっ」と咳をした後で、重たげに眼を開ける。

「大丈夫か？　すぐに出してやるからな」

　少年は何か伝えようとしたが、もう一人の隊員と抱かかえ上げたところで、もどかしげにその子がマスクを外す。

「取っちゃ駄目だ！」

　仲間が叱しつ責せきすると、彼は「消防士の人と兄貴がまだ中にいるんだ。俺、捜さがしてくれって頼たのんじゃって、それで……まだ」と嗄しわがれた声を出す。

　少年の顔は煤すすで汚よごれていた。火の近くにいたのかもしれない。

「妹も、まだどこかに……」

「分かった。俺達に任せて」

　仲間はそう言うと、もう一度マスクを被せて、自力で外せないように手で押さえた。

「運ぶぞ、安達」

　仲間が少年の脇わきを抱える。彼を手伝って二人で外に運ぶべきなのは分かっていたが、そうしなかった。ここから出口は近い。50㎏程度の子供なら、装備を着けていても一人で運べる。

　無線で他ほかの隊員と連れん絡らくを取ったが、まだ誰も新森や放火犯、少年の妹を見付けていなかった。もしかしたら三人はまだ火の近くにいるのかもしれない。こうなるのが怖こわくてＯＢに相談した。子供達と新森が火災に巻き込まれるなんて、考え得うる限り最悪のケースだった。

「すみません」

　反射的にそう口にすると、仲間が顔を上げた。

「検索を続けさせてください」

　他の班も、まだ消火活動が終わってない辺りは検索していない。消防士だって命は惜おしい。だから自分の命の安全が確保されない部分にはおいそれと足を踏ふみ入れない。

　新森がまだこの中にいると聞いたときから、頭の中には嫌いやな想像ばかりが満ちていた。

　火災が発生しているのに中に留とどまっているなら、動けない状じよう況きように陥おちいった可能性が高い。怪け我がをしたのか、どこかに閉じ込められてしまったのかは分からない。だけどもし煙を吸い込んでしまったんだとしたら、あとは時間との勝負だ。

「おい、安達！」

　背後から聞こえる仲間の声を無視して、煙の濃い方に進んだ。

『安達、勝手な行動をとるな！』

　すぐに無線で呼び止められたが、無視して足あし下もとの障害物を飛び越こえて走る。

「新森と少女が放火犯を捜していたなら、二人は火の傍そばにいる可能性があります」

　これが重大な違い反はんに当たるとは知っている。レスキューから消防士に戻もどされるどころか、もっと悪い処分が下る可能性も高い。分かってはいたが、進まずにはいられなかった。

　引き返して酸素ボンベを交こう換かんして、その間の検索は他の班の連中に任せるのがプロとしての最良の決断だとは分かっていたが、この煙の中に新森を残して背を向けるのが怖かった。

　あいつに何かあったら、一生後悔する。

　今は停とまっているエスカレーターを駆け上がって、まだ消火活動が終わっていない二階の端はしを目指す。火元に近づけば近づくほど、空気が熱くなっていく。ふっと息を吐はいたときに、無線で少年の妹が見つかったことを知った。残るは二人だけだ。

　防火衣を着ていても、熱が押し寄せてくる。服の下は汗あせが滴したたっていた。無事に二人を見付けて帰れたら、シャワーを浴びてビールを飲む。そのビールは新森に奢おごらせてやろう。

「水隼！」

　声をかけても返事はなく、闇やみ雲くもに捜す時間もない。

　一体どうすればいいのかと煙けむりの中で立ち止まったときに、ふと携けい帯たいのことを思い出す。

　通報したなら、今も新森は携帯を持っている筈はずだ。闇やみの中に頼たよりない蜘蛛くもの糸を見いだして、慌てて無線で指揮車にいる司令に呼びかけると、開口一番に怒ど鳴なられた。

「後で始末書でもなんでも書きます。それより、保護した子供達に兄の携帯に電話をかけるように言ってください。それからできれば、新森の携帯にも電話してください。着信音に気づけるかもしれません」

　そんなことを頼んで数分後、炎から少し離はなれた所で微かすかに新森の携帯の着信音が聞こえる。

　途と切ぎれないうちに音のする方に走った。しかしそこには誰の姿もなく、携帯電話だけが毛足の短いカーペットの上にぽつりと落ちている。

「クソッ」

　悪態をついてそれを拾い上げたときに、音が止やんだ。新森の姿は見えないが、希望を託たくして煙のせいで薄うす暗ぐらい周囲を注意深く見回すと、傍にスタッフルームのドアがあることに気づく。

　手袋を取ってドアに触ふれ、熱くなっていないことを確かめてから、ゆっくりと開いた。

　室内には煙がなかったが、中には新森と見知らぬ男が倒れていた。

　煙から逃のがれようとして、焦って二人で部屋の中に逃にげ込んだのだろうか。もしくは、この部屋で新森が男を見付けたが、そこで力つきてしまったのか。いや、状況の分ぶん析せきは後でいい。

「要救助者二名発見、二階西側のスタッフルーム、至急応おう援えんを要よう請せいします」

　無線に向かってそう口にすると、すぐに返答があった。

『二階西側延えん焼しよう部拡大中。ハシゴを二階東側の中央階段部にある窓につける。そこまで移動できるか？』

「了りよう解かい」

　そう答えて、二人を見る。一度に運べるのは一人だけだ。軽く頰ほおを叩たたいて新森の反応を見たが、意識はなかった。大声を出しても、二人とも反応しない。

「水隼」

　いくら新森のために危険を冒おかしたとはいえ、こうして二人を発見した以上、どちらを優先すべきかは迷うまでもない。男を抱え上げて、振ふり返る。新森は倒れたままだった。

「絶対に戻る。二度と置き去りにしたりしない」

　聞こえていないのは分かっていたが、堪たまらずそう声を掛かけてからドアを閉めて外に出る。

　煙は先さき程ほどよりも濃度を増していた。一分一秒が惜しい。

　焦る気持ちで足を進め、熱でコンクリートが割れる不気味な音を聞きながら、炎ほのおを通り抜ぬけて指示された場所に着いたとき、丁度はしご車のバケットが上がってきたところだった。

「あと一人、連れてくるので彼をお願いします」

　意識のない男をバケットの隊員に託すと、制止も聞かずに火の中に戻った。

　しかし走り出してすぐに、ボンベがヒューと甲かん高だかい音で鳴る。残量が少なくなっているのだ。

　こんなことなら酸素呼吸器を着けてくるべきだった。いや、後こう悔かいするなら新森にどんなに鬱うつ陶とうしがられても、その動向に注意を払はらうべきだった。俺がＯＢに何も告げなければ、今回少年から連絡があった時点で、新森は俺にそのことを伝えただろうか。

　そしたらここにも単身ではなく、俺達仲間と乗り込んだのだろうか。

　───考えるな。今は考えてる場合じゃない。

　耳みみ障ざわりな音を止める術すべもないままスタッフルームに戻ったとき、炎ほのおはカーペットを舐なめて部屋の扉とびらを燃やしていた。そこから伝った火が、焦こげ茶ちや色の木のパネルを張った壁かべに燃え移る。

　まっすぐ火がこの部屋を目指しているところを見ると、部屋の前の絨じゆう毯たんには元々何か染しみこませていたのかもしれない。もし犯人がここで自殺をしようと企くわだてていたのなら、この部屋が最もよく燃えるように仕し掛かけが施ほどこされていたとしても、不思議じゃない。

「はっ………はっ」

　空気を切り裂さくようなボンベのアラームに混じって自分の呼吸音が耳に届く。

　焦るな、と声に出さずに呟つぶやいた。焦れば空気の消費が激しくなる。助けられる者も助けられなくなる。大丈夫。あと数分の空気は残っている。間に合う。充じゆう分ぶんだ。絶対助けられる。

　オレンジや赤に揺ゆれながら立ち上る火を、今までずっと綺き麗れいだと思っていた。

　酷ひどい火災現場で自分の防火衣を焦こがす炎を見てすら、恐きよう怖ふを感じたことはなかった。だけどこの光が新森を焼き尽つくす様を想像したら、恐おそろしくて堪らなくなる。

　怯おびえや不安で足が竦すくむ。胃の底が迫せり上がって、吐きそうになった。

　───しっかりしろ。何年、この仕事をやってるんだ。

　粘ねばついた唾つばを無む理り矢や理り飲み込んで、慎しん重ちようにドアを開ける。握にぎったドアノブは手て袋ぶくろを通しても熱かったが、室内にはまだ火は入っていなかった。

　安あん堵どして最後の要救のもとへ、走り寄る。体を起こすと新森が「あだち」と微かに俺を呼ぶ。

「アラームが、鳴ってる」

　微かに聞き取れる程度の声で、新森がそう口にする。室内は煙で天てん井じようが見えなくなっていた。

「また、命令無視したんだろ。お前、そのうち首になるぞ」

　こんなときだっていうのにやけに穏おだやかな口調で言われた。新森が喋しやべるのを聞いて、泣きたいほどほっとする。　>>>♥

　お前だって色々無視して一人で飛び込んだ挙げ句、俺に救助されているじゃないか。

「今回の件は、俺が悪かった」

　目を合わせると、俺の頭の中を読んだ新森が、初めて謝罪を口にした。

　珍めずらしすぎて、なんだか悪いことの前兆みたいな気がするから、止やめてくれ。

　大体あんなに怒おこってたのに、こんなに簡単に許されると逆に怖い。

　ツマミを閉じてマスクを取り、新森の顔に着ける。メモリを見れば、この残圧では数分と保もたない。でも俺も新森もノーブレスクロールの成績は学校でトップだった。

　ゴホッ、と煙の中で息を吐き出す。それだけで熱を持った空気が、肺の内側をちくちく刺さす。

「残圧がほとんどないから、もう喋るなよ」

　咳せき込みながらも一応注意をして、ツマミを開く。

　マスク内に充じゆう満まんした空気の中で、新森が小さく咳せきをするのが聞こえた。

　意識があるとはいえ、自力で俺の体を摑つかむ力のない相手を抱かかえ上げる。俺と同じぐらいの体重があるはずなのに、重さは感じなかった。

　炎の中に飛び出したとき、新森が「光輔」と呼んだ気がした。だけど聞き間ま違ちがいだろう。

　新森が俺をそんな風に呼んだことなんて、一度もなかったんだから。







　新森、と刻まれた墓は以前失敗に終わったデートで連れてこられた、ファミレス近くの霊れい園えんの中にあった。季節は秋になったが、まだ日中は激しい日差しが続いている。

「放火犯は見殺しにしていいって、言ってたのにな」

　訓練生時代にそう言い捨てたくせに、放火犯を助けるために装備もなく炎に突つっ込んでいくなんて、矛む盾じゆんしている。

　新森が救おうとした放火犯は、病院で治ち療りようを受けた後で拘こう留りゆう施し設せつに移った。まだ裁判は始まっていないので、何件の放火で罪に問われるのかも、量りよう刑けいが何年になるかということも全く分からない。

　結局、放火理由に関しては今も口を閉とざしたままだが、あの日、建物と一いつ緒しよに自分の命も終わらせるつもりだったということだけは語ったらしい。

　それを教えてくれたのは彼の弟だった。悪戯いたずら通報が行われる数週間前、メールで遺書を受け取り、妹と二人で兄の行方ゆくえを知る手がかりを求めて部屋を漁あさった。そこで近きん隣りんの地図がスクラップされ、建物や土地に印が付けられたノートを見つけた。○が放火の可能性が高い場所、◎は確実に放火する場所。その規則性に気づいたのは、わりと早い段階だったそうだ。

　どうしてそんな重要なノートを、犯人が置いていったのかは分からない。ただ単に忘れたのか、それとも止めてほしかったのか。モールが放火された日の朝、妹のもとに兄から謝罪のメールが届いたらしい。そこで兄が自殺するつもりだと思い当たり、◎が付いた中で唯ゆい一いつ残っていたあのモールに行くと同時に、新森を相談があると言って呼び出した。

　現場に着いた新森は、話を聞いて通報すると同時に中に入ったらしい。二人は外で待っていたが、結局居ても立ってもいられずに後を追った。新森はどこにいるともしれない犯人を捜さがすために、随ずい分ぶん館内を歩き回って煙を吸ったようだ。

「冷静沈ちん着ちやくに見えるのに、ときどき変に意地を張ったり、俺より無む茶ちやなことをするところとか、たぶんそういうところに惚ほれたんだろうな。告白と体の関係が前後したから、こじれたんだろうけど、いい加減どうやったら俺の気持ちを信用してくれるんだろうな」

　確かにきっかけはセックスだけど、下地がなければいくら俺が単純でも、一回寝ねただけで好きになったりしない。なんて言ってもどうせ無む駄だなんだろうけど、と墓石に向かって呟く。

　放火犯のせいで死んだ消防士は、俺の愚ぐ痴ちとも惚のろ気けともつかない台詞せりふをどんな気持ちで聞いているんだろうか。流石さすがに苦々しく思っているだろうかと考えていたら「うちの親にタメ口で変なことを相談するな。祟たたられるぞ」と、不ふ機き嫌げんな声が聞こえる。

　水の入ったプラスチックの桶おけを手にした新森が、眉まゆ根ねを寄せて胡う乱ろんげな表情で俺を見ていた。

　新森は俺がセックスをしてから態度を変えたことに対して、『変わり身が早すぎて信用できない。熱が冷めれば、また簡単に態度を変えそうだ』と、入院中に言った。「裏切るから信用できない」より「変わり身が早すぎて信用できない」に、僅わずかに進展したと喜ぶところなのか、それとも命がけで助けたのに未いまだ信用されていないことに対して嘆なげくべきなのか分からない。

　だけど墓参りに誘さそわれたのは、新森の心の内側に入れて貰もらえたようで、嬉うれしかった。

「命を張って助けた人間に、祟られるはないだろ。他に何か言うことはないのか？」

「奢おごっただろ？」

「お前の命は生ビールジョッキ一杯ぱいと等価なのかよ」

　新森はあのあと二日ほど入院した。火災現場で倒たおれていたのは、部屋から放火犯を連れ出そうとしたとき、スタンガンを喰くらったかららしい。携帯はそのときに落としたようだ。新森を昏こん倒とうさせた後、犯人は睡すい眠みん薬やくを飲んで炎が自分を燃やし尽くすのを待った。だけど結局、彼は天国には行けなかった。

　病院のベッドで目を覚ましたとき、第一声は「どうして」だったと、あの後しばらくして、うちの署に新森の病状を尋たずねに来た男の子から聞いた。

「俺の命じゃない。お前の命だ」

「死ぬほど怒られた代だい償しようがビール一杯はないだろ」

　司令には、新森共々責められた。隊長や先輩方からの分も含め、一生分怒られた気がする。

　オレンジの隊服を返上しろとまで言われたが、結局処分は下りなかった。

　命令違い反はんはしたが、俺は放火犯と新森を救っている。新森の方も散々怒られたが、元々非番だったことと、救助に行く前に一応通報していることから、こちらも処分は下らなかった。

　ただ調査員は、自分の面めん目もくを潰つぶした新森に怒っているらしく、病室に聴ちよう取しゆに来たときはねちねち嫌いやみを言っていた。尤も、新森はその全すべてを腹に狸たぬきを飼いながら犬の仮面で聞き流した。

「うちの両親に俺の性せい癖へきを勝手にばらすような奴やつには、それで充分だろ」

　あの一件以来、険悪な空気はなくなったが、関係は特に進展していない。

　新森は、俺に背負われたときのことを殆ほとんど覚えていないようだ。けれど一応俺が助けたということは分かっているみたいだからそれでいい。恩に着せたいわけじゃない。ただ、二度と裏切らないということだけ知っておいてほしい。

「少なくともお前が今まで付き合ってきた連中よりはましだろ。案外喜んでるんじゃないか？」

「親父おやじは知らないけど、祖母は確実に泣いてる。反対されたのに結局、消防士になったしな」

「でも、今は危険のない指令室勤務だから大目に見てくれるんじゃねえの？」

　ただ新森の場合、出勤日は危険がないが、非番の日は自ら揉もめ事に飛び込んでいっていたけれど。今回の犯人は捕つかまったが、また第二第三の放火犯が出てきたら同じことをしそうで怖こわい。

「来年は、どうか分からない」

　新森は桶から柄ひ杓しやくで汲くんだ水を花入れに注ぎ、買ってきた花を活いける。

「……希望、出すのか？」

「通るかどうかは、人事次し第だいだけどな。お前が、死なないように見張っておいてやるよ」

　ずっと望んでいた回答が得られて、呆ぼう然ぜんとしている俺に向かって新森は、勝ち気な猫ねこみたいに目を細めた。その様が偉えらそうで、自信たっぷりで、得意げで、かわいい。

　また現場で仕事を一緒にできることも、新森があの事件を乗り越こえたことも嬉しかった。

　勿もち論ろん仲間として信しん頼らいを取り戻もどせたことも。言葉では許されていたが、ようやく本当の意味で許された気がして、口元が弛ゆるむ。

　意識のない新森に向けた「置き去りにしない」という台詞は、ちゃんと届いていたようだ。

「ああ、本当に死ぬときまで見張っててくれ」

　突っかかるとでも思っていたのか、新森は俺の返答に驚おどろいたらしく、ぱちりと意外そうに瞼まぶたを持ち上げたあと、何とも言えない顔でふいっと視線を逸そらした。

「もしかして今日は現場に復帰するって報告がしたくて、墓参りに来たのか？」

　勿論、希望を出しても通らない可能性はある。しかし問題はそこじゃない。

　新森が戻りたい、戻れると思ってくれたことが嬉しい。

「いや……」

　しかし幸せを感じている俺とは対照的に、新森は珍めずらしく歯切れが悪かった。

「そういうわけじゃない……今日連れてきたのは……」

　言い淀よどんでから、下げた俺の手に自分の手を絡からめた。一いつ瞬しゆん何をされたのか分からずに驚いて新森を見ると、こちら側の耳が酔よったときのように赤くなっている。

「紹しよう介かい、しておこうと思って」

「それって……、同どう僚りようとしてか？」

　恐おそる恐る確かく認にんすると、「ただの同僚なら、連れてこない」と、新森はふて腐くされた声で答えた。

「……」

　何も言えずにいると、新森が俺を見る。

「自覚ないみたいだけど、お前の方が先に〝死ぬまで一緒〟みたいなことを言ったんだからな。恥はずかしい台詞を言ってるのは、お前の方だ」

　言葉が見つからずに沈ちん黙もくを貫つらぬいていると、「何か言え」と、声を聞いただけで照れているのが手に取るように分かる声こわ音ねで詰なじられた。だから足りない言葉を補うように、先さき程ほどよりも強く繫つないだ手に力を込める。

　すると新森は赤い顔のまま俯うつむいて、「お前に落とされるなんて屈くつ辱じよくだ」と、憎にくまれ口を叩たたいた。けれど赤い顔と一向に離はなれない指のせいで、少しも嫌な気分にはならなかった。

　それでもいきなりどうしてこんな展開になったのか、理解できない。石渡さんのように横よこ抱だきがきいたのか、それとも絆ほだされてくれたのかと考えながら黙だまったままの指をなぞっていると、不意に「前に、俺が人って字を書いてるってお前言ったよな」と新森が呟つぶやく。

「あれは人じゃない。〝水〟だ。死ぬ間ま際ぎわ、声も出せなくなって意識も朦もう朧ろうとしていた親父が俺の手にそう書いたんだ。あのとき、水を飲ませてやれなかったことが、今でも心残りになってる。それを、初出場のときに思い出したんだ」

　寂さみしげな横顔に、きっとそんなことを父親は気にしていないだろうと思った。

　それからふと「水じゃないんじゃないか？」と口にした。

「どういう意味だ？」

「〝水隼〟って、書こうとしたんじゃないのか？」

　新森を捜さがすときに、俺がその名前を呼んだように、父親も新森の名前を呼ぼうとして、それが叶かなわなかったから指先でそう書こうとしたんじゃないかと、思った。

　憶おく測そくに過ぎなかったが口にした途と端たん、新森が呆然と俺を見て「じゃあ」と震ふるえる声で「あの日のことは、後こう悔かいしなくてもいいのか」と呟いてから、やけにゆっくりと瞬まばたきをした。

　そのとき、俺は初めて新森の泣き顔を見た。




　最初よりもましになったのは、いきなり慣らさずに突っ込まなかったところだ。

　前回よりも良くなったのは、場所を選ぶ余よ裕ゆうができたところ。

　次回への課題は、相手がホテルのシャワーを浴び終わるまで待つことだろう。

「っ、は……っ、あ、だち」

　先に浴びて部屋で待っていたが、我が慢まんできずにバスルームから強ごう引いんに部屋の中に連れてきた。文句は言われたが、拒きよ絶ぜつはされない。その証しよう拠こに、新森の方から唇くちびるを寄せてくる。

　だから調子に乗って、濡ぬれたままの体をベッドに押し倒した。スプリングが軋きしんで、押し倒した体を緩ゆるく押し返してくる。

「悪い。色々と、我慢できねぇと思う」

　ようやく自分の物になった体を見下ろす。形良く縦に割れた臍へその形や、骨こつ盤ばんの隆りゆう起き、黒く繁しげった陰いん毛もうまで、見ているだけで高ぶる。三度目なのに、がっつかない自信がない。

　それでも一度目に酷ひどくして傷つけてしまったことを覚えているから、いきなり入れるような真似まねはできなかった。だけど本当は今すぐにでも、その体の内側に分け入りたい。

「お前、顔怖い」

　荒あらい息を隠かくそうともしない俺に、新森は呆あきれたように呟くと、頰ほおに掌てのひらで触ふれてきた。

　その手を摑つかんで指先を嚙かむ。新森が「ふ……っ」と息を吐はいたから、吐と息いきを奪うばうように目の前の赤い唇に嚙み付く。痛くない程度の力で、弾だん力りよくを楽しんでいると舌が唇に触れる。

　俺も舌を出して絡めると、腕うでが伸のびてきて引き寄せられた。

「っ、ん………ん、ん」

　キスは新森の方が上手うまい。舌を絡めているだけじゃなく、俺の口内を征せい服ふくしようとして、舌がぬるぬると健けな気げに動く。しばらく自由にさせてから、唾だ液えきごと吸ってやるとやり返してくる。

　新森は口くちの端はしから零こぼれそうになるそれを、何度かこくりと飲み込んだ。

「は、ぁ」

　吐き出す吐息に熱が混じり、裸はだかの体を重ねるとお互たがいの欲よく望ぼうが張り詰つめているのが分かる。

　腰こしのタオルを外して直じかに触れ合わせると、新森が「ん」と声を漏もらす。

「俺が抱いていいんだよな？」

　そんな間ま抜ぬけな質問に、新森はふっと笑うと「何、お前の処女も俺にくれるのか？」と口にする。新森が俺を抱く様は想像できないし、組み敷しいて突つっ込みたい欲望はあっても、その逆はない。だけどもし新森が本気で望んでいて、そちらがいいなら───。

「いい。お前が俺の中で気持ちよくなってるのを見るのは、それほど悪くないしな」

　悩なやんでいるとよしよしと、犬でも撫なでるように頭を撫でられた。

　許しが出たから、俺よりも体温の高い口内に舌を挿さし込んで、体の奥に指を伸ばす。

　じっくり慣らさなくてはいけないと、焦あせる自分を戒いましめて、きつい穴の中に指先を潜もぐり込ませると、新森が体を捩よじってキスを中断する。見下ろした唇が濡れて光っていた。

「ジェルが、そこに」

　顔を上げると、新森がベッドサイドからゴムと同じサイズのパッケージを取った。

　サンプルのようなサイズのそれを手にして、ピッとビニールを切る。途端に溢あふれた透とう明めいなジェルが、新森の長い指先に絡みついていた。何故なぜかその光景に、凄すごく興奮した。

「新森が……自分でしてるところが見たい」

　思いついた欲望をそのまま口にすると、目の前の男の顔が歪ゆがんだ。

「はぁ……？　なんで、お前がいるのに」

「慣らすところだけでいい、眼めで記き憶おくして、後で思い出す用に」

　すると新森の唇がゆっくりと開いたので、慌あわてて自分のそれで塞ふさぐ。

　今のは文句を言うつもりだった。そんな唇の開き方だった。以前、現場でよくアイコンタクトで意思の疎そ通つうを行っていたときのように、直感した。

　キスをしていると、段々と唇から硬かたさが取れてくる。しかし唇を離すと、案の定「変態」と罵ののしられた。被ひ虐ぎやく趣味はないのに、掠かすれた声で蔑さげすまれるのは結構腰こしに来る。

「俺の息子むすこを足あし蹴げにした奴やつに言われたくねぇよ」

　その息子は、先程から痛いほど張り詰めていた。隠す物は何もないから、新森にもそれは知られている。だけど羞しゆう恥ちはない。新森のも触れてほしそうに膨ふくれていた。

　指先で軽く裏側をなぞってやると、新森の呼吸が微び妙みように乱れて、投げ出されていた膝ひざがシーツを搔かくようにして曲がった。足の指先は、ぎゅっと内側に丸くなっていた。

「見たい。なぁ、頼たのむ」

　俺、必死だな。そんな風に冷静な頭の片かた隅すみで思ったが、実際視線はそこに釘くぎ付づけだった。

　もう一度優やさしく撫でながら頼むと、新森がしぶしぶ自らの指を体の奥に伸ばす。

　新森は腰を浮うかせて、穴の上を撫でることでジェルを馴な染じませる。

　仰あお向むけじゃよく見えないから、犬のように這はって貰もらいたかったが、頼んだ途端に今の行こう為いを止やめてしまいそうだったので、よく見えない部分は想像で補う。それに見えなくてもくぷくぷという粘ねん着ちやく音のお陰かげで、新森の体内で指が動いているのは分かった。

「な、ぁ」

　声を出してから、それがからからに掠れていることに気づく。新森の指が立てる音を聞いていると、酷く喉のどが渇かわいて頭もぼんやりしてくる。

「一人でするとき、どっち弄いじっていくんだよ？」

「お前と違ちがって相手はたくさんいる」

「まさか、まだあのプロレスラーとやってるのか？」

　ぐっと、新森の足を摑つかんで強引に開かせた。結局都野にあいつを紹介したのかどうかは聞いていない。どのみち、そのときにまた新森があいつと顔を合わせるかと思うと、面おも白しろくない。

「やって……ない」

　新森が内側から指を抜ぬき取り、一本指を増やしてもう一度入れた。

　新森が弄っているところに指を伸ばすと、ジェルのお陰か縁ふちの部分は柔やわらかく弛ゆるんでいた。

「本当に？」

　我慢できずに先せん端たんを擦こすり付ける。扇せん情じよう的な光景に、もう先走りが滲にじんでいた。

「ほん……とう、だ。あ……つ」

「じゃあ他の奴としたのか」

「してな……、い、お前が変なこと聞くから……っ」

　新森の指だけでなく、俺の指も内側に入れる。窮きゆう屈くつな肉穴がぎゅうぎゅうと締しめ付けてくるのを感じた。それから奥の方が、誘さそうように蠢うごめく。いやらしい動きだった。新森の穴は、俺と繫つながるための器官に作り変わってしまった気がした。

「も、いいよな？」

　拒絶しても強引に入れてしまおうと、我慢がきかない頭で問い掛かけると、新森はいいとも悪いとも言わずに、首に腕を回して抱きついてきた。

「どうせ……下手へたなんだから、好きにしていい」

　内側で指をくるりと回すと、新森は会話の最中に息を詰まらせた。

「どうせ下手とかは言わなくていいんだよ。この間は上手いって言ってただろ」

　腰を摑んで引きよせる。性感帯じゃないはずの腕や背中に手が回るだけで、触れ合うだけで気持ちいいなんて、童どう貞ていの頃ころは知らなかった。セックスは下半身だけじゃなく、体全部でするんだと、新森の体からだに触ふれて知った。吐息が掠かすめるだけで良いなんて、想像もしなかった。

「お前が俺の誘いを断ったときの話か？」

「あれ、まさか本気だったのかよ……？」

「冗じよう談だんで誘うか。お前みたいな下手なやつ」

　その下手な奴として毎回毎回気持ちよさそうに射精しているのは誰だれだと反論したい気持ちはあるが、ぐっと堪こらえて「じゃあお前が教えろよ」と口にした。

「どうやったら良いか、全部言えよ？」

　そう言ってゆっくりと自分の物を飲み込ませていく。いつまで経たっても、飲み込まれていくときの感覚には慣れない。だけど肩かたを震ふるわせながら喉を反らす新森を見て、こいつもそうなのかもしれないと思った。こんな風に体の奥を突かれることに、まだ慣れないのかもしれない。

「ぁあ……、んっ、あ」

「痛い？」

「………ん」

　辛かろうじて頷うなずいた新森が落ち着くまで待ってやる。

　しばらくしてから、許可を出すように、ふっと息を吐いたから、ゆっくりと揺さ振ぶった。

　ジェルを使ったせいか、前回よりも摩ま擦さつ音が大きい気がする。二度目のように潤うるおいが少なくてきつい場所をこじ開けるのも良かったが、今回みたいに多少余裕があるのもいい。

　それに三回目で新森も徐じよ々じよにコツを摑んだのか、突き上げていると時折穴が開いて、それからきゅうっと締めてくるようになった。変則的に訪おとずれるきつい締め付けは、思わず呻うなってしまうほど気持ちが良い。肉にく壺つぼはまるでそれ自体が生き物のように、絡からみついてくる。

「……っ、く、ん……っ、あ……っ、う」

「奥より前のが、好きか？　なぁ、どこが良い？」

　下手だと言われた腹いせに問い掛けると、肩に爪つめを立てられた。

　手前を軽く突き上げたときに、反応が良かったのでもう一度同じ場所を抉えぐると、新森が首を振る。こんなところで意地を張ってどうするんだと思いながら、頭を押さえて眦まなじりにキスをした。

　ひくりと受け入れているところが締まる。手前を狙ねらって腰を打ち付けると、新森の陰いん茎けいからとろりと淫いん液えきが零れた。片方の手で少し乱暴にそれをずりずり擦こすってやりながら律動も止めずにいると、新森が「出、る」と小さな声で言った。

「ん」

　確かに手の中のそれは、いつ達してもおかしくない程ほどに膨らんでいる。

　だけどどうせなら手ではなく、俺自身でいかせたくて、指を離はなした。ついでに今まで覆おおい被かぶさっていた体勢を起こして、繫がったまま体を後ろに反らす。そうすると、繫がっている部分も仰向いて震ふるえる雄おすの器官も、二つある乳ち首くびも、赤い顔をしている新森も全部見えた。

　その扇情的な光景を観かん賞しようするために。両手を後ろについて、腰の力だけでがつがつと打ち付けていると、新森が「これじゃ、無理だ」と泣き言を漏らす。

「まだ、尻しりだけじゃ、無理……だ」

　大きな物を咥くわえさせられて、赤く腫はれた場所を指で辿たどる。少し熱を持っていた。

「んっ、う……あ、だち、ゆ、び」

　陰茎だけじゃなく指も入れようとしたが、みっちりと咥え込まれていて、とてもじゃないが隙すき間まはない。新森は縁の部分を指先でぐりぐりやられるのが嫌いやだったのか、腰こしを震わせて体をずり上げた。少しずつ少しずつ離れようとする新森を、腰を摑つかんで一気に引き下ろすと、足先が跳はね上がる。

「ひ……っ、あぅ、おっ、まえ、おぼえて、ろっ」

「こんなやらしい姿、忘れねぇよ。会えないときに思い出せるよう、目に焼き付けとく」

「そ、じゃ、な……っ、う、も、いい……、前も……さっきみたいに……っ、手で」

「だって触ったら、いくだろ？　もうちょっと、楽しみたい」

　俺だって限界だ。頭はぼんやりするし、熱を持った場所は早く出したくて堪たまらない。

　だけど簡単に終わってしまうのは惜おしかった。もっと繫がっていたい。

「ふ、ざけんな、………も、出したい、早く」

　新森はそう言うと軽く体を起こして、自分で擦りながら腰を上下に揺ゆらした。シーツの上で弾だん力りよくのある小さな尻が跳ねる。足を開いて自ら動くなんて、そんな浅ましくていやらしい姿を新森が俺に見せるなんて意外だった。それほどまでに追い詰つめられているとは思わなかった。

「なぁ、なか、痛くねぇの？」

　そう聞きながら、望んでいたように新森の手の上から、陰茎に触ふれた。素す直なおな器官は、頭を指の腹で撫なでてやると、すぐに喜んで涙なみだをこぼした。

「ん、んっ、痛い……けど、なんか、腹が、……じわって……」

　要領を得ない喋しやべり方は、酩めい酊ていしているときと似ている。それがかわいかったのと、俺もそろそろ我が慢まんが利きかなかったのもあって、新森の陰茎を擦ってやりながら腰を打ち付けた。　>>>♥

　新森がその先端から白はく濁だくした物を吐はき出すのを見て、目の前で上を向く乳首に舌を這わせる。

　嚙かみつくと、腰が跳ねた。その奥に注ぎ込みたくて、骨と骨がぶつかるほど強く突つき上げる。

「っ、ぁ、……い、……っ……ま……てっ、ふ、かい」

　達したのを知りながらも、待ってやるほどの余よ裕ゆうがなくて追い立てると、震えながら逃にげようとする。与あたえられる快感を嫌がっているのは分かっていたが、それが余計にそそるんだから仕方ない。ろくに抵てい抗こうにならない抵抗を繰くり返す体を、押し潰つぶすようにして「中で出していい？」と尋たずねると、新森は荒あらい息の合間に「いや、だ」と言った。

「そっか、ごめん」

「っ、あ、う」

　腰を引きよせて、奥に放つ。後で怒おこられるな、と予想しながらも欲よく望ぼうに忠実に深い場所で吐き出す。放出されることにすら感じているのか、触れ合った太ふと腿ももが痙けい攣れんするように震える。

「はっ、ぁ、お前……むか、つく」

　真っ赤な顔で睨にらみ付けられて「ごめん」ともう一度、心のこもっていない謝罪を口にした。

　せめてものお詫わびに、また緩ゆるく勃たち上がり始めた新森のそれを軽く手でさする。

「っ、ぁ」

　途と端たんに、俺を包み込んでいる場所がまた締まって、新森が俺の背中を引っ搔かいた。心地ここち良く蠢く場所から出ていくのは勿もつ体たいなかったが、ずるりと引き抜ぬく。震えながらカリの部分が縁ふちを擦って出ていくのに耐たえていた新森は、繫がりが解けるとやけに色っぽい吐と息いきを漏もらした。

「今で良かった」

　思ったことを口にすると、中で出されたことにまだ納なつ得とくしていない新森に軽く睨まれた。

「何の、話だよ」

「訓練生のときにお前のこんな姿を知ってたら、絶対寮りよう内ないで犯おかしてた。だから今で良かった」

　寮りようは畳たたみの部屋に布ふ団とんを敷しいて寝ねる。年功序列関係なく奥のスペースから埋うまるから、俺が新森と隣となり同どう士しになることもあった。今より性せい欲よく過多な時期に、こんなエロいのが横にいたら絶対に手を出している。そう考えると、新森はよく男ばかりの空間で耐えられたものだ。

　いや、もしかしたら何人かに手を出してるかもしれないと考えて、面おも白しろくない気分になる。

「犯やらせるか、馬ば鹿か。その頃はまだ好きじゃなかったんだから、手を出してきたら殺してる」

　新森が荒い息の合間に口にしたその台詞せりふに、思わず固まる。

　そんな俺に訝いぶかしげに視線を向けた新森に「好き？」と、問い掛けるように呟つぶやく。

　途端にそれまで以上に新森の顔が赤くなる。それから視線を避さけるように腕うでで顔を隠かくした。

「今のは、違ちがう」

「違わないだろ。なあ、もう一回言えよ」

「は、調子に乗るな、馬鹿」

「親父おやじさんに紹しよう介かいまでしてくれたのに、なんで言ってくれねぇの？」

「お前が、しつこいから、仕方なく付き合っただけだ。だから、違う」

「もしかして、二回目にしたときも……許してくれたのは俺のこと好きだったから？」

「違うって言ってるだろ。聞けよ」

　付き合ってくれたのは、モールの火災で新森の信しん頼らいが回復できたからだと思っていた。もしくは童どう貞ていだけど、それなりにセックスが良かったからだとばかり思っていた。

「塾じゆくの前で張った日に、誘さそいをかけてきたのも、口くち封ふうじのためじゃなくて」

　言いかけて止やめた。どうせ否定される。だから聞くのは諦あきらめて、顔を隠している腕を摑む。抵抗されたが強ごう引いんに引き剝はがすと真っ赤な顔と潤うるんだ目に射い貫ぬかれる。

　その顔を見て答えが分かった。先程の繫つながりで充じゆう分ぶんすぎるほど満たされていたのに更さらなる満足感を覚えて、ふにゃりと自分の顔が情けなく崩くずれる。たぶん鼻の下を伸のばした締しまりのない顔ででれでれしているのだろうと思ったが、新森のように隠すつもりはない。

「じゃあ、好きだって言わなくていいから、俺の名前呼んで」

　新森は、一度目を伏ふせたが想おもいを口にするよりましだと気づいたのか、赤い顔で「光輔」と囁ささやくように呼んだ。耳に残る響ひびきと同じだ。やっぱり、あのときのは聞き間ま違ちがえじゃなかったんだな、と嬉うれしくなりながらその唇くちびるを吸って、心臓の上にもキスをする。

「好きだ」

　何度目かの告白をすると、唇を通して速い鼓こ動どうが伝わってくる。それを聞いて、助けられて良かったと改めて思った。たぶんもう、俺は仰あお向むけで倒たおれている要救を見ても、以前のようにパニックに陥おちいることはないだろうな、と朧おぼろ気げに考えた。

　肌はだを重ねていると、新森が「光輔」ともう一度俺の名前を呼んだ。

「お前が中で出したせいで、気持ち悪い」

　詰なじられて体を離す。注ぎ込んだ場所から、白濁したそれが零こぼれ始めていた。その上で固くなった新森の性器が震える。素直じゃないなぁ、と思いながら奥まった場所に指を伸ばす。

　欲しいと明確な言葉で強請ねだらせたい。好きだと、俺が何度も言ったように新森からも聞きたい。だけど今は「光輔」と甘い声で俺を呼ぶ新森の声だけで充分だ。

「約束守れよ。今度こそ……裏切るな」

　もう一度、狭せまくて温かな場所に押し入ると、新森がやけに真ま面じ目めな声で言った。

「分かってる。二度と裏切らない」

　すると新森は安心したような顔で、俺の首筋に腕を回して自分の方に引きよせると、唇を重ねる寸前に「お前ももう一回、俺の名前を呼べ」と掠かすれた声で囁いた。




「起きろ」

「っ」

　言葉とほぼ同時に蹴けり落とされて、ベッドの下に落ちる。数週間前まで何かの汁しるでべとついていたフローリングには薄うすいラグが敷かれているが、それでも落ちれば痛い。

「起きろって声で起きてたのに、なんでわざわざ蹴り落とすんだよ！」

　思わず不満を訴うつたえて怒ど鳴なり、腕に嵌はめたまま外し忘れていた時計を見る。

　シャワーを浴びて、着き替がえて、食事をしてもまだ出勤には時間があった。一いつ瞬しゆん、俺が一度家に帰ることを考えて起こしてくれたのかと思ったが、新森が「腹減った」と口にしたことから、「飯めし炊たき要員」で起こされたのだと気づく。

　昨日はかわいかったのに、と既すでに着替えて俺が飯を作るのを待っている新森を見ながら思う。

「我が儘まますぎるだろ！」

「黙だまれ、変態。人のこと縛しばりやがって」

　新森が冷めた目でこちらを見ていることに気づく。

　昨日は同期会で、仲間と飲みに行った帰りに新森の家に来て、部屋に入った途端制止も聞かずにがっついた。「待て」「風ふ呂ろに入ってから」と何度も口にした新森を強引に脱がせた。途と中ちゆう本気で抵抗されたので、以前使われた手て錠じようで拘こう束そくした。内側に押し入ってからは、諦あきらめたのか積極的に足を絡からめてきたが、確かに酔よっていたとはいえ強引すぎたのは反省している。でも最初のことを思い出すと、そう謝る気にもなれない。

　そんなことを考えながらベッドを見て、思わず固まる。ヘッドボードが一部壊こわれていた。

「う、おい……これ」

「ああ、お前それあとでボンドか何かでくっつけておけよ」

「そ、そんなんで良いのかよ。百万するんだろ？」

「五万ぐらいだ。今までも何度か壊してるしな」

　その新森の台詞に「騙だましたのか」と呟くと「そんなことより飯」と言われた。

「そんなことじゃねえだろ。お前が百万するとか言うから……」

「大人しく舐なめられてたんだよな。言わなきゃ壊して俺を殴なぐってでも止やめてただろ。そしたら今いま頃ごろこんな風にはなってなかったな」

　淡たん々たんと口にする新森に、むっと唇を曲げる。そんな風に言われると、責められなくなる。

　だけど付き合って一ヶ月、俺がそれを使ったのは昨日の一回きりだが、新森には何度か使われている。その度たびに足あし蹴げにされたり焦じらされたり、言いようにされてきた。

「後こう悔かいしてるなら、元の関係に戻もどってやろうか？」

　ここ数ヶ月で、今まで知らなかった新森のことをたくさん知った。ゲイだってことも、針河さんと血けつ縁えん関係にあることも、その体が最高に良いってことや、恋れん愛あいに関して酷ひどくネガティブだってこともだ。一見唯ゆい我が独どく尊そんに見えても、失ってもどうでもいいと思える相手とばかり付き合ってきたのは父親が殉じゆん職しよくしていて母親が小さい頃ころに病死していることに起因しているらしい。それを考えれば、そのマイナス思考も納得できる。別れたいなら、終わりにしたいなら、そんな台詞は何度か聞いた。笑い混じりに言うくせに、新森は必ず俺の方を見ない。

「今いま更さら、元の関係になんか戻れるかよ。戻るつもりもねぇしな」

　幼い頃に大切な人間を次々失った新森の孤こ独どくに対する恐きよう怖ふ感かんは根深い。だからその度に俺は、真しん剣けんに取らずに軽く返してこの有り得ない話を終わらせる。信用しようとしてくれているのは分かっているし、事実同どう僚りようとしての信頼は回復したが、まだ恋こい人びととしての信頼は薄い。尤もつとも付き合って一ヶ月だ。どうせこの後一生付き合うのだから、徐じよ々じよに分かってくれればいい。

　それに不ふ謹きん慎しんな話、普ふ段だん偉そうな新森が恋愛事にはどこか不安がっている様が、最高にかわいいのでしばらくはこのままでもいい気がした。

「新森」

　立っているのを引きよせてその頰ほおに唇を寄せると、新森は大人しく受け入れる。

　昨日散々貪むさぼったのに、また欲しくなりそうだ。舌を吸って微かすかに残る珈琲コーヒーの味を楽しんでいると、「しつこい」と肩かたを押される。物足りなかったが、これ以上やったら遅ち刻こくするはめになりそうで、渋しぶ々しぶ離はなれた。

　汗あせを流ながした後は要求通り朝食を作り、放っておくとすぐに汚よごれる部屋の掃そう除じをする。場所が俺か新森の家かの違いだけで、二人とも当直になっている日の朝はそういう風に過ごしていた。

　家を出るときに、新森がいつものように鍵を放ほうり投げた。それを掌てのひらで受け止めて、施せ錠じようして外に出る。狭いマンションの廊ろう下かを歩きながら「返す」というと、新森は面めん倒ど臭くさそうに「毎回渡わたすの面倒だから、持ってていい」と口にして、振ふり返らずに先を歩く。

　マイナスなことを言うときもそうだが、プラスなことを言うときもこっちは見ない。

　体の関係を持ちかけることは躊ちゆう躇ちよなくできるのに、どうしてそういうことは苦手なんだろうと思いながら、赤い耳を眺ながめて貰もらったばかりの鍵を仕し舞まう。

　明日の勤務明けまで待てそうになかったから、階段の死角で背後から引きよせてキスをしたら、引き剝がすために軽く殴られた。愛情表現に色々とお互いの課題を感じながらも、鍵を貰ったことが嬉しくて、にやにやしながら職場に向かう。

「じゃあ、後でな」

「ヘマするなよ」

　新森が浮うかべる以前と変わらないはずの嫌いやみな微笑ほほえみが、かわいく見える俺は結構末期だ。

　殴られてももっとキスをしておけば良かったな、と思いながら更こう衣い室に向かう。

　指令室の新森とは更衣室も違ちがうが、目の前で着替えられたら催もよおしてしまいそうなので、それはそれで良かったのかもしれない。

「うわー……」

　背後から聞こえた声に振り返ると、都野が燃え滓かすに向けるような目で俺を見ていた。

　肩かた越ごしにその視線の先を追って、肩けん胛こう骨こつやその下の辺りに走る爪つめ痕あとに気づく。

「なんか、男同士って色々ときつそうですね。それ、ＤＶとは違いますよね？」

　遠えん慮りよなくばりばりと引っ搔かかれた背中は確かに酷い状態だったが、見た目ほど痛くはない。

　それにあいつが引っ搔いてくるのは自制ができなくなったときだけだ。それを知ってるから、咎とがめる気にならない。

「にやにやしないでほしいッス。というか新森さんと先せん輩ぱいが、なんてマジで意外です。事実は小説よりって、言いますけど奇きなりすぎるでしょ。そもそも長続きするとは思えないですね。別れたときに、新森さんが指令室に移ったとき以上のブリザードとか止やめてくださいよ」

　相変わらず遠慮なく失礼なことを言う都野に、「少なくとも、あいつは俺が他ほかの奴やつから貰った御お守まもりを、俺に渡すことも処分することもできずに仕舞っているようなかわいい奴だから、俺から終わらせることはねぇよ」と言ってやりたい気持ちになる。

　しかし俺が反論するまでもなく、遅おくれて更衣室に入ってきた針河さんが「都野、安達に変なことを吹ふき込むな。もしこれで新森がこいつと別れたら、あいつ今度こそ生しよう涯がい誰だれとも付き合えなくなるぞ。そうなったらお前のケツで責任とらせるからな」と温和な顔に相応ふさわしくない脅おどし文句を、都野にのし掛かかりながら口にした。

　俺と付き合っていることを針河さんに打ち明けたのは新森だが、まさかこんな風に都野に脅しをかけているとは知らないだろう。知られたら都野に何故なぜばれたのか追つい及きゆうされて、ぶっかけを話してしまったことまで露ろ見けんするはめになる。そうなると俺がケツで責任をとらされそうだ。

　ポジションは今のところ固定しているが、相手が相手なので油断できない。そもそも最初は、抱だくつもりだったようだし。

「いや、俺は都野に何を言われても別れる気はないんで」

　背後から首を絞しめる腕うでを、高速でタップしている都野の気管が心配になって慌あわてて否定すると、針河さんはようやく後こう輩はいを解放した。途と端たんに都野はぜえぜえと息を吐はき出す。

「安達、あいつのことマジで頼たのむぞ」

　針河さんの言葉に都野が「過保護すぎでしょ」と呟つぶやいたせいで、またのし掛かかられている。

　流石さすがにもう助け船を出す気は起きなかった。都野は多少懲こりた方が良い。

　普ふ段だんとは逆の立場でにやにやしながら見守っていると、針河さんが「俺のかわいい従兄弟いとこの片かた想おもいが実ったんだから、引っかき回すな」と都野をドスのきいた声で締め上げた。

「え？」

「え？」

　思わず都野と同時に間ま抜ぬけな声を出すと、俺達の反応を見た針河さんが焦あせったように「え、知らなかったのか？　いや、じゃあ何でもない。忘れてほしい」と勝手なことを言って、早々に着替えると更衣室を出ていった。

　その後ろ姿を見送った後で、都野が「噓うそでしょ」と呆ぼう然ぜんと呟く。

「なんでお前が先に反応するんだよ」

「………オメルタ増えた」

　がっくりと項うな垂だれる都野の横で、思わず口元を押さえて俯うつむいていると「先輩達がきもい。転職したい」と呟かれたので、結構な強さで後輩の足を蹴けっておいた。

　結局その日は、仕事なんて一日中手に付かずに、新森のことばかり考えていた。

　つまりはいちいち突つっかかってきた理由も、一度目に仕し掛かけてきた理由も、もしかして全部最初から「好きだった」からなのかと考えていたら、申し送りの最中ですら顔が赤くなる。

　お陰かげで普ふ段だん厳しい司令から体調を心配される始末だった。

　同じことは、翌日勤務明けで俺の家に来た新森にも言われた。

「すごい顔赤いぞ。普段よりずっと馬ば鹿かに見える」

　相変わらず嫌み満まん載さいの男は、からかうように唇くちびるの端はしを上げる。

　その顔を見ながら、過去のやりとりを一つ一つ思い返してみたが、新森が俺に片想いをしていると確信できるようなエピソードは一つもない。むしろその逆ならたくさん思い浮うかぶ。

　そもそも片想いだったなら、俺が告白したときにどうして素す直なおに頷うなずかなかったのだろう。

　頷いた後に、心変わりをされるのが怖こわかったのか？　だけどそんなのを恐おそれるぐらいなら最初に無む理り矢や理り俺を押し倒たおしたりしないだろう。考えてもよくわからない。

「なぁ、お前って針河さんにどこまで相談してるんだ？」

　親しん戚せきとはいえ、俺が知らない新森のことを全部知っている隊長が羨うらやましかった。

　嫉しつ妬と混じりに問い掛かけると、新森は俺に負けず劣おとらずに顔を赤くして「何を聞いた？」と睨ねめ付けてくる。そんな顔を見てふと鎌かまを掛けてみたくなった。

「訓練生の頃ころから俺のことが好きだったって」

　否定されるかと思いながらもそう口にすると、新森は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で「他には？」と聞いてくる。どうやら当たったらしい。

「え、マジで？」

「っ、騙だましたのか」

　珍めずらしく悔くやしそうな顔をする恋こい人びとを見て、昨日の朝から弛ゆるみっぱなしの口元がまたにやにやと持ち上がる。いつも新森に担がれてばかりで、こんな風に俺がやり返せることなんて殆ほとんどない。

「いつから？　でも、寮りように入っていた頃は好きじゃなかったって言ってたよな？　ついこの間まで、他の男と付き合ってたわけだし。俺と相番になったときも嫌そうだったよな？」

　矢や継つぎ早に聞く俺の前で、新森は「答える気はない」と、偉えらそうな態度で言った。

　しかし頰ほおも耳も赤く染まっているから、普段の冷静沈ちん着ちやくな姿とはほど遠い。

「それは、まだ俺が信用できないからか？」

　近づいて、向かい合った状態で腰こしに緩ゆるく腕うでを回す。抗あらがいはしなかったが、協力的に抱だかれてくれるわけでもない。合わない視線を、顔を覗のぞき込むことで無理矢理合わせると、新森は息を吐はき出して「恥はずかしいからだ」と、仕方なさそうに本音を吐と露ろした。

「俺はお前が全部初めてで、何もかも打ち明けてるのに、秘密を持つのは不公平だろ」

「俺は、一度も秘密を打ち明けろと強要したことはない。お前が……というより都野が勝手にばらしたんだろ。俺が知りたくないことまで、あいつは教えてくれるからな」

　女性の好みや、人妻の件、石渡さんの件を指しているんだろう。拗すねて少し尖とがった唇に誘さそわれるように、触ふれる。何度もキスを繰くり返していると、ようやく新森の腕が首筋に回された。

「もっと恥ずかしいことをたくさんすれば、そのうち恥ずかしくなくなるか？」

　密着した体をもっと強く触れ合わせると、新森がふっと笑って「童どう貞ていのくせに生意気だな。やれるもんならやってみろ」と、からかうような口調で言ってきた。

　だからそこから先のことは、こいつの自業自得だ。

　ベッドの上で抱だき合いながら、嬌きよう声せいを漏もらす唇を見つめていると、不意に以前俺と新森が火と油だと言われたことを思い出す。

「今はまだ言わなくてもいいけど、死ぬまでには教えろよ」

　熱い体の内側に楔くさびを埋うずめてそんな要求をすると、新森は潤うるんだ目で俺を見上げた。

「光輔の経験人数がこの先もずっと俺一人なら、そのときは可哀かわい想そうだから教えてやるよ」

「約束な」

　返事の代わりに、新森は小指をきつく俺の指先に巻き付けてきた。







　一度触れてしまえば、どこまでも燃え上がっていく。

　きっと燃もえ尽つきるその瞬しゆん間かんまで、この手は放せない。







　あとがき







　こんにちは、成宮ゆりです。本日は拙せつ作さくを御お手に取って頂けて嬉うれしいです。表紙の魅み力りよく的な男性に目を奪うばわれた方、消防車の蠱こ惑わく的な赤色に惹ひき付けられた方も多いことと存じます。




　素す敵てきなイラストを描えがいてくださった桜城やや先生、今回も大変感謝致いたしております。

　色々と空回っている主人公に、勿もつ体たいないほど魅力的なビジュアルを付けて頂けて幸せです。

　また新森も身み悶もだえるほど、素敵です。安達を見下しているときと、安達に見下ろされているときのギャップが堪たまりません。読者の皆みな様さまより一足先に堪たん能のうできる幸せを嚙かみしめつつ、校正作業を行っておりました。救助シーンと消防車まで描いて頂けて、何のご褒ほう美びかと思いました。

　お忙いそがしいところ、全編に渡わたってクオリティの高いイラストをありがとうございました。




　さて内容ですが、表紙やタイトルから皆様が予想された通り、本作は消防士が主人公です。

　構想の時点では経験値０の安達が、経験豊富な新森に振ふり回まわされる予定だったのですが、悩なやんで迷って戸と惑まどって、疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいったのは新森の方でした。安達は真まっ直すぐ突つき進すすむ性格だったので、そんな新森の心理を考察すらできずに、最後まで力ちから業わざで押し通してしまいました。

　単純故ゆえに、男らしい主人公でした。恐おそらく新森もその辺りに惚ほれたのではないかと思います。

　しかし新森自身、安達に惚れたのは相当不本意だったんだろうな、と推測しております。




　そして担当様、諸もろ々もろ申し訳ありませんでした。

　最近、あとがきは担当様に謝あやまるスペースと化している気がします。偏ひとえに私の不徳の致すところです。孔こう子し曰いわく、〝過あやまちて改めざる、是これを過ちと謂いう（過ちを改めないことこそが、本当の過ちである）〟。孔子以上に担当様に失望されないよう、次こそ改めます。

　修正皆かい無むの驚おどろきの白さの校正原げん稿こうを目指します、と抱かかえきれない大志を抱いだいてみます。




　最後になりましたが、読者の皆様。経験値が低く素直な安達と、そんな安達にいちいち突っかかってくる新森の恋れん愛あいは如何いかがでしたでしょうか。遠回りというか、最短距きよ離りを行こうとして獣けもの道みちを行ってしまった感がありますが、作者としてはとても楽しく書けました。

　ただ、火災現場でもっと活かつ躍やくする安達や他の面々を書いてあげられなかったことだけは、心残りです。校こう了りよう後に、消防士なのにろくに放水してないことに気づきました。

　そんな本作ですが、皆様に少しでも楽しんで頂けたら幸いです。

　また宣伝になりますが、二○一三年九月三○日発売のＣＩＥＬ11月号に、新森視点のショートストーリーを書かせて頂きましたので、そちらも合わせてお楽しみ頂けたら嬉しいです。

　いつも真心のこもったお便りをありがとうございます。心の灯台です。




　平成二十五年八月


成宮ゆり　　


















電子版特別収録短編「愛して、純情」
















　俺ばかり振り回されるのは不公平だ。

　だから、忘れられない記憶を刻みつけてやろうと思った。




「悪い、まさかあんなに感度が良いと思わなくて」

　安達光輔は濡れた髪を搔き上げて、バツが悪そうな顔で笑う。

　俺はその横で、水が滴る上着を脱ぎ捨てた。

　火災報知器がどのような状況下で作動するか、実際に体験するのが授業の目的だったが、水浴びは項目になかった。

　安達はまだ準備が済んでいなかった俺の頭上で、蠟燭を不用意に感知器に近づけ、スプリンクラーを作動させた。

「気にしてない」

　怒りを飲み込み鷹揚な態度をとると、ろくに悪びれもせずに「消火剤じゃなくて水で良かった」と爽やかに言い放つ。

「でもあの程度で反応してたら、誤作動も起きそうだよな」

　謝罪は済んだとばかりに感度の考察をしている男は、苛立ちを必死に抑えている俺の前で、濡れた黒いＴシャツを脱いだ。

　惜しげもなく、小麦色の肌が晒される。美しく左右均等に割れた腹筋は、水を浴びたせいで淫らに光を反射していた。

　消防士を目指す訓練生の中でも特に安達の体は好みだった。

　ただゲイには外見が良ければ内面を気にしない奴もいるが、俺は違う。直情型のアホは趣味じゃないから、安達に食指は動かない。それでもときどき、鋭い雰囲気が似合う造形をしているのに間抜けな表情ばかり晒している顔や、引き締まった体に視線を奪われることはある。

「新森？」

　俺の視線に気づいた安達が不思議そうに首を傾げる。

「なんでもない。さっさと戻るぞ。罰掃除がまだ残ってるしな」

　流石に自分の失敗で班員がペナルティを受けることには罪悪感があるのか、もう一度「悪い」と謝る。

　情けない顔に少しだけ溜飲が下がったが、迷惑を掛けられるのは初めてじゃない。近いうちに安達に我慢できなくなるであろう予感は、その頃から既にあった。

　日々、塵の如く積み重なる不満が引火したのは、寮の部屋で誰かが、授業中に決着が付かなかった放火に関する議論を蒸し返したときだった。そいつは「自分の命が危険に晒される状況下で、放火犯を助けるか」と訊いた。

「放火犯だって助ける。要救助者が誰であろうと、助けることを躊躇ったりしない。俺達に助ける命を選別する権限はない」

　安達は珍しく真面目な顔で、はっきりと言い切る。その台詞がやけに鼻についたのは、俺を巻き込んでミスばかりしている半人前以下の男が、生意気に正論をぶち上げたからだ。

「放火犯なんてわざわざ救わない。職務責任を問われずに済むなら見殺しにする」

　気づけば口を挟んでいた。それまで雑談に積極的に参加したことはなかったのに、その日はどうしても一言言いたくなった。

　もしかしたら単純に安達と喧嘩がしたかったのかもしれない。あるいは、父親のことを思いだしたせいか。

「それが消防士を目指す奴の意見かよ」

　案の定、安達は突っかかってきた。

「犯罪者のために自分まで焼け死んだら、笑えないだろ？」

「新森の考え方は間違ってる。そういう風にしか考えられない奴は、消防士には向いてない。いくら優秀でも辞めた方が良い」

「向いてないのも辞めるべきなのも、お前だろ」

　侮蔑を籠めた声でそう言いながら、挑発的に笑った。

　消防学校に入ってから、他人に喧嘩を売るのは初めてだった。

　穏やかに見える外見と、取り繕っていた今までの鷹揚な態度との違いに、同室の訓練生達が驚いた顔で俺を見ている。

「俺のどこが向いてないんだよ」

「鳥頭で単純馬鹿なところだっていちいち言わないと分からないのか？　さっさと辞めろよ。じゃなきゃそのうち不注意と独りよがりの偽善的な考えに、仲間を巻き込んで殺す」

　八つ当たり混じりに挑発すると、安達は簡単にのってきた。

「なんだと……っ」

　相手が摑みかかってきた瞬間、反射的に殴っていた。

　爽快なのは一瞬だけで、すぐに殴り返されて不満が溜まる。

　フラストレーションを発散するように喧嘩した挙げ句、他の訓練生に泣き顔で止められ、教官にも怒鳴られて痛み分けになった。血の味がする唇を舐めて、嫌な奴だと再確認する。

　だけど怒りはそう長くは続かなかった。

「俺は間違ったことは言ってない」

　揉めた罰で、夕食後に学習室に閉じ込められて反省文を書かされるときに、安達はそう言った。

「もういい。お前とはどうせ理解し合えない」

「良くねぇよ。ろくに話もしてないのに分かり合えないって決めつけんな。俺はちゃんと、理解したい」

「ろくに話さないうちに手を出してきたのはお前だろ」

「そっちが縁起でもねぇこと言うからだろ……っ」

「怒鳴るな。廊下まで声が聞こえたらどうするんだ。反省してないのがばれたら、作文程度じゃ済まなくなるぞ」

　脅すと安達は黙り込んで、しばらくはカリカリとペンを動かしていたが、不意に「なぁ」と声を掛けてくる。

　振り返らないでいると、安達は力加減を誤って相手を傷つけた子供みたいに「殴ったところ……痛むか？」と聞いてくる。

「謝りたいのか？」

　その声があまりに情けなく響いて、つい尋ね返した。

「……俺は間違ってねぇけど、新森の顔を傷つけたって女子にも騒がれたし、だから暴力に関しては謝ってもいい」

　吝かではあるが、と顔に書いてあるのを見て、許すつもりはなかったのに笑ってしまった。口の中が切れて痛かったので、夕食はさっさと済ませてしまったが、俺が居なくなった後に食堂で何か言われたのだろう。見掛けに反して女に免疫がない安達が、責められてたじたじになっている様は簡単に想像できる。

「謝るぐらいなら、最初から見えるところを狙うな」

「加減したらやられそうだったんだ。足の甲がまだ痛ぇよ」

　安達は俺が笑ったことに、幾分ほっとした様子でぼやく。

「遠慮無く踏んだからな。だから謝らなくて良い。手を出したことをお前が謝ったら、俺まで謝らなきゃならなくなる」

　安達なんかに謝るのは死んでも御免だと思い、書き上げた反省文を手に立ち上がると、「なぁ」と再度呼びかけてくる。

「今度はなんだ？」

「あんまりああいう事言うなよ。犯罪者のために死んだ消防士は笑えないとか。身内が殉職している奴もいるかもしれないだろ？　お前の言葉を聞いたら、そいつはきっと傷つく」

　安達にしては至極真っ当な意見だった。

　確かに配慮が足りなかった。それに教官に聞かれでもしたら、思想教育されそうだ。元々、口にすべきではないのは分かっていた。相手が安達だったから、むきになってしまっただけだ。

「……分かった」

　俺が珍しく素直に頷くと、安達はどこか得意げに笑う。

「ほら、話し合えばちょっとだけど、理解し合えただろ？」

　やっぱり間抜けな顔だったが、何故かその顔を何度も思い出すはめになった。

　いつか安達も、殉職した俺の父親みたいに早死にするのではないかと思ったら、勝手に目があいつを追うようになった。

　当然、無防備に晒される肢体も視界に入る。中身は好みじゃないが、鍛錬の成果で日を追う毎に美味そうになっていく。

　寮の禁欲生活も相まって、段々と衝動を抑えるのが難しくなる。苦肉の策で、わざと喧嘩をふっかけた後、雰囲気を悪くしてから布団に入る事もあった。安達には迷惑な話だっただろうが、努力の甲斐あって手を出さずに済んだ。

　なのに同じ署に配属され、我慢が続くと分かってうんざりした。だけど同時に、目が届かない所で安達が死なずに済むと少しだけ安堵も覚える。消防士になってからもミスに巻き込まれて腹が立つことは多かったが、出来の悪い子供を持つ保護者のような気分で、見ていないと不安になった。

　出会ってから一年が経った頃、現場では頼りになるのに緊迫感のない場所だとやらかす安達のことを酒の席で愚痴ると、先輩消防士でもある従兄弟は驚き混じりに「へぇ」と笑った。

「水隼がそんな風に、他人を構うの珍しいな」

「お前を含めて、うちの署の奴等がろくに叱らないからだろ」

「私生活は破綻しているのに、お前は職場では完璧主義だからなぁ。でも、安達に関しちゃ失敗を口実に構ってるようにしか見えないけどな」

「訓練中ならまだしも現場でミスをしたら命取りになるから、注意してるだけだ。あいつ、ケアレスミスが多いんだよ」

「惚れたのか？」

「……なんでこの話の流れでそうなる？」

　脈絡のない発言に、眉を寄せて睨みつける。

　しかし従兄弟は勝手な思い込みで、にやにや笑っていた。

「ようやくまともな男を好きになったな！　応援しようか？」

「話を聞け。大体、あんなのに惚れるわけないだろ」

「わりといい男だと思うけどな」

「どこがだ」

　呆れた顔で否定したが、従兄弟の言葉はずっと引っかかっていた。しかしあいつが男に興味がないことは分かっていたし、そもそも安達を口説く自分の姿がどうしても想像できない。

　───確かに体は好みだが、性欲なら他で発散できる。

　そう思うことで、自分の気持ちを押し殺した。だけどあいつが俺の家で、俺の元恋人に嫉妬めいた文句を言ったとき、それまで有り得ないと無視してきた感情が急に、張り裂けそうなほど膨らむ。その嫉妬が友情やライバル心から来るものだとは理解していたけれど、じりっと指先が痺れるような欲情を覚えた。

　避けてきた気持ちに、とうとう捕まってしまった。

　本当は理解し合えたと言われたときから、少しずつ想いはこの男に傾いていた。体だけでなく心にも欲情を覚えていた。

　だけど望みのない物を求めるのは馬鹿らしくて、万が一手に入ったとしても失うのを恐れるのが嫌で、自己欺瞞で逃げ続けてきた。それでも一度ぐらいなら、触れても許されるだろうか。

「お前は趣味じゃないけど、ドーテー食うのも楽しそうだな」

　安達は仕事中に犯したミスの件で、強い負い目を感じている。だから一度なら許して貰えるかも知れないと、打算も働いて、ずっと触れたいと願っていた体を捉えた。

　それにどうせ手に入らないなら、鮮烈な記憶を刻みつけてやりたかった。戸惑うのを無理に咥えて、最後は足でいかせた。

　きっとこの先誰としても、初めてを俺に奪われたことは忘れられないだろうなと、暗い満足感を覚える。

「好みじゃないが、いき顔は悪くないな」

　嘯きながらも、自分の欲望が思うよりもずっと強かったのだと分かり、抑え続けてきた衝動をようやく解放できると、身震いした。しかし俺はあくまで抱くつもりであって、抱かれたいなんて、考えたことはなかった。

　一体、いつ間違えたのだろう。

　どうして、こんなことになったのか。

「っあ、ああぁ……っ」

　貫かれた瞬間に高い声が漏れた。安達は驚いたように動きを止めたが、すぐに隆々とそびえる雄を突き刺してくる。

　痛みに呻きながら、ああそうだったこいつはアホだったな、と絶望的な気分で思い返す。しかしいくらアホで童貞でも、いきなり馴らしもせずに挿入するなんて、予期していなかった。

「あ……それ以上、入ら、ね………って」

　初めてなのかと確認されて、肯定すると更に深く埋められた。

　何考えてんだ、馬鹿、普通逆だろ。

　ベッドの上でまで猪突猛進になるなと、頭の中でぐるぐる回るだけで口に出せない文句を瞳に託したが、当然効果はない。

　こいつは昔から、俺の言うことを聞かない奴だった。

「あ、だち、……ざ、けっ……んな！」

「お前が仕掛けたんだから、責任もって最後まで付き合え、よ」

　最悪だ、と出会ったときから少しも思い通りにならない男に揺さ振られながらシーツを握る。こんなことになるなら、寮生活をしていたときに我慢せずに犯しておけばよかった。

　いや、あの頃だったら殴られて終わりだろう。

　今だって、ついさっきまで安達は怒りでいっぱいだった。

　ただ単純馬鹿なので、性欲に流されて怒りを忘れただけだ。

「く……、ぁ、う………っ」

　集中していないことがばれたのか、いきなり腕を摑まれる。

　抵抗したが、あっさりと隠していた顔を見られて、居たたまれない気分になった。どんな顔をしているのか、自分ではよく分からないが、安達は熱っぽい目を向けた後で意外そうに「なんか、すげぇかわいい」と耳を疑う台詞を口にする。

「は……？　あっ」

　自分に向けられたとは思えないそれに、余計に居心地が悪くなって安達を包み込んでいる場所を、締め付けてしまう。

　すると不意に近づいてきた唇が、俺の唇を塞いだ。

「あ、……っ、はな、せ……っ、は」

　身を捩ると、体を貫く陰茎の形を余計に意識してしまう。

　同時に安達が微かに呻く。色が籠もって掠れた声に反応して、とろりと雄を包む肉が、溶けそうになる。

「お前がやらしいせいで、頭がすげぇぼうっとするんだけど」

「ふ、ふっ、ん……ぁ」

　言い返そうとしたら、また唇を重ねられた。

　キスをされているのだとようやく気づいたら、体の奥が急に安達を受け入れようと勝手に開く。

「……っぁ、う、う、ん」

　長い上に荒々しいキスに、思わず背中を叩いたが、安達は止める気配もない。無視しているというよりも、俺の反応を理解する余裕がないようだった。

　だけど俺だって、こっち側は初めてで、余裕なんてない。

「ぁ、あだ、ち、……、ふ、ぁ」

　硬くて熱い物をずっぷりと埋められて、痛みを感じる。

　抱かれるつもりはなかった。想定外だ。

　だけどこれが最初で最後の一回になるなら、苦痛ばかりが記憶に残るのは嫌で、僅かな快感を探っていると急に体が跳ねる。

「ん……？　ん、っうー……っ、」

　予期していたものよりも大きな快感に、一瞬安達ではないが頭がぼうっとした。僅かなタイムラグの後に、快感というには強烈過ぎる感覚に襲われて、体の奥がうねるように引きつる。

「あ、あ……ぁっ」

　それが心地よかったのか、安達に同じ場所ばかり突き上げられて、思わず喉を逸らす。

　駄目だ、と漏らした筈の言葉は声にならずに消える。

　嫌だ、と伝える筈の指に力が入らずに、良いように揺さ振られた。稲妻のような愉悦に、嬌声を漏らすことしかできない。

「は、……ん、ぁ」

　だけど声まで食われて、それも叶わなくなった。俺よりも長く肉厚な舌に翻弄される。執拗に口の中を蹂躙されて呼吸も満足にできない。そのうち何も考えられなくなって身を任せると、敏感な場所をごりごり擦られて、我慢する間もなく達した。

　勢いよく吐き出された白濁が腹の上に散って、これでようやく終わると安堵の息を吐いた瞬間、足を抱え直される。

　なんだよ、と訊ねる前に一際強く突き上げられて「ああ」と情けない声が[image: 迸]った。

　達したばかりで辛い場所が、内側を抉られる度に震える。

　擦られ過ぎた柔らかい肉の粘膜が、痛みと官能に甘く爛れた。

「ぁ……あだち、ぬけ、とまれ、ばか、童貞っ」

　過ぎた快感に背中が震える。

　切羽詰まった状態で詰ると、むっとした顔で深く突き立てて来る。同じ男なら達した後に放って置かれたい気持ちは分かるだろうと、不躾な行動を咎めるために睨み付けた。

　すると、安達は堂々ととんでもないことを口にする。

「俺はまだ終わってないから、もう少し付き合え」

　ふざけんな、殺す、やっぱり大嫌いだ、下手くそ、サル。

　どの文句を声にして、どの文句が喉の奥に消えたのか、自分でもよく分からない。ただ体の奥に安達の種を吐き出されて、怒りを覚えたことだけは確かだった。

　だけど気持ちよさそうな安達の顔を見たら、それも消える。

「新森……っ」

　たった一度の繫がりを忘れられなくなるのは俺の方だと、名前を呼ばれた後で、性器を抜かれるときに思った。

　元より、気持ちを告げるつもりはない。安達がもてないくせに女好きだというのは、嫌という程知っている。勢いでも脅しでも、最初の一回は俺の物になった。それで充分だ。

　予定は大幅に狂ったが、それでもお前の記憶には焼き付いた。今回は、俺がお前を振り回してやったと少しだけ得意な気分で、体の痛みを飲み込む。

　抱かれるのは思いの外良かったが、だからこそはまりそうで怖かった。最中に甘い言葉を囁かれるのも心臓に悪い。安達は初めての経験に感情が高ぶっているだけなのに、期待したくなる。だけどすぐに安達の熱が醒めるのは分かっていたから、なかったことにしてやるつもりだった。だけど俺は肝心なことを忘れていた。安達が猪突猛進型のアホだということを。

「俺がお前のこと好きかどうか見極めたい」

　体を繫げた数日後、そんな台詞でデートに誘われたときに、結局どう足搔いたって振り回されるのは俺なのだと認めざるを得なかった。

　そして、それが嫌じゃないことも。
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